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第 1 章

最初にお読みください

Cisco IOS XE 16 に関する重要な情報

有効な 2つのリリース、Cisco IOSXEリリース 3.7.0E（Catalystスイッチ用）およびCisco IOSXE
リリース 3.17S（アクセス/エッジルーティング用）が 1つのバージョンとしての統合リリース
Cisco IOS XE 16に展開されて（マージされて）、スイッチング/ルーティングポートフォリオに
含まれる広範なアクセスおよびエッジ製品が盛り込まれた1つのリリースが実現されています。

テクノロジーコンフィギュレーションガイドにある「機能情報」表には、機能が導入された

時期が記載されています。その機能で他のプラットフォームがサポートされた時期について

は、記載されている場合もされていない場合もあります。特定の機能がご使用のプラットフォー

ムでサポートされているかどうかを確認するには、ご使用の製品のランディングページに掲

載されているテクノロジーコンフィギュレーションガイドを参照してください。ご使用の製

品のランディングページにテクノロジーコンフィギュレーションガイドが表示されていれ

ば、その機能はプラットフォームでサポートされています。

（注）

IP スイッチング Cisco Express Forwarding 設定ガイド
1



   IP スイッチング Cisco Express Forwarding 設定ガイド
2

最初にお読みください



第 2 章

CEF の概要

このモジュールでは、CiscoExpress Forwarding機能の概要について説明します。シスコエクスプ
レスフォワーディングは、高度なレイヤ 3 IPスイッチングテクノロジーです。これにより、す
べての種類のネットワークに関して、ネットワークパフォーマンスとスケーラビリティが最適

化されます。こうしたネットワークの種類としては、インターネットや、負荷の大きいWebベー
スアプリケーションや対話形式セッションを特長とするネットワークなど、少量のトラフィッ

クと大量のトラフィックを複雑なパターンで伝送するものがあります。

• 機能情報の確認, 3 ページ

• CEFについて, 4 ページ

• CEFの設定方法, 11 ページ

• CEFの設定例, 11 ページ

• 次の作業, 11 ページ

• その他の参考資料, 12 ページ

• CEFの機能情報, 14 ページ

• 用語集, 15 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリスト

を確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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CEF について

集中型 CEF および dCEF のシスコプラットフォームサポート
シスコエクスプレスフォワーディングは、Cisco IOSソフトウェアリリース 12.0以降を実行して
いるほとんどのシスコプラットフォームで、デフォルトでイネーブルになっています。シスコエ

クスプレスフォワーディングをルータでイネーブルにすると、ルートプロセッサ（RP）がエク
スプレスフォワーディングを実行します。

ご使用のプラットフォーム上でCiscoExpressForwardingがイネーブルかどうか確認するには、show
ip cefコマンドを入力してください。シスコエクスプレスフォワーディングがイネーブルの場合
は、次のような出力が表示されます。

Router# show ip cef
Prefix Next Hop Interface
[...]
10.2.61.8/24 192.168.100.1 FastEthernet1/0/0

192.168.101.1 FastEthernet6/1
[...]

ご使用のプラットフォーム上で Cisco Express Forwardingがイネーブルでない場合、show ip cefコ
マンドの出力は次のようになります。

Router# show ip cef
%CEF not running

分散型シスコエクスプレスフォワーディングは、Catalyst 6500シリーズスイッチ、Cisco 7500シ
リーズルータ、および Cisco 12000シリーズインターネットルータで、デフォルトでイネーブル
になっています。プラットフォーム上で分散型シスコエクスプレスフォワーディングがイネーブ

ルになっている場合、ラインカードはエクスプレスフォワーディングを実行します。

プラットフォーム上でCisco Express Forwardingがイネーブルになっていない場合は、ip cefコマン
ドを使用して（集中型）Cisco Express Forwardingをイネーブルにするか、または ip cef distributed
コマンドを使用して分散型シスコエクスプレスフォワーディングをイネーブルにします。

Cisco Express Forwarding の利点
•パフォーマンスの向上：Cisco Express Forwardingは、高速スイッチングルートキャッシング
に比べてCPUに負担がかかりません。そのため、より多くのCPU処理能力をQualityofService
（QoS）や暗号化などのレイヤ 3サービスに向けることができます。

•スケーラビリティ：Cisco Express Forwardingでは、分散型シスコエクスプレスフォワーディ
ングモードがアクティブな場合、各ラインカードのスイッチングキャパシティをフルに活

用できます。分散型シスコエクスプレスフォワーディングは、ルータに設置されているイ

ンターフェイスカード数および帯域幅に従って、リニアに拡張する分散型スイッチングメ

カニズムです。

•復元力：CiscoExpressForwardingは、大規模な動的ネットワーク上で比類ないレベルのスイッ
チングの一貫性と安定性を提供します。動的ネットワークでは、ルーティング変更によっ
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て、高速にスイッチングされるキャッシュエントリが頻繁に無効化されます。このような変

更が行われると、トラフィックはルートキャッシュを使用した高速交換ではなく、ルーティ

ングテーブルを使用したプロセス交換で処理されるようになります。転送情報ベース（FIB）
ルックアップテーブルには、ルーティングテーブル内に存在する既知のすべてのルートが

含まれているため、ルートキャッシュメンテナンスの必要性がなくなり、高速スイッチま

たはプロセススイッチフォワーディングに関連する手順が不要になります。Cisco Express
Forwardingでは、一般的なデマンドキャッシングスキームよりも効率よくトラフィックを切
り替えることができます。

ネットワークの任意の場所でCiscoExpressForwardingを使用できます。たとえば、次の図に、ネッ
トワークのコアの集約ポイントのルータで実行される Cisco Express Forwardingを示します。ここ
は、トラフィックレベルが高く、パフォーマンスが重要です。

図 1：Cisco Express Forwarding の例

ネットワークコアにあるプラットフォームの Cisco Express Forwardingは、絶え間ない成長と増え
続けるネットワークトラフィックに対応するために、ネットワークが必要とするパフォーマンス

とスケーラビリティを提供します。シスコエクスプレスフォワーディングは、ルータに設置され

ているインターフェイスカード数および帯域幅に従って、リニアに拡張する分散型スイッチング

メカニズムです。

CEF によってサポートされるメディア
Cisco Express Forwardingは次のメディアをサポートします。

• ATM/AAL5snap、ATM/AAL5mux、および ATM/AAL5nlpid

•イーサネット

• FDDI

•フレームリレー

•ハイレベルデータリンクコントロール（HDLC）

• PPP
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• Spatial Reuse Protocol（SRP）

•トークンリング

•トンネル

CEF の主要コンポーネント
これまでルートキャッシュに格納されていた情報は、Cisco Express Forwardingスイッチングのい
くつかのデータ構造に格納されます。これらのデータ構造では、ルックアップが最適化され、パ

ケット転送を効率的に行えるようになっています。Cisco Express Forwarding動作の 2つの主要な
コンポーネントは、転送情報ベース（FIB）と隣接関係テーブルです。

FIBは、概念的にはルーティングテーブルや情報ベースに似ています。ルータはこのルックアッ
プテーブルを使用して、シスコエクスプレスフォワーディング動作中に宛先ベースのスイッチ

ング判断を行います。FIBは、ネットワーク内で変更が発生すると更新され、その時点で既知の
すべてのルートが含まれます。詳細については、「FIBの概要」セクションを参照してください。

隣接関係テーブルには、すべての FIBエントリに関するレイヤ 2ネクストホップアドレスが保存
されます。詳細については、「CEF隣接関係テーブルの概要」セクションを参照してください。

到達可能性情報（Cisco Express Forwardingテーブル内）と転送情報（隣接関係テーブル内）を分
離することには、いくつかの利点があります。

•隣接関係テーブルは Cisco Express Forwardingテーブルと別々に構築できます。どちらのテー
ブルも、プロセススイッチングされたパケットなしに構築できます。

•パケットの転送で使用されるMACヘッダーの書き換えはキャッシュエントリに保存されな
いので、MACヘッダー書き換え文字列を変更してもキャッシュエントリを無効にする必要
がありません。

FIB の概要
Cisco Express Forwardingでは、プレフィックスベースの IP宛先スイッチングの判定を行うため
に、転送情報ベース（FIB）を使用します。

FIBには、フォワーディングに最適化される方法で構造化された IPルーティングテーブルからの
プレフィックスが含まれています。ネットワーク内でルーティングまたはトポロジが変更される

と、IPルーティングテーブルがアップデートされ、これらの変更が FIBに反映されます。FIBに
は、IPルーティングテーブル内の情報に基づいて、ネクストホップのアドレス情報が保持されま
す。

FIBエントリとルーティングテーブルエントリは 1対 1の関係なので、FIBには既知のすべての
ルートが含まれます。したがって、高速スイッチングや最適スイッチングで使用されるものなど、

スイッチングパスに関連するルートキャッシュのメンテナンスが不要になります。
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CEF FIB およびロードバランシング
宛先プレフィックスへのパスが複数存在することがあります。たとえば、ルータが同時ロードバ

ランシングおよび冗長性に対応するように設定されていると、このようなことが発生します。FIB
には、解決されたパスごとに、そのパスのネクストホップインターフェイスに対応する隣接への

ポインタが含まれます。

レイヤ 3等コストマルチパス（ECMP）のロードバランシングは、送信元 IPアドレス、宛先
IPアドレス、送信元ポート、宛先ポート、およびレイヤ4プロトコルに基づいています。フラ
グメント化されたパケットは、これらのパラメータを使用して計算されたアルゴリズムに基づ

いて2つの異なるリンクで処理されます。これらのパラメータのいずれかを変更すると、ロー
ドバランシングが実行されます。

（注）

CEF 隣接関係テーブルの概要
リンク層（レイヤ 2）を通過する単一ホップでノードに到達可能な場合、このノードはもう 1つ
のノードと隣接関係を持つことになります。Cisco Express Forwardingは、隣接関係テーブルと呼
ばれるデータ構造の隣接ノードに関する転送情報（発信インターフェイスおよびMACヘッダー
書き換え）を格納します。Cisco Express Forwardingは、隣接関係テーブルを使用して、レイヤ 2
アドレッシング情報をパケットにプリペンドします。隣接テーブルには、すべての FIBエントリ
に対する、レイヤ 2のネクストホップのアドレスが保持されます。

次の項で、隣接関係に関する追加情報を示します。

隣接関係の検出

隣接関係が検出されると、それぞれの隣接関係テーブルにデータが入力されます。隣接関係は、

間接的な手動設定によって、または動的にテーブルへ追加されます。動的に追加される場合は、

アドレス解決プロトコル（ARP）のようなメカニズムで検出されます。また、ネイバー関係を形
成する Border Gateway Protocol（BGP）や Open Shortest Path First（OSPF）のようなルーティング
プロトコルを使用して追加することもできます。隣接関係エントリが作成されるたびに、その隣

接ノードのリンク層ヘッダーが計算され、隣接関係テーブルに格納されます。

隣接関係情報は、後でパケットがシスコエクスプレスフォワーディングでスイッチングされると

きに、カプセル化に使用されます。

特殊な処理が必要な隣接関係タイプ

特定の例外条件が存在する場合、スイッチングを迅速に処理する目的で、ネクストホップイン

ターフェイスに関連付けられた隣接関係（ホストルートの隣接関係）に加え、他のタイプの隣接

関係が使用されます。例外処理または特別な処理を必要とするプレフィックスは、次の表に示す

特別な隣接関係のいずれかと共にキャッシュされます。
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表 1：特殊な処理が必要な隣接関係タイプ

処理方法この隣接関係タイプのパケット

Null0インターフェイスに送信されたパケット
はドロップされます。ヌル隣接関係は、アクセ

スフィルタリングの効果的な形式として使用で

きます。

ヌル隣接関係

デバイスがマルチアクセスメディアに接続され

ている場合、デバイスのFIBテーブルは、個別
のホストプレフィックスではなく、サブネット

のプレフィックスを保持します。サブネットの

プレフィックスは、グリーニング隣接関係をポ

イントします。グリーニング隣接関係エントリ

は、特定のネクストホップに直接接続する必要

があるものの、使用できるMACヘッダー書き
換え情報がないことを示します。デバイスでサ

ブネット上の特定のホストにパケットを転送す

る必要がある場合、Cisco Express Forwardingは
特定のプレフィックスの ARPエントリを要求
し、ARPはMACアドレスを送信して、ホスト
の隣接関係エントリが作成されます。

グリーニング隣接関係

デバイスは、特別な処理を必要とするパケッ

ト、またはCEFスイッチングパスでまだサポー
トされていない機能によって送信されたパケッ

トを、次に高いスイッチングレベルに転送して

処理します。

パント隣接関係

デバイスはパケットを廃棄します。廃棄隣接関係

デバイスはパケットをドロップします。ドロップ隣接関係

未解決の隣接関係

パケットにリンク層ヘッダーがプリペンドされるとき、FIBでは、プリペンドされたヘッダーが
ネクストホップに対応する隣接関係をポイントする必要があります。隣接関係が FIBによって作
成され、ARPなどのメカニズムでは検出されなかった場合、レイヤ 2アドレッシング情報が不明
であるため、その隣接関係は不完全または未解決と見なされます。レイヤ2情報が認識されると、
パケットは RPに転送され、ARPによって隣接関係が判別されます。このようにして、隣接関係
が解決されます。
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集中型 CEF モードの動作
シスコエクスプレスフォワーディングスイッチングにラインカードが対応していない場合、分

散型シスコエクスプレスフォワーディングスイッチングと互換性のない機能を使用する必要が

ある場合、または分散型ではないプラットフォーム上で動作する場合は、集中型シスコエクスプ

レスフォワーディングモードを使用できます。集中型シスコエクスプレスフォワーディング

モードがイネーブルの場合、シスコエクスプレスフォワーディングFIBおよび隣接関係テーブル
は RP上に存在し、RPはエクスプレスフォワーディングを実行します。

次の図は、集中型シスコエクスプレスフォワーディングモードの動作中のルーティングテーブ

ル、FIB、および隣接関係テーブルの関係を示しています。Catalystスイッチは、ワークグループ
LANから、集中型シスコエクスプレスフォワーディングが動作する企業バックボーン上の
Cisco 7500シリーズルータにトラフィックを転送します。RPは、エクスプレスフォワーディン
グを実行します。

分散型 CEF モードの動作
さらにスケーラビリティを向上させるために、シスコエクスプレスフォワーディングは、処理タ

スクを 2つ以上のラインカードにわたって分散させることにより、特定のプラットフォーム上で
分散型シスコエクスプレスフォワーディングの形式で動作します。分散型シスコエクスプレス

フォワーディングモードがイネーブルの場合、ラインカードは FIBと隣接関係テーブルの同一の
コピーを保持します。ラインカードはポートアダプタ間でエクスプレスフォワーディングを行

い、RPをスイッチング動作から解放し、システムパフォーマンスも向上させます。

分散型シスコエクスプレスフォワーディングは、プロセス間通信（IPC）メカニズムを使用して、
RPおよびラインカード上の FIBテーブルと隣接関係テーブルとの同期を保証します。

次の図に、分散型シスコエクスプレスフォワーディングモードがアクティブな場合のRPとライ
ンカード間の関係を示します。

Cisco 12000シリーズインターネットルータでは、上の図に示すように、ラインカードがスイッ
チングを行います。その他のルータでは、同じルータ内で各種タイプのカードが混在できる場合、

すべてのカードが分散型シスコエクスプレスフォワーディングをサポートするとは限りません。

これらのその他のルータの 1つで、分散型シスコエクスプレスフォワーディングをサポートしな
いラインカードがパケットを受信した場合、そのラインカードは 1つ上位のスイッチングレイヤ
（RP）にパケットを転送します。この構造により、レガシーインターフェイスプロセッサが、
新しいインターフェイスプロセッサとルータ内に共存できます。

Cisco 12000シリーズインターネットルータは、分散型シスコエクスプレスフォワーディン
グモードだけで動作します。

（注）
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デフォルトで有効な CEF 機能
•送信先単位のロードバランシングおよびユニバーサルロードシェアリングアルゴリズム

•分散型トンネルスイッチング

• multipoint Generic Routing Encapsulation（GRE）トンネル

CEF 分散型トンネルスイッチング
Cisco Express Forwardingは、Generic Routing Encapsulation（GRE）トンネルで実現可能な分散型ト
ンネルスイッチングをサポートします。分散型トンネルスイッチングは、シスコエクスプレス

フォワーディングまたは分散型シスコエクスプレスフォワーディングをイネーブルにすると、自

動的にイネーブルになります。シスコエクスプレスフォワーディングまたは分散型シスコエク

スプレスフォワーディングをイネーブルにした後で、分散型トンネルスイッチングをイネーブル

にするために追加の作業を実行する必要はありません。

CEF でスイッチングされるマルチポイント GRE トンネル
Cisco Express Forwardingスイッチドマルチポイント GREトンネル機能により、マルチポイント
GREトンネルとの間の IPトラフィックの Cisco Express Forwardingスイッチングが可能です。プ
レフィックスとトンネル宛先の両方がアプリケーションで指定されている場合、トンネル宛先を

通じてトラフィックをプレフィックスに転送できます。GREは、IPインターネットワークを使用
して、リモートポイントの他のルータへの仮想ポイントツーポイントリンクを作成します。GRE
は、幅広いプロトコルタイプのパケットをカプセル化できます。単一プロトコルバックボーン環

境で、マルチプロトコルサブネットワークに接続することで、GREを使用する IPトンネリング
は単一プロトコルバックボーン環境のネットワークを拡張できます。

CEF 機能のリンク
次の表には、Cisco Express Forwardingまたは分散型シスコエクスプレスフォワーディングの動作
で使用するために、設定可能な機能に関する情報へのリンクが示されています。

表 2：シスコエクスプレスフォワーディングまたは分散型シスコエクスプレスフォワーディング動作に対
して設定可能な機能

次のドキュメントを参照してください...この機能に関する情報...

『Configuring Basic Cisco Express Forwarding for
Improved Performance, Scalability, and Resiliency
in Dynamic Networks』

Cisco Express Forwardingの基本動作の設定と確
認
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次のドキュメントを参照してください...この機能に関する情報...

『Enabling or Disabling Cisco Express Forwarding
or Distributed Cisco Express Forwarding to
Customize Switching and Forwarding for Dynamic
Networks』

シスコエクスプレスフォワーディングまたは

分散型シスコエクスプレスフォワーディング

のスイッチングおよびフォワーディングのイ

ネーブル化またはディセーブル化

『Configuring a Load-Balancing Scheme for Cisco
Express Forwarding Traffic』

ロードバランシングスキームの変更

『Configuring Epochs to Clear and Rebuild Cisco
Express Forwarding and Adjacency Tables』

隣接関係またはCisco Express Forwardingテーブ
ルの更新または再構築

『ConfiguringCiscoExpress ForwardingConsistency
Checkers for Route Processors and Line Cards』

Cisco Express Forwardingの整合性チェッカの設
定

『Configuring Cisco Express Forwarding Network
Accounting』

Cisco Express Forwardingのネットワークアカウ
ンティングの設定

『Customizing the Display of Recorded Cisco
Express Forwarding Events』

記録されたシスコエクスプレスフォワーディ

ングイベントの表示のカスタマイズ

CEF の設定方法
Cisco Express Forwardingの設定用のタスクはありません。Cisco Express Forwardingは、シスコソ
フトウェアを実行しているほとんどのシスコデバイスで、デフォルトでイネーブルになっていま

す。

Cisco Express Forwardingの機能およびサービスに関する設定情報へのリンクについては、「関連
資料」のセクションを参照してください。

CEF の設定例
Cisco Express Forwardingの設定例はありません。

Cisco Express Forwardingの機能およびサービスに関する設定情報へのリンクについては、「関連
資料」のセクションを参照してください。

次の作業
Cisco Express Forwardingの機能およびサービスに関する設定情報へのリンクについては、「関連
資料」の項を参照してください。
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その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOSMaster Commands List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Switching Command Reference』IPスイッチングコマンド：完全なコマンド構
文、コマンドモード、コマンド履歴、デフォル

ト、使用に関する注意事項、および例

『Configuring Basic Cisco Express Forwarding for
Improved Performance, Scalability, and Resiliency
in Dynamic Networks』

ルータでシスコエクスプレスフォワーディン

グ情報を確認するタスク

『Enabling or Disabling Cisco Express Forwarding
or Distributed Cisco Express Forwarding to
Customize Switching and Forwarding for Dynamic
Networks』

シスコエクスプレスフォワーディングまたは

分散型シスコエクスプレスフォワーディング

をイネーブルまたはディセーブルにするための

タスク

『Configuring a Load-Balancing Scheme for Cisco
Express Forwarding Traffic』

シスコエクスプレスフォワーディングのロー

ドバランシングスキームを設定するためのタ

スク

『ConfiguringCiscoExpress ForwardingConsistency
Checkers for Route Processors and Line Cards』

シスコエクスプレスフォワーディングの整合

性チェッカを設定するためのタスク

『Configuring Epochs to Clear and Rebuild Cisco
Express Forwarding and Adjacency Tables』

シスコエクスプレスフォワーディングテーブ

ルのエポックを設定するためのタスク

『Configuring Cisco Express Forwarding Network
Accounting』

シスコエクスプレスフォワーディングのネッ

トワークアカウンティングを設定および確認す

るためのタスク

『Customizing the Display of Recorded Cisco
Express Forwarding Events』

記録されたシスコエクスプレスフォワーディ

ングイベントの表示をカスタマイズするための

タスク

http://www.cisco.com/en/US/products/sw/iosswrel/
ps1828/products_tech_note09186a00801e1e46.shtml
『How to Verify Cisco Express Forwarding
Switching』

シスコエクスプレスフォワーディングスイッ

チングの確認手順
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マニュアルタイトル関連項目

http://www.cisco.com/en/US/tech/tk827/tk831/
technologies_tech_note09186a0080094303.shtml
『Troubleshooting Incomplete Adjacencies with
CEF』

不完全な隣接関係に対するトラブルシューティ

ングのヒント

『Troubleshooting Prefix Inconsistencies with Cisco
Express Forwarding』

Cisco 7500および 12000シリーズルータで使用
可能なシスコエクスプレスフォワーディング

の整合性チェッカの説明と使用方法

『Troubleshooting Cisco Express Forwarding
Routing Loops』

シスコエクスプレスフォワーディングのルー

ティングループと準最適ルーティングのトラブ

ルシューティングについての情報

『TroubleshootingCisco Express Forwarding-Related
Error Messages』

分散型シスコエクスプレスフォワーディング

スイッチングが動作するプラットフォーム

（Cisco 7500シリーズルータおよびCisco 12000
シリーズインターネットルータ）上での、一

般的なシスコエクスプレスフォワーディング

関連エラーメッセージの原因と、そのトラブル

シューティング方法

『Troubleshooting Load Balancing Over Parallel
Links Using Cisco Express Forwarding』

Cisco Express Forwarding使用時の、複数のパラ
レルリンク間のレイヤ 3ロードバランシング
の Cisco IOSソフトウェア実装に関する説明と
トラブルシューティング情報

『Troubleshoot Unicast IP Routing Involving CEF
on Catalyst 6500/6000 Series Switches with a
Supervisor Engine 2 and Running CatOS System
Software』

Supervisor Engine 2、Policy Feature Card 2
（PFC2）、またはMultilayer Switch Feature Card
2（MSFC2）が装備された Catalyst 6500/6000ス
イッチのユニキャスト IPルーティングのトラ
ブルシューティングガイド

『When Is CEF Required for Quality of Service』シスコエクスプレスフォワーディングが必要

な QoS機能

標準

タイトル規格

--この機能でサポートされる新規の標準または変

更された標準はありません。また、既存の標準

のサポートは変更されていません。
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http://www.cisco.com/en/US/tech/tk827/tk831/technologies_tech_note09186a0080094303.shtml
http://www.cisco.com/warp/public/105/cef_incomp.html
http://www.cisco.com/warp/public/105/cef_incomp.html
http://www.cisco.com/en/US/tech/tk827/tk831/technologies_tech_note09186a00800946f7.shtml
http://www.cisco.com/en/US/tech/tk827/tk831/technologies_tech_note09186a00800946f7.shtml
http://www.cisco.com/en/US/tech/tk827/tk831/technologies_tech_note09186a00800cdf2e.shtml
http://www.cisco.com/en/US/tech/tk827/tk831/technologies_tech_note09186a00800cdf2e.shtml
http://www.cisco.com/en/US/products/hw/routers/ps359/products_tech_note09186a0080110d68.shtml
http://www.cisco.com/en/US/products/hw/routers/ps359/products_tech_note09186a0080110d68.shtml
http://www.cisco.com/en/US/tech/tk827/tk831/technologies_tech_note09186a0080094806.shtml
http://www.cisco.com/en/US/tech/tk827/tk831/technologies_tech_note09186a0080094806.shtml
http://www.cisco.com/en/US/tech/tk827/tk831/technologies_tech_note09186a0080094b27.shtml
http://www.cisco.com/en/US/tech/tk827/tk831/technologies_tech_note09186a0080094b27.shtml
http://www.cisco.com/en/US/tech/tk827/tk831/technologies_tech_note09186a0080094b27.shtml
http://www.cisco.com/en/US/tech/tk827/tk831/technologies_tech_note09186a0080094b27.shtml
http://www.cisco.com/en/US/customer/tech/tk39/tk824/technologies_tech_note09186a0080094978.shtml


MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリー
ス、およびフィーチャセットに関するMIBを
探してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

この機能によってサポートされる新しいMIB
または変更されたMIBはありません。またこ
の機能による既存MIBのサポートに変更はあ
りません。

RFC

タイトルRFC

『GenericRouteEncapsulation(GRE)』RFC 1701

『GenericRoutingEncapsulation(GRE)』RFC 2784

『KeyandSequenceNumberExtensionstoGRE』RFC 2890

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントのWeb
サイトではリソースをオンラインで提供してお

り、マニュアル、ソフトウェア、およびツール

をダウンロードできます。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。

CEF の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。
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プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 3：シスコエクスプレスフォワーディングの概要の機能情報

機能の設定情報リリース機能名

この機能を使用すると、マルチ

ポイント GREトンネルとの間
で、IPトラフィックのシスコ
エクスプレスフォワーディン

グスイッチングが可能になり

ます。この機能の導入前は、マ

ルチポイント GREトンネルに
使用できるのはプロセス交換だ

けでした。

12.2(8)Tシスコエクスプレスフォワー

ディングスイッチドマルチポ

イント GREトンネル

この機能は、CiscoASR1000シ
リーズルータに追加されまし

た。

この機能は、Cisco IOSリリー
ス 15.0(1)Sに統合されました。

Cisco IOS XEリリース 2.1
15.0(1)S

IEEE 802.1Q vLAN間の IPルー
ティングの CEFサポート

用語集
隣接関係：ルーティング情報を交換するため、選択した隣接ルータとエンドノード間で形成され

た関係。隣接関係は、関連するルータとノードによる共通メディアセグメントの使用に基づいて

います。

CiscoExpressForwarding：レイヤ 3スイッチングテクノロジー。シスコエクスプレスフォワー
ディングは、シスコエクスプレスフォワーディング動作の 2つのモードの 1つである、集中型シ
スコエクスプレスフォワーディングモードを指す場合もあります。シスコエクスプレスフォ

ワーディングにより、ルートプロセッサがエクスプレスフォワーディングを行うことができま

す。分散型シスコエクスプレスフォワーディングは、シスコエクスプレスフォワーディングの

もう 1つの動作モードです。

分散型シスコエクスプレスフォワーディング：シスコエクスプレスフォワーディングの動作モー

ドの 1つであり、ラインカード（Versatile Interface Processor（VIP）ラインカードなど）に、転送
情報ベース（FIB）および隣接関係テーブルの同一のコピーが保持されます。ラインカードは、
ポートアダプタ間でエクスプレスフォワーディングを実行します。これにより、ルートスイッ

チプロセッサがスイッチング動作から解放されます。

FIB：転送情報ベース。概念上はルーティングテーブルや情報ベースに似た、シスコエクスプレ
スフォワーディングのコンポーネント。ルータはFIBルックアップテーブルを使用して、シスコ
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エクスプレスフォワーディング動作中に送信先ベースのスイッチング判断を行います。ルータに

は、IPルーティングテーブル内の転送情報のミラーイメージが保持されます。

GRE：総称ルーティングカプセル化。シスコが開発したトンネリングプロトコルで、IPトンネ
ル内のさまざまなプロトコルパケットタイプをカプセル化し、IPインターネットワークを使用し
て、リモートポイントの Ciscoルータへの仮想ポイントツーポイントリンクを作成します。単一
プロトコルバックボーン環境で、マルチプロトコルサブネットワークに接続することで、GRE
を使用する IPトンネリングは単一プロトコルバックボーン環境のネットワークを拡張できます。

IPC：プロセス間通信。ルータが分散型シスコエクスプレスフォワーディングモードで動作して
いる場合に、RouteSwitchProcessor（RSP）からラインカードへの、シスコエクスプレスフォワー
ディングテーブルの配布を可能にするメカニズム。

ラベルディスポジション：ネットワークエッジでのマルチプロトコルラベルスイッチング

（MPLS）ヘッダーの除去。MPLSラベルディスポジションでは、ヘッダーが除去されたMPLS
パケットとしてルータに到着したパケットは、IPパケットとして送信されます。

ラベルインポジション：パケットにラベルを付加するアクション。

LER：ラベルエッジルータ。ラベルインポジションを実行するルータ。

LFIB：ラベル転送情報ベース。ラベル付きパケットを交換するためにスイッチング機能が使用す
るデータ構造。

LIB：ラベル情報ベース。他のラベルスイッチルータ（LSR）から学習したラベル、およびロー
カル LSRによって割り当てられたラベルを格納するために、LSRが使用するデータベース。

ラインカード：さまざまなシスコ製品で使用可能なインターフェイスプロセッサに対する一般的

用語。たとえば、Versatile Interface Processor（VIP）は、Cisco 7500シリーズルータのラインカー
ドです。

LSP：ラベルスイッチドパス。ホップのシーケンス（ルータ 0～ルータ n）。パケットは、ラベ
ルスイッチングメカニズムによって、R0から Rnに送られます。LSPは、通常のルーティング
メカニズムに基づいて動的に選択することも、また手動で設定することもできます。

LSR：ラベルスイッチルータ。パケット内のラベルカプセル化の値に基づいて、パケットを転送
するレイヤ 3ルータ。

MPLS：MultiprotocolLabelSwitching（マルチプロトコルラベルスイッチング）。通常のルーティ
ングパスに沿ってパケットを転送するための新しい業界標準（MPLSホップバイホップフォワー
ディングと呼ばれる場合もある）。

プレフィックス：IPアドレスのネットワークアドレス部分。プレフィックスはネットワークおよ
びマスクによって指定され、一般的にネットワーク/マスクの形式で表されます。マスクは、どの
ビットがネットワークビットかを表しています。たとえば、1.0.0.0/16は、IPアドレスの最初の
16ビットがマスクされることを表し、これがネットワークビットであることを示しています。残
りのビットはホストビットです。この場合、ネットワーク番号は 10.0です。

RIB：ルーティング情報ベース。レイヤ 3到達可能性情報および送信先 IPアドレスまたはプレ
フィックスを含むルートの中央リポジトリ。RIBは、ルーティングテーブルとも呼ばれます。

RP：ルートプロセッサ。Cisco 7000シリーズルータのプロセッサモジュールであり、CPU、シ
ステムソフトウェア、およびルータで使用されるメモリコンポーネントの大部分が含まれます。

スーパーバイザリプロセッサと呼ばれることもあります。
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RSP：ルートスイッチプロセッサ。Cisco 7500シリーズルータで使用されるプロセッサモジュー
ルであり、ルートプロセッサ（RP）とスイッチプロセッサ（SP）の機能を内蔵しています。

SP：スイッチプロセッサ。Cisco 7000シリーズのプロセッサモジュールであり、すべての CxBus
アクティビティのアドミニストレータとして動作します。CiscoBusコントローラと呼ばれること
もあります。

VIP：多用途インターフェイスプロセッサ。Cisco 7000および Cisco 7500シリーズルータで使用
されるインターフェイスカード。VIPは、マルチレイヤスイッチングを行い、Cisco IOSを実行
します。

VPN：Virtual Private Network（バーチャルプライベートネットワーク）。トンネリングを使用
し、公衆 TCP/IPネットワークを通じて IPトラフィックを安全に転送することを可能にするルー
タ構成。

VRF：バーチャルプライベートネットワーク（VPN）ルーティング/転送インスタンス。VRFは、
IPルーティングテーブル、取得されたルーティングテーブル、そのルーティングテーブルを使
用する一連のインターフェイス、ルーティングテーブルに登録されるものを決定する一連のルー

ルおよびルーティングプロトコルで構成されています。一般に、VRFには、PEルータに付加さ
れるカスタマー VPNサイトが定義されたルーティング情報が格納されています。
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第 3 章

基本的な Cisco Express Forwarding の設定

このモジュールには、Cisco Express Forwardingに関する情報が含まれており、Cisco Express
Forwardingの動作を確認するための、必須および任意のタスクについて説明します。

シスコエクスプレスフォワーディングは、高度なレイヤ 3 IPスイッチングテクノロジーです。
これにより、すべての種類のネットワークに関して、ネットワークパフォーマンスとスケーラ

ビリティが最適化されます。こうしたネットワークの種類としては、インターネットや、負荷の

大きいWebベースアプリケーションや対話形式セッションを特長とするネットワークなど、少
量のトラフィックと大量のトラフィックを複雑なパターンで伝送するものがあります。

• 機能情報の確認, 19 ページ

• Cisco Express Forwardingの前提条件, 20 ページ

• Cisco Express Forwardingの制約事項, 20 ページ

• シスコエクスプレスフォワーディングに関する情報, 20 ページ

• シスコエクスプレスフォワーディングの基本の確認方法, 22 ページ

• ベーシック CEFの設定例, 38 ページ

• 次の作業, 38 ページ

• その他の参考資料, 39 ページ

• 基本的な CEFの機能情報, 40 ページ

• 用語集, 42 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリスト

を確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。
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プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

Cisco Express Forwarding の前提条件
Cisco Express Forwardingには、デバイスで有効になっている Cisco Express Forwardingと IPルー
ティングが含まれているソフトウェアイメージが必要です。

Cisco Express Forwarding の制約事項
Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータは、分散型シスコエクスプレスフォ
ワーディングモードでのみ動作します。

シスコエクスプレスフォワーディングに関する情報
ご使用のネットワークアーキテクチャで、シスコエクスプレスフォワーディングまたは分散型

シスコエクスプレスフォワーディングのスイッチングとフォワーディングをディセーブルまたは

再イネーブルにし、ロードバランシングスキームを変更し、シスコエクスプレスフォワーディ

ングテーブルを更新し、シスコエクスプレスフォワーディングのネットワークアカウンティン

グを設定するか、またはシスコエクスプレスフォワーディングイベント表示をカスタマイズす

る必要がある場合は、「関連資料」の項に移動して、これらのタスクに関する情報へのリンクを

参照してください。そうでない場合は、ネットワーク上でのシスコエクスプレスフォワーディン

グまたは分散型シスコエクスプレスフォワーディング動作の設定に関して、それ以上の作業は必

要ありません。

シスコエクスプレスフォワーディングは、IEEE 802.1Qカプセル化がサブインターフェイス
レベルでイネーブルになっているインターフェイス上でサポートされます。VLANサブイン
ターフェイスで IEEE802.1Qカプセル化を使用しているインターフェイスでシスコエクスプレ
スフォワーディング動作を無効にする必要はなくなりました。

（注）

CEF および dCEF のシスコプラットフォームサポート
Cisco Express Forwardingは、Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータではデ
フォルトでイネーブルになっています。
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ご使用のプラットフォーム上で Cisco Express Forwardingがデフォルトでイネーブルかどうかを確
認するには、show ip cefコマンドを入力してください。シスコエクスプレスフォワーディングが
イネーブルの場合は、次のような出力が表示されます。

Router# show ip cef
Prefix Next Hop Interface
[...]
10.2.61.8/24 192.168.100.1 FastEthernet1/0/0

192.168.101.1 FastEthernet2/1/0
[...]

ご使用のプラットフォーム上で Cisco Express Forwardingがイネーブルでない場合、show ip cefコ
マンドの出力は次のようになります。

Router# show ip cef
%CEF not running

プラットフォーム上でCisco Express Forwardingがイネーブルになっていない場合は、ip cefコマン
ドを使用して Cisco Express Forwardingをイネーブルにするか、または ip cef distributedコマンド
を使用して分散型シスコエクスプレスフォワーディングをイネーブルにします。

Cisco Express Forwarding の利点
•パフォーマンスの向上：Cisco Express Forwardingは、高速スイッチングルートキャッシング
に比べてCPUに負担がかかりません。そのため、より多くのCPU処理能力をQualityofService
（QoS）や暗号化などのレイヤ 3サービスに向けることができます。

•スケーラビリティ：Cisco Express Forwardingでは、分散型シスコエクスプレスフォワーディ
ングモードがアクティブな場合、各ラインカードのスイッチングキャパシティをフルに活

用できます。分散型シスコエクスプレスフォワーディングは、ルータに設置されているイ

ンターフェイスカード数および帯域幅に従って、リニアに拡張する分散型スイッチングメ

カニズムです。

•復元力：CiscoExpressForwardingは、大規模な動的ネットワーク上で比類ないレベルのスイッ
チングの一貫性と安定性を提供します。動的ネットワークでは、ルーティング変更によっ

て、高速にスイッチングされるキャッシュエントリが頻繁に無効化されます。このような変

更が行われると、トラフィックはルートキャッシュを使用した高速交換ではなく、ルーティ

ングテーブルを使用したプロセス交換で処理されるようになります。転送情報ベース（FIB）
ルックアップテーブルには、ルーティングテーブル内に存在する既知のすべてのルートが

含まれているため、ルートキャッシュメンテナンスの必要性がなくなり、高速スイッチま

たはプロセススイッチフォワーディングに関連する手順が不要になります。Cisco Express
Forwardingでは、一般的なデマンドキャッシングスキームよりも効率よくトラフィックを切
り替えることができます。

CEF 動作の主要コンポーネント
これまでルートキャッシュに格納されていた情報は、Cisco Express Forwardingスイッチングのい
くつかのデータ構造に格納されます。これらのデータ構造では、ルックアップが最適化され、パ
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ケット転送を効率的に行えるようになっています。Cisco Express Forwarding動作の 2つの主要な
コンポーネントは、転送情報ベース（FIB）と隣接関係テーブルです。

FIBは、概念的にはルーティングテーブルや情報ベースに似ています。ルータはこのルックアッ
プテーブルを使用して、シスコエクスプレスフォワーディング動作中に宛先ベースのスイッチ

ング判断を行います。FIBは、ネットワーク内で変更が発生すると更新され、その時点で既知の
すべてのルートが含まれます。FIBの詳細については、「シスコエクスプレスフォワーディング
の概要」モジュールを参照してください。

隣接関係テーブルには、すべての FIBエントリに関するレイヤ 2ネクストホップアドレスが保存
されます。隣接関係テーブルの詳細については、「シスコエクスプレスフォワーディングの概

要」モジュールを参照してください。

到達可能性情報（Cisco Express Forwardingテーブル内）と転送情報（隣接関係テーブル内）を分
離することには、2つの主な利点があります。

•隣接関係テーブルは、シスコエクスプレスフォワーディングテーブルとは別に作成できま
す。そのため、両方のテーブルを、パケットのプロセス交換なしで作成できます。

•パケットの転送に使用されるMACヘッダー書き換えは、キャッシュエントリに格納されま
せん。したがって、MACヘッダー書き換え文字列の変更では、キャッシュエントリを無効
化する必要がありません。

シスコエクスプレスフォワーディングの基本の確認方法
設定タスクはありません。シスコエクスプレスフォワーディングは、デフォルトでイネーブルに

なっています。

ここでは、シスコエクスプレスフォワーディングまたは分散型シスコエクスプレスフォワーディ

ングの基本的な動作を確認する手順を示します。

以降のタスクを実行する前に、ルータでどのモードのシスコエクスプレスフォワーディングが動

作しているか知る必要があります。分散型シスコエクスプレスフォワーディングは、Cisco ASR
1000シリーズルータではデフォルトでイネーブルになっています。シスコエクスプレスフォワー
ディングまたは分散型シスコエクスプレスフォワーディングがルータで有効になっているかどう

かを調べるには、show ip interfaceを入力して、エントリ「IP CEF switching enabled」または「IP
Distributed CEF switching enabled」を検索します。シスコエクスプレスフォワーディングが有効に
なっていない場合、コマンド表示のエントリには「IP CEFスイッチングが無効である」ことが示
されます。

シスコエクスプレスフォワーディングまたは分散型シスコエクスプレスフォワーディングの基

本動作を確認するには、次の手順とタスクを実行してください。

ルータの設定方法の決定

ルータがシスコエクスプレスフォワーディングと分散型シスコエクスプレスフォワーディング

のどちらに設定されているか確認するには、次のタスクを実行します。
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手順の概要

1. enable
2. showipinterface[type slot / subslot / port[.subinterface-number]] [brief]
3. disable

手順の詳細

目的コマンドまたはアクショ

ン

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステッ

プ 1   •パスワードを入力します（要求された場合）。

インターフェイスタイプを設定し、インターフェイスコンフィギュレーション

モードを開始します。

showipinterface[type slot
/ subslot /
port[.subinterface-number]]
[brief]

ステッ

プ 2   

• type引数は、設定するインターフェイスのタイプです。

例：

Router# show ip
interface

• slot引数はシャーシのスロット番号です。スロット情報については、該当す
るハードウェアマニュアルを参照してください。SIPについては、プラッ
トフォーム固有の SPAハードウェアインストレーションガイドまたはプ
ラットフォーム固有のSPAソフトウェア設定ガイドの対応する「Identifying
Slots and Subslots for SIPs and SPAs」トピックを参照してください。

• / subslotキーワードと引数のペアは、SPAがインストールされている SIPの
セカンダリスロット番号です。スラッシュ（/）が必要です。

サブスロット情報については、プラットフォーム固有の SPAハードウェアイン
ストレーションガイドおよびプラットフォーム固有の SPAソフトウェア設定ガ
イドの対応する「Specifying the Interface Address on a SPA」トピックを参照してく
ださい。

• / portキーワードと引数のペアは、ポートまたはインターフェイスの番号で
す。スラッシュ（/）が必要です。

ポート情報については、該当するハードウェアマニュアルを参照してください。

SPAについては、プラットフォーム固有の SPAソフトウェア設定ガイドの対応
する「Specifying the Interface Address on a SPA」トピックを参照してください。

• .subinterface-numberキーワードと引数のペアは、サブインターフェイスの番
号で、範囲は 1～ 4294967293です。ピリオド（.）の前の番号は、このサブ
インターフェイスが属する番号と一致する必要があります。

• briefキーワードは、使用可能性ステータス情報の概要を表示します。
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目的コマンドまたはアクショ

ン

エントリ「IP CEF switching enabled」または「IPDistributedCEF switching enabled」
を検索します。

ユーザ EXECモードに戻ります。disable

例：

Router# disable

ステッ

プ 3   

次の作業

シスコエクスプレスフォワーディングの動作の確認

ここに示す順序で次のタスクを実行し、ルータでのシスコエクスプレスフォワーディング動作を

確認するか、またはルータでのシスコエクスプレスフォワーディング動作の情報を調べます。

分散型シスコエクスプレスフォワーディング動作用に実行するタスクについては、分散型シスコ

エクスプレスフォワーディングの動作の確認, （32ページ）を参照してください。

シスコエクスプレスフォワーディングスイッチングがイネーブルであることの確

認

ルータ上の入力（着信）インターフェイスでシスコエクスプレスフォワーディングスイッチン

グがイネーブルであることを確認するには、次の手順に従います。

手順の概要

1. enable
2. showipcef
3. showcefinterfacetypeslot/subslot/port[.subinterface-number]
4. showipinterfacetypeslot/subslot/port[.subinterface-number]
5. disable

手順の詳細

ステップ 1 enable
このコマンドを使用して、特権EXECモードをイネーブルにします。このコマンドは、ユーザEXECモー
ドでも入力できます。パスワードを入力します（要求された場合）。次に例を示します。
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例：

Router> enable
Router#

ステップ 2 showipcef
このコマンドを使用すると、シスコエクスプレスフォワーディングがグローバルにイネーブルになって

いることを確認できます。次に例を示します。

例：

Router# show ip cef
%CEF not running

シスコエクスプレスフォワーディングが実行していない場合は、ip cefコマンドを使用してシスコエク
スプレスフォワーディングをイネーブルにするか、または ip cef distributedコマンドを使用して分散型シ
スコエクスプレスフォワーディングをイネーブルにします。

シスコエクスプレスフォワーディングまたは分散型シスコエクスプレスフォワーディングがイネーブル

の場合、show ip cefコマンドでは、すべての FIBエントリの概要が表示されます。

ステップ 3 showcefinterfacetypeslot/subslot/port[.subinterface-number]
このコマンドを使用すると、シスコエクスプレスフォワーディングが特定の入力インターフェイスに対

してイネーブルであることを確認できます。「IP CEF switching enabled」というエントリを探します。次
に例を示します。

例：

Router# show cef interface fastethernet 1/0/0
FastEthernet1/0/0 is up (if_number 6)
Corresponding hwidb fast_if_number 6
Corresponding hwidb firstsw->if_number 6
Internet address is 10.1.1.1/24
ICMP redirects are always sent
Per packet load-sharing is disabled
IP unicast RPF check is disabled
Inbound access list is not set
Outbound access list is not set
IP policy routing is disabled
BGP based policy accounting on input is enabled
BGP based policy accounting on output is disabled

Hardware idb is FastEthernet1/0/0 (6)
Software idb is FastEthernet1/0/0 (6)
Fast switching type 1, interface type 18
IP Distributed CEF switching enabled ! <==== Notice this entry

.
IP Feature Fast switching turbo vector
IP Feature CEF switching turbo vector
Input fast flags 0x100, Output fast flags 0x0, Flags 0x0
ifindex 7(7)
Slot 1 Slot unit 0 VC -1
Transmit limit accumulator 0xE8001A82 (0xE8001A82)
IP MTU 1500

ステップ 4 showipinterfacetypeslot/subslot/port[.subinterface-number]
このコマンドを使用すると、インターフェイス上でイネーブルになっている Cisco IOSスイッチング方式
を表示できます。次に例を示します。
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例：

Router# show ip interface fastethernet 1/0/0

FastEthernet1/0/0 is up, line protocol is up

IP fast switching is enabled
IP fast switching on the same interface is enabled
IP Flow switching is disabled
IP CEF switching is enabled ! <--- Entry verifying Cisco Express Forwarding is enabled.
IP Distributed switching is enabled
IP Fast switching turbo vector
IP Normal CEF switching turbo vector
IP multicast fast switching is enabled
IP multicast distributed fast switching is disabled
IP route-cache flags are Fast, Distributed, No CEF ! <--- HERE.

この出力で、「IP CEF switching is enabled」エントリは、シスコエクスプレスフォワーディングがデフォ
ルトでイネーブルであることを示しています。「No CEF」IPルートキャッシュフラグは、管理者がこの
インターフェイスで no ip route-cache cefコマンドを入力したためにシスコエクスプレスフォワーディン
グが有効になっていることを示しています。

このインターフェイスでシスコエクスプレスフォワーディングをイネーブルにするには、ip route-cache
cefコマンドを入力します。これを実行すると、「CEF」フラグによって、シスコエクスプレスフォワー
ディングが実行中であることが示されます。

ステップ 5 disable
このコマンドを使用して、特権 EXECモードを終了します。次に例を示します。

例：

Router# disable
Router>

RP 上のフォワーディングテーブル内でのプレフィックスの検索
フォワーディングテーブル内でプレフィックスを検索するには、次の手順に従います。

手順の概要

1. enable
2. showipcef
3. showipcefvrfvrf-name
4. 必要な回数だけステップ 2を繰り返し、プレフィックスを検索します。
5. disable
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手順の詳細

ステップ 1 enable
このコマンドを使用して、特権EXECモードをイネーブルにします。このコマンドは、ユーザEXECモー
ドでも入力できます。パスワードを入力します（要求された場合）。次に例を示します。

例：

Router> enable
Router#

ステップ 2 showipcef
FIB内のエントリを表示し、プレフィックスが FIBにリストされていることを確認するには、このコマン
ドを使用します。次に例を示します。

例：

Router# show ip cef
Prefix Next Hop Interface
[...]
10.2.61.8/24 192.168.100.1 FastEthernet1/0/0

192.168.101.1 FastEthernet2/1/0
[...]

ステップ 3 showipcefvrfvrf-name
このコマンドを使用すると、バーチャルプライベートネットワーク（VPN）ルーティング/フォワーディ
ング（VRF）テーブルインスタンスに関連付けられたフォワーディングテーブル内でプレフィックスを
検索できます。たとえば、このコマンドでは vpn1という名前のVRFに対して、左のカラムにプレフィッ
クスが表示されます。

例：

Router# show ip cef vrf vpn1
Prefix Next Hop Interface
0.0.0.0/32 receive
10.1.0.0/8 10.0.0.1 FastEthernet1/0/3
10.2.0.0/8 10.0.0.2 POS2/0/0
10.0.0.0/8 attached FastEthernet1/0/3
10.0.0.0/32 receive
10.0.0.1/32 10.0.0.1 FastEthernet1/0/3
10.0.0.2/32 receive
10.255.255.255/32 receive
10.3.0.0/8 10.0.0.2 POS2/0/0
10.50.0.0/24 receive
255.255.255.255/32 receive

ステップ 4 必要な回数だけステップ 2を繰り返し、プレフィックスを検索します。
シスコエクスプレスフォワーディングが VPN内で行われている場合は、複数の VRFを調べる必要があ
ります。

ステップ 5 disable
このコマンドを使用して、特権 EXECモードを終了します。次に例を示します。
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例：

Router# disable
Router>

Cisco Express Forwarding の出力情報の確認
RP上のプレフィックスに関連付けられたシスコエクスプレスフォワーディング出力情報を検索
するには、次の手順に従います。

手順の概要

1. enable
2. showipcef
3. showipcefprefix
4. showipcefprefixdetail
5. disable

手順の詳細

ステップ 1 enable
このコマンドを使用して、特権EXECモードをイネーブルにします。このコマンドは、ユーザEXECモー
ドでも入力できます。パスワードを入力します（要求された場合）。次に例を示します。

例：

Router> enable
Router#

ステップ 2 showipcef
このコマンドを使用すると、FIBにプレフィックスが示されていることを確認できます。次に例を示しま
す。

例：

Router# show ip cef
Prefix Next Hop Interface
0.0.0.0/32 receive
192.168.0.0/30 attached Serial2/0/0:1
192.168.0.0/32 receive
10.2.61.8/24 192.168.100.1 FastEthernet1/0/0

ステップ 3 showipcefprefix
このコマンドを使用すると、集中型シスコエクスプレスフォワーディングに対する FIB内のプレフィッ
クスエントリを表示できます。次に例を示します。
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例：

Router# show ip cef 10.2.61.8 255.255.255.0
10.0.0.0/8, version 72, per-destination sharing
0 packets, 0 bytes
via 192.168.100.1, 0 dependencies, recursive
traffic share 1
next hop 192.168.100.1, FastEthernet1/0/0 via 192.168.100.1/32
valid adjacency

via 192.168.101.1, 0 dependencies, recursive
traffic share 1
next hop 192.168.101.1, FastEthernet2/1/0 via 192.168.101.1/32
valid adjacency

0 packets, 0 bytes switched through the prefix

ステップ 4 showipcefprefixdetail
このコマンドを使用すると、送信先プレフィックスに関連付けられた各アクティブパスの詳細を表示でき

ます。次に例を示します。

例：

Router# show ip cef 10.0.0.0 detail
10.0.0.0/8, version 72, per-destination sharing
0 packets, 0 bytes
via 192.168.100.1, 0 dependencies, recursive
traffic share 1
next hop 192.168.100.1, FastEthernet1/0/0 via 192.168.100.1/32
valid adjacency

via 192.168.101.1, 0 dependencies, recursive
traffic share 1
next hop 192.168.101.1, FastEthernet2/1/0 via 192.168.101.1/32
valid adjacency

0 packets, 0 bytes switched through the prefix

ステップ 5 disable
このコマンドを使用して、特権 EXECモードを終了します。次に例を示します。

例：

Router# disable
Router>

隣接関係またはネクストホップ情報の確認

隣接関係またはネクストホップ情報を確認するには、次の手順に従います。

次の隣接関係の場合は、隣接関係テーブルに隣接関係が追加されます。

•手動で間接的に設定された

• ARPから動的に検出された

• Border Gateway Protocol（BGP）や Open Shortest Path First（OSPF）などのルーティングプロ
トコルが、ネイバー関係を形成するときに作成された
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隣接関係の詳細については、「Cisco Express Forwarding Overview」モジュールを参照してくださ
い。

手順の概要

1. enable
2. showipcef
3. showadjacencydetail
4. showadjacencysummary
5. showadjacencytypeslot/subslot/port[.subinterface-number]
6. showipcefexact-routesource-addressdestination-address
7. disable

手順の詳細

ステップ 1 enable
このコマンドを使用して、特権EXECモードをイネーブルにします。このコマンドは、ユーザEXECモー
ドでも入力できます。パスワードを入力します（要求された場合）。次に例を示します。

例：

Router> enable
Router#

ステップ 2 showipcef
出力インターフェイスを検出するには、このコマンドを使用します。次に例を示します。

例：

Router# show ip cef
Prefix Next Hop Interface
0.0.0.0/32 receive
192.168.0.0/30 attached Serial2/0/0:1
192.168.0.0/32 receive
10.2.61.8/24 192.168.100.1 FastEthernet1/0/0

この例で、プレフィックス 10.2.61.8/24の出力インターフェイスはFastEthernet 1/0/0、およびネクストホッ
プアドレスは 192.168.100.1です。

ステップ 3 showadjacencydetail
このコマンドを使用すると、レイヤ 2情報を含む隣接関係情報を表示できます。次に例を示します。

例：

Router# show adjacency detail
Protocol Interface Address
IP FastEthernet1/0/0 10.2.61.8(7)

0 packets, 0 bytes
00107BC30D5C
00500B32D8200800
ARP 02:01:49
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カプセル化ストリング 00107BC30D5C00500B32D8200800が、Ethernet IIカプセル化方式により FastEthernet
リンク上でルータの外部で交換されるトラフィックで使用される隣接関係情報です。

ステップ 4 showadjacencysummary
このコマンドを使用すると、シスコエクスプレスフォワーディング隣接関係テーブルの概要情報を表示

できます。次に例を示します。

例：

Router# show adjacency summary
Adjacency Table has 1 adjacency
Interface Adjacency Count
FastEthernet1/0/0 1

ステップ 5 showadjacencytypeslot/subslot/port[.subinterface-number]
このコマンドを使用すると、特定のインターフェイスの隣接関係情報を表示できます。次に例を示しま

す。

例：

Router# show adjacency fastethernet 2/0/3
Protocol Interface Address
IP FastEthernet2/0/3 172.20.52.1(3045)
IP FastEthernet2/0/3 172.20.52.22(11)

ステップ 6 showipcefexact-routesource-addressdestination-address
このコマンドを使用すると、送信元 IPアドレスと送信先 IPアドレスのペアに対する正確なルートを表示
して、ネクストホップアドレスを確認できます。次に例を示します。

例：

Router# show ip cef exact-route 10.1.1.1 10.2.61.8
10.1.1.1 -> 10.2.61.8 :FastEthernet1/0/0 (next hop 192.168.100.1)

この例では、送信元アドレス 10.1.1.1から送信先アドレス 10.2.61.8への正確なルートは、インターフェイ
ス FastEthernet1/0/0からネクストホップアドレス 192.168.100.1を通過します。

ステップ 7 disable
このコマンドを使用して、特権 EXECモードを終了します。次に例を示します。

例：

Router# disable
Router>
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分散型シスコエクスプレスフォワーディングの動作の確認

ルータ上で分散型シスコエクスプレスフォワーディングの動作を確認するには、次のタスクを順

に実行します。

dCEF スイッチングがイネーブルであることの確認
ラインカードの入力インターフェイスで分散型シスコエクスプレスフォワーディングスイッチ

ングがイネーブルであることを確認するには、次の手順に従います。

手順の概要

1. enable
2. showipcef
3. showipcefprefixtypeslot/subslot/port[.subinterface-number]
4. disable

手順の詳細

ステップ 1 enable
このコマンドを使用して、特権EXECモードをイネーブルにします。このコマンドは、ユーザEXECモー
ドでも入力できます。パスワードを入力します（要求された場合）。次に例を示します。

例：

Router> enable
Router#

ステップ 2 showipcef
このコマンドを使用すると、シスコエクスプレスフォワーディングがグローバルにイネーブルになって

いることを確認できます。次に例を示します。

例：

Router# show ip cef
%CEF not running

Cisco Express Forwardingが実行していない場合は、ip cefコマンドを使用して（集中型）Cisco Express
Forwardingをイネーブルにするか、または ip cef distributedコマンドを使用して分散型シスコエクスプレ
スフォワーディングをイネーブルにします。

シスコエクスプレスフォワーディングまたは分散型シスコエクスプレスフォワーディングがイネーブル

の場合、showip cefコマンドでは、すべての FIBエントリの概要が表示されます。

ステップ 3 showipcefprefixtypeslot/subslot/port[.subinterface-number]
このコマンドを使用すると、ラインカード上のインターフェイスに関する情報を確認できます。次に例を

示します。
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例：

Router# show ip cef 192.68.0.0 255.255.255.0 fastethernet0/0/0
show ip cef 192.68.0.0 255.255.255.0 from slot 0:
192.68.0.0/24, version 19, epoch 0, attached, connected
0 packets, 0 bytes
via FastEthernet0/0/0, 0 dependencies
valid glean adjacency

ステップ 4 disable
このコマンドを使用して、特権 EXECモードを終了します。次に例を示します。

例：

Router# disable
Router>

Cisco Express Forwarding のコマンド出力の解釈
シスコエクスプレスフォワーディングコマンド出力の情報を解釈するには、次のタスクを実行

します。

CEF 情報が予想どおりであることの確認
シスコエクスプレスフォワーディング情報が、予想どおりに表示されることを確認するには、次

のタスクを行います。

手順の概要

1. enable
2. showiproute
3. showipcef
4. ステップ 2と 3のコマンド出力を比較します。
5. （分散型シスコエクスプレスフォワーディング動作のみ）show ip cef type slot / subslot /

port[.subinterface-number
6. （分散型シスコエクスプレスフォワーディング動作のみ）ステップ 2と 4のコマンド出力を
比較します。

7. disable

手順の詳細

ステップ 1 enable
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このコマンドを使用して、特権EXECモードをイネーブルにします。このコマンドは、ユーザEXECモー
ドでも入力できます。パスワードを入力します（要求された場合）。次に例を示します。

例：

Router> enable
Router#

ステップ 2 showiproute
このコマンドを使用すると、IPルーティングテーブルに含まれる転送情報を確認できます。次に例を示
します。

例：

Router# show ip route
...

10.1.0.0/32 is subnetted, 1 subnets
O 10.1.2.3 [110/3] via 10.5.5.5, 00:00:03, POS2/0/0

10.0.0.0/8 is variably subnetted, 2 subnets, 2 masks
C 10.5.5.5/32 is directly connected, POS2/0/0
C 10.5.5.0/24 is directly connected, POS2/0/0

10.7.0.0/24 is subnetted, 1 subnets
O 10.7.8.0 [110/3] via 10.5.5.5, 00:00:04, POS2/0/0

10.0.0.0/24 is subnetted, 2 subnets
O 10.23.64.0 [110/12] via 10.5.5.5, 00:00:04, POS2/0/0
O 10.23.66.0 [110/12] via 10.5.5.5, 00:00:04, POS2/0/0

10.47.0.0/32 is subnetted, 1 subnets
O 10.47.0.10 [110/3] via 10.5.5.5, 00:00:04, POS2/0/0
O 172.16.57.0/24 [110/3] via 10.5.5.5, 00:00:04, POS2/0/0

10.150.0.0/24 is subnetted, 1 subnets
C 10.150.3.0 is directly connected, POS0/0/0
O 192.168.92.0/24 [110/2] via 10.5.5.5, 00:00:04, POS2/0/0 ! <---- Compare with entry !in show
ip cef
command that follows.

この例では、cは直接接続されたルートを表し、oは OSPFによって検出されたルートを表しています。

ステップ 3 showipcef
このコマンドを使用すると、FIB内のエントリを表示できます。次に例を示します。

例：

Router# show ip cef
Prefix Next Hop Interface
0.0.0.0/0 10.5.5.5 POS2/0/0 (default route)
0.0.0.0/32 receive
10.1.2.3/32 10.5.5.5 POS2/0/0 (two paths)

10.150.3.9 POS0/0/0
10.5.5.0/24 attached POS2/0/0
10.5.5.0/32 receive
10.5.5.5/32 attached POS2/0/0 (glean adjacency)
10.5.5.6/32 receive (our interface)
10.5.5.255/32 receive (broadcast)
10.7.8.0/24 10.5.5.5 POS2/0/0

10.150.3.9 POS0/0/0
10.23.64.0/24 10.150.3.9 POS0/0/0
10.23.66.0/24 10.150.3.9 POS0/0/0 (normal route)
10.47.0.10/32 10.150.3.9 POS0/0/0
10.150.3.0/24 attached POS0/0/0
10.150.3.0/32 receive
10.150.3.1/32 receive
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10.150.3.255/32 receive
192.168.92.0/24 10.5.5.5 POS2/0/0 ! <--- Compare with entry in show
ip
!route
command.

10.150.3.9 POS0/0/0
172.16.57.0/24 10.5.5.5 POS2/0/0

10.150.3.9 POS0/0/0
239.224.0.0/4 receive (multicast)
255.255.255.255/32 receive (all 1s broadcast)

ステップ 4 ステップ 2と 3のコマンド出力を比較します。
シスコエクスプレスフォワーディングは、フォワーディングを最適化する方法で構造化された IPルー
ティングテーブル内に含まれる情報を保持しています。FIBエントリとルーティングテーブルエントリ
に 1対 1の相関関係があることを確認します。たとえば、ステップ 2とステップ 2の出力例にある次の行
は、1対 1の相関関係を示しています。送信先プレフィックス 192.92.92.0/24、ネクストホップ IPアドレ
ス 10.5.5.5、およびネクストホップインターフェイス POS2/0/0は同じです。

•ステップ 2のshow ip routeコマンド出力から：

例：

O 192.168.92.0/24 [110/2] via 10.5.5.5, 00:00:04, POS2/0/0

•ステップ 3の show ip cefコマンド出力から：

例：

192.168.92.0/24 10.5.5.5 POS2/0/0

1対 1の関係がない場合は、IPルーティングテーブルをクリアしてルーティングテーブルを再構築でき
るようにすることで、中央 FIBテーブルを再度作成できます。その後、中央 FIBテーブルは最新のルー
ティング情報で再設定されます。

ステップ 5 （分散型シスコエクスプレスフォワーディング動作のみ）show ip cef type slot / subslot /
port[.subinterface-number
このコマンドを使用すると、すべてのラインカードのFIBエントリを表示できます。次に例を示します。

例：

Router# show ip cef pos2/0/0
show ip cef from slot 2:
Prefix Next Hop Interface
0.0.0.0/0 10.5.5.5 POS2/0/0
0.0.0.0/32 receive
10.1.2.3/32 10.5.5.5 POS2/0/0

10.150.3.9 POS0/0/0
105.5.5.0/24 attached POS2/0/0
10.5.5.0/32 receive
10.5.5.5/32 attached POS2/0/0
10.5.5.6/32 receive
10.5.5.255/32 receive
10.7.8.0/24 10.5.5.5 POS2/0/0

10.150.3.9 POS0/0/0
10.7.54.0/24 attached POS0/1/0
10,7.54.0/32 receive
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10.7.54.3/32 receive
10.7.54.255/32 receive
10.23.64.0/24 10.150.3.9 POS0/0/0
10.23.66.0/24 10.150.3.9 POS0/0/0
10.47.0.10/32 10.150.3.9 POS0/0/0
10.150.3.0/24 attached POS0/0/0
10.150.3.0/32 receive
10.150.3.1/32 receive
10.150.3.255/32 receive
192.168.92.0/24 10.5.5.5 POS2/0/0

10.150.3.9 POS0/0/0
172.16.57.0/24 10.5.5.5 POS2/0/0

10.150.3.9 POS0/0/0
239.224.0.0/4 receive
255.255.255.255/32 receive

ステップ 6 （分散型シスコエクスプレスフォワーディング動作のみ）ステップ2と4のコマンド出力を比較します。
ステップ 3のshow ip cefコマンドの出力は、ステップ 5の show ip cefコマンドの出力と同一になっている
必要があります。出力が同一でない場合は、RPとラインカードの FIBエントリの同期について、
『Configuring Cisco Express Forwarding Consistency Checkers for Route Processors and Line Cards』モジュール
を参照してください。

ステップ 7 disable
このコマンドを使用して、特権 EXECモードを終了します。次に例を示します。

例：

Router# disable
Router>

CEF 出力の MPLS 情報の解釈
シスコエクスプレスフォワーディングコマンド出力のMultiprotocol Label Switching（MPLS）情
報を解釈するには、次の手順に従ってください。

シスコエクスプレスフォワーディングは、主にラベルスイッチドパス（LSP）開始時と終了時、
つまりラベルインポジション時（IPパケットからMPLSパケット）とラベルディスポジション
時（MPLSパケットから IPパケット）に LSPと対話します。シスコエクスプレスフォワーディ
ングコマンドの出力には、これらのプロセスが示されている必要があります。

シスコのMPLSの実装では、シスコエクスプレスフォワーディングの利点を活用します。ルータ
をMPLSエッジルータとして使用する場合、シスコエクスプレスフォワーディングは、着信パ
ケットのルートを識別し、パケットに適用するラベルを調べます。

ただし、ルータをラベルスイッチルータ（LSR）として使用する場合は、MPLSラベル転送情報
ベース（LFIB）からのテーブルがMPLSパケットの交換に使用されます。これらのテーブルは、
FIBテーブルがシスコエクスプレスフォワーディング内で分散されているのと同じ方法で、ライ
ンカードに分散されます。

カスタマーサイトVRFには、そのサイトで使用可能な、そのサイトが属するVPNのすべてのルー
トが格納されます。VPNルーティング情報は、各 VRF上の IPルーティングテーブル、およびシ
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スコエクスプレスフォワーディングテーブル内に格納されます。VRFごとに別のテーブルセッ
トが保持されており、これによって、情報が VPNの外部に転送されることが防止され、VPN外
部のパケットが VPN内のルータに転送されることが防止されます。パケットは VRF IPルーティ
ングテーブルおよび VRF CEFテーブルに格納されたルーティング情報に基づいて、宛先に転送
されます。シスコエクスプレスフォワーディングコマンドの出力では、VRFシスコエクスプレ
スフォワーディングテーブルからの詳細が示されます。

手順の概要

1. enable
2. showipcefvrfvrf-namedetail
3. disable

手順の詳細

ステップ 1 enable
このコマンドを使用して、特権EXECモードをイネーブルにします。このコマンドは、ユーザEXECモー
ドでも入力できます。パスワードを入力します（要求された場合）。次に例を示します。

例：

Router> enable
Router#

ステップ 2 showipcefvrfvrf-namedetail
このコマンドを使用すると、VRFに関連付けられたシスコエクスプレスフォワーディングのフォワーディ
ングテーブルから、詳細情報を表示できます。次に例を示します。

例：

Router# show ip cef vrf vpn1 detail

IP CEF with switching (Table Version 10), flags=0x0
8 routes, 0 reresolve, 0 unresolved (0 old, 0 new)
46 leaves, 51 nodes, 54640 bytes, 361 inserts, 315 invalidations
0 load sharing elements, 0 bytes, 0 references
universal per-destination load sharing algorithm, id F968AD29
5 CEF resets, 38 revisions of existing leaves
refcounts: 1400 leaf, 1392 node

Adjacency Table has 2 adjacencies
0.0.0.0/32, version 0, receive
192.168.6.0/24, version 9, cached adjacency to Serial0/1.1
0 packets, 0 bytes

シスコエクスプレスフォワーディング出力の次のセクションには、最初の隣接関係に対するMPLS情報
があります。「tag rewrite」は、シスコエクスプレスフォワーディング隣接関係と同等です。タグが組み
付けられているフィールドを参照してください。最初のタグ {20}は、ネクストホップ 10.1.1.13に到達す
るために使用するタグです。2番目のタグ {30}は、リモートプロバイダーエッジ（PE）ルータによって
ローカル PEルータにアドバタイズされたタグです。
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例：

tag information set
local tag: VPN-route-head
fast tag rewrite with Se0/1.1, point2point, tags imposed: {20 30}

via 10.10.10.6, 0 dependencies, recursive
next hop 10.1.1.13, Serial0/1.1 via 10.10.10.6
valid cached adjacency
tag rewrite with Se0/1.1, point2point, tags imposed: {20 30}

次の出力セクションには、2番目の隣接関係に関する情報があります。2番目の隣接関係については、「tag
rewrite with , ,」エントリに示されているようにタグの書き換えは発生せず、MPLSタグは、「tags imposed
: {}」エントリに示されるパケットに付加されません。また、ルータは、「valid discard adjacency」エント
リに示されているこのパケットを破棄します。

例：

192.168.4.0/24, version 6, attached, connected
0 packets, 0 bytes
tag information set
local tag: 28

via Loopback102, 0 dependencies
valid discard adjacency
tag rewrite with , , tags imposed: {}

192.168.4.0/32, version 4, receive
192.168.4.1/32, version 3, receive
192.168.4.255/32, version 5, receive
192.168.0.0/24, version 2, receive
255.255.255.255/32, version 1, receive

ステップ 3 disable
このコマンドを使用して、ユーザ EXECモードに戻ります。次に例を示します。

例：

Router# disable
Router>

ベーシック CEF の設定例
シスコエクスプレスフォワーディングの設定例はありません。シスコエクスプレスフォワーディ

ングは、デフォルトでイネーブルになっています。

次の作業
シスコエクスプレスフォワーディングまたは分散型シスコエクスプレスフォワーディング動作

をディセーブルにする場合は、『Enabling or Disabling Cisco Express Forwarding or distributed Cisco
Express Forwarding to Customize Switching/Forwarding for Dynamic Networks』を参照してください。
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その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『IPv6 Configuration Guide』IPv6アドレッシングと接続

『Interface and Hardware
Component ConfigurationGuide』

トンネル

『Cisco IOS Master Commands
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IPv6 Command
Reference』

IPv6コマンド

『Cisco IOS IPv6 Feature
Mapping』

Cisco IOS IPv6機能

標準および RFC

タイトル標準/RFC

IPv6の RFCIPv6に関する RFC

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリー
ス、およびフィーチャセットに関するMIBを
探してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs
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http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/ipv6/command/ipv6-cr-book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/ipv6/command/ipv6-cr-book.html
http://docwiki.cisco.com/wiki/Cisco_IOS_IPv6_Feature_Mapping
http://docwiki.cisco.com/wiki/Cisco_IOS_IPv6_Feature_Mapping
http://www.cisco.com/go/mibs


シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントのWeb
サイトではリソースをオンラインで提供してお

り、マニュアル、ソフトウェア、およびツール

をダウンロードできます。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。

基本的な CEF の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 4：基本的な Cisco Express Forwarding の設定に関する機能情報

機能の設定情報リリース機能名

このモジュールには、Cisco
Express Forwardingに関する情
報が含まれており、Cisco
Express Forwardingの動作を確
認するための、必須および任意

のタスクについて説明します。

シスコエクスプレスフォワー

ディングは、高度なレイヤ3 IP
スイッチングテクノロジーで

す。これにより、すべての種類

のネットワークに関して、ネッ

トワークパフォーマンスとス

ケーラビリティが最適化されま

す。こうしたネットワークの種

類としては、インターネット

や、負荷の大きいWebベース
アプリケーションや対話形式

セッションを特長とするネット

ワークなど、少量のトラフィッ

クと大量のトラフィックを複雑

なパターンで伝送するものがあ

ります。

Cisco IOS XEリリース 2.1で
は、Cisco ASR 1000シリーズ
Aggregation Services Routerにこ
の機能が実装されました。

この機能について導入または変

更されたコマンドはありませ

ん。

Cisco IOS XEリリース 2.1CEF/dCEF：シスコエクスプレ
スフォワーディング

Cisco IOS XEリリース 2.1で
は、IEEE 802.1Q vLAN間の IP
ルーティングに対する Cisco
Express Forwardingサポートが
Cisco ASR 1000シリーズアグ
リゲーションサービスルータ

で導入されました。

この機能について導入または変

更されたコマンドはありませ

ん。

Cisco IOS XEリリース 2.1IEEE 802.1Q vLAN間の IPルー
ティングの CEFサポート
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機能の設定情報リリース機能名

ルーテッドブリッジカプセル

化の CEFスイッチング機能に
よって、統合ルーティングおよ

びブリッジング（IRB）を使用
することなく、ブリッジ型LAN
からトラフィックのルーティン

グが可能になります。CEFス
イッチングは、転送情報ベース

（FIB）と隣接関係テーブルを
使用して、デバイスのルーティ

ングパフォーマンスを向上さ

せます。この機能は現在、高速

パスおよびプロセススイッチ

ングパスだけをサポートして

います。

Cisco IOS XEリリース 3.7で
は、ルーテッドブリッジカプ

セル化に対する CEFスイッチ
ングのCisco Express Forwarding
サポートが Cisco ASR 1000シ
リーズアグリゲーションサー

ビスルータで導入されました。

Cisco IOS XEリリース 3.7(S)Routed Bridge Encapsulation
（RBE）の CEFスイッチング

用語集
隣接関係：ルーティング情報を交換するため、選択した隣接ルータとエンドノード間で形成され

た関係。隣接関係は、関連するルータとノードによる共通メディアセグメントの使用に基づいて

います。

CiscoExpressForwarding：レイヤ 3スイッチングテクノロジー。シスコエクスプレスフォワー
ディングは、シスコエクスプレスフォワーディング動作の 2つのモードの 1つである、集中型シ
スコエクスプレスフォワーディングモードを指す場合もあります。シスコエクスプレスフォ

ワーディングにより、ルートプロセッサ（RP）がエクスプレスフォワーディングを行うことが
できます。分散型シスコエクスプレスフォワーディングは、シスコエクスプレスフォワーディ

ングのもう 1つの動作モードです。

分散型シスコエクスプレスフォワーディング：シスコエクスプレスフォワーディングスイッチ

ングのタイプの1つであり、ラインカードに、転送情報ベース（FIB）および隣接関係テーブルの
同一のコピーが保持されます。ラインカードは、ポートアダプタ間でエクスプレスフォワーディ

ングを実行します。これにより、ルートプロセッサがスイッチング動作から解放されます。

FIB：転送情報ベース。シスコエクスプレスフォワーディングのコンポーネント。ルータは FIB
ルックアップテーブルを使用して、シスコエクスプレスフォワーディング動作中に送信先ベー
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スのスイッチング判断を行います。ルータには、IPルーティングテーブル内の転送情報のミラー
イメージが保持されます。

IPC：プロセス間通信。ルータが分散型シスコエクスプレスフォワーディングモードで動作して
いる場合に、ルートプロセッサ（RP）からラインカードへの、シスコエクスプレスフォワーディ
ングテーブルの配布を可能にするメカニズム。

ラベルディスポジション：ネットワークエッジでのマルチプロトコルラベルスイッチング

（MPLS）ヘッダーの除去。MPLSラベルディスポジションでは、ヘッダーが除去されたMPLS
パケットとしてルータに到着したパケットは、IPパケットとして送信されます。

ラベルインポジション：パケットにラベルを付加するアクション。

LER：ラベルエッジルータ。ラベルインポジションを実行するルータ。

LFIB：ラベル転送情報ベース。ラベル付きパケットを交換するためにスイッチング機能が使用す
るデータ構造。

LIB：ラベル情報ベース。他のラベルスイッチルータ（LSR）から学習したラベル、およびロー
カル LSRによって割り当てられたラベルを格納するために、LSRが使用するデータベース。

ラインカード：さまざまなシスコ製品で使用可能なインターフェイスプロセッサに対する一般的

用語。

LSP：ラベルスイッチドパス。ホップのシーケンス（ルータ 0～ルータ n）。パケットは、ラベ
ルスイッチングメカニズムによって、R0から Rnに送られます。LSPは、通常のルーティング
メカニズムに基づいて動的に選択することも、また手動で設定することもできます。

LSR：ラベルスイッチルータ。パケット内のラベルカプセル化の値に基づいて、パケットを転送
するレイヤ 3ルータ。

MPLS：MultiprotocolLabelSwitching（マルチプロトコルラベルスイッチング）。通常のルーティ
ングパスに沿ってパケットを転送するための新しい業界標準（MPLSホップバイホップフォワー
ディングと呼ばれる場合もある）。

プレフィックス：IPアドレスのネットワークアドレス部分。プレフィックスはネットワークおよ
びマスクによって指定され、一般的にネットワーク/マスクの形式で表されます。マスクは、どの
ビットがネットワークビットかを表しています。たとえば、1.0.0.0/16は、IPアドレスの最初の
16ビットがマスクされることを表し、これがネットワークビットであることを示しています。残
りのビットはホストビットです。この場合、ネットワーク番号は 10.0です。

RIB：ルーティング情報ベース。レイヤ 3到達可能性情報および送信先 IPアドレスまたはプレ
フィックスを含むルートの中央リポジトリ。RIBは、ルーティングテーブルとも呼ばれます。

RP：ルートプロセッサ。プロセッサモジュールには、CPU、システムソフトウェア、およびルー
タで使用されるほとんどのメモリコンポーネントが含まれます。スーパーバイザリプロセッサと

呼ばれることもあります。

VPN：Virtual Private Network（バーチャルプライベートネットワーク）。トンネリングを使用
し、公衆 TCP/IPネットワークを通じて IPトラフィックを安全に転送することを可能にするルー
タ構成。

VRF：バーチャルプライベートネットワーク（VPN）ルーティング/転送インスタンス。VRFは、
IPルーティングテーブル、取得されたルーティングテーブル、そのルーティングテーブルを使
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用する一連のインターフェイス、ルーティングテーブルに登録されるものを決定する一連のルー

ルおよびルーティングプロトコルで構成されています。一般に、VRFには、プロバイダーエッジ
（PE）ルータに付加されるカスタマーVPNサイトが定義されたルーティング情報が格納されてい
ます。
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第 4 章

CEF または dCEF のイネーブル化またはディ
セーブル化

このモジュールでは、シスコエクスプレスフォワーディングについて説明します。また、シス

コエクスプレスフォワーディングおよび分散型シスコエクスプレスフォワーディングをイネー

ブル化またはディセーブル化するための、必須および任意のタスクについて説明します。シスコ

エクスプレスフォワーディングは、高度なレイヤ 3 IPスイッチングテクノロジーです。これに
より、すべての種類のネットワークに関して、ネットワークパフォーマンスとスケーラビリティ

が最適化されます。こうしたネットワークの種類としては、インターネットや、負荷の大きい

Webベースアプリケーションや対話形式セッションを特長とするネットワークなど、少量のト
ラフィックと大量のトラフィックを複雑なパターンで伝送するものがあります。

• 機能情報の確認, 45 ページ

• CEFまたは dCEFのイネーブル化またはディセーブル化の前提条件, 46 ページ

• CEFまたは dCEFのイネーブル化またはディセーブル化の制約事項, 46 ページ

• CEFまたは dCEFのイネーブル化またはディセーブル化に関する情報, 46 ページ

• 集中型 CEFまたは dCEFを有効または無効にする方法, 49 ページ

• 集中型 CEFまたは dCEFの設定例, 53 ページ

• その他の参考資料, 54 ページ

• CEFまたは dCEFのイネーブル化またはディセーブル化の機能情報, 56 ページ

• 用語集, 57 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ
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ジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリスト

を確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

CEF または dCEF のイネーブル化またはディセーブル化の
前提条件

Cisco Express Forwardingには、スイッチまたはルータで有効になっているCisco Express Forwarding
と IPルーティングが含まれているソフトウェアイメージが必要です。

CEF または dCEF のイネーブル化またはディセーブル化の
制約事項

• Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータは、分散型シスコエクスプレス
フォワーディングモードでのみ動作します。

•シスコエクスプレスフォワーディングをイネーブルにしてから、logキーワードを使用する
アクセスリストを作成した場合、アクセスリストと一致するパケットは、シスコエクスプ

レスフォワーディングで交換されたものではありません。これらはプロセス交換されたもの

です。ロギングにより、シスコエクスプレスフォワーディングがディセーブルになります。

CEF または dCEF のイネーブル化またはディセーブル化に
関する情報

集中型 CEF および dCEF のシスコプラットフォームサポート
Cisco Express Forwardingは、Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータではデ
フォルトでイネーブルになっています。

ご使用のプラットフォーム上でCiscoExpressForwardingがイネーブルかどうか確認するには、show
ip cefコマンドを入力してください。シスコエクスプレスフォワーディングがイネーブルの場合
は、次のような出力が表示されます。

Router# show ip cef
Prefix Next Hop Interface
[...]
10.2.61.8/24 192.168.100.1 FastEthernet1/0/0
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192.168.101.1 FastEthernet2/1/0
[...]

ご使用のプラットフォーム上で Cisco Express Forwardingがイネーブルでない場合、show ip cefコ
マンドの出力は次のようになります。

Router# show ip cef
%CEF not running

プラットフォーム上でCisco Express Forwardingがイネーブルになっていない場合は、ip cefコマン
ドを使用して集中型シスコエクスプレスフォワーディングをイネーブルにするか、または ip cef
distributedコマンドを使用して分散型シスコエクスプレスフォワーディングをイネーブルにしま
す。

ルータの集中型 CEF を有効または無効にするタイミング
シスコエクスプレスフォワーディングスイッチングにラインカードが対応していない場合、ま

たは分散型シスコエクスプレスフォワーディングスイッチングと互換性のない機能を使用する

必要がある場合は、集中型シスコエクスプレスフォワーディング動作をイネーブルにします。集

中型シスコエクスプレスフォワーディング動作がイネーブルの場合、シスコエクスプレスフォ

ワーディング転送情報ベース（FIB）および隣接関係テーブルは RP上に存在し、RPはエクスプ
レスフォワーディングを実行します。

ルータ上およびルータ上のすべてのインターフェイスで集中型シスコエクスプレスフォワーディ

ングをオフにする場合は、ルータ上で集中型シスコエクスプレスフォワーディングをディセーブ

ルにします。ご使用のルータおよびルータインターフェイスに、集中型シスコエクスプレスフォ

ワーディングまたは分散型シスコエクスプレスフォワーディングでサポートされない機能が設定

されている場合は、ディセーブルにすることがあります。

ルータ上およびルータ上のすべてのインターフェイスで集中型シスコエクスプレスフォワーディ

ングをディセーブルにするには、no ip cefコマンドを使用します。

ラインカードで dCEF を有効にするタイミング
ラインカードでエクスプレスフォワーディングを実行して、RPがルーティングプロトコルを処
理できるようにするか、レガシーインターフェイスプロセッサからのパケットを交換できるよう

にする場合は、ラインカード上で分散型シスコエクスプレスフォワーディングをイネーブルにし

ます。分散型シスコエクスプレスフォワーディングがイネーブルの場合、ラインカードはFIBと
隣接関係テーブルの同一のコピーを保持します。ラインカードが、ポートアダプタ間でエクスプ

レスフォワーディングを実行することで、RPがスイッチング動作から解放されます。分散型シ
スコエクスプレスフォワーディングは、プロセス間通信（IPC）メカニズムを使用して、RPおよ
びラインカード上の FIBテーブルと隣接関係テーブルとの同期を保証します。

Cisco ASR 1000シリーズルータは、分散型シスコエクスプレスフォワーディングモードでのみ
動作します。他のルータでは、同じルータ内で各種タイプのラインカードが混在することがあり、

使用しているすべてのラインカードがシスコエクスプレスフォワーディングをサポートするとは

限りません。Cisco Express Forwardingをサポートしていないラインカードがパケットを受信する
と、ラインカードはそのパケットを 1つ上位のスイッチングレイヤ（RP）に転送するか、または
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パケットを処理するためにネクストホップに転送します。この構造により、レガシーインター

フェイスプロセッサが、新しいインターフェイスプロセッサとルータ内に共存できます。

分散型シスコエクスプレスフォワーディングをグローバルにイネーブルにすると、分散型シ

スコエクスプレスフォワーディングをサポートするすべてのインターフェイスがデフォルト

でイネーブルになります。

（注）

インターフェイスで CEF を有効または無効にするタイミング
インターフェイスでシスコエクスプレスフォワーディング動作が必要かどうかを判断する必要が

あります。場合によっては、あるインターフェイスでシスコエクスプレスフォワーディングまた

は分散型シスコエクスプレスフォワーディングがサポートしていない機能が設定されているた

め、そのインターフェイス上のシスコエクスプレスフォワーディングまたは分散型シスコエク

スプレスフォワーディングをディセーブルにする場合があります。シスコエクスプレスフォワー

ディング動作をグローバルにイネーブルにすると、シスコエクスプレスフォワーディングまたは

分散型シスコエクスプレスフォワーディングをサポートする、すべてのインターフェイスがデ

フォルトでイネーブルになるため、no形式で ip route-cache cefコマンドを使用し、特定のイン
ターフェイス上でシスコエクスプレスフォワーディング動作をオフにする必要があります。シス

コエクスプレスフォワーディングを再度イネーブルにするには、ip route-cache cefコマンドを使
用します。分散型シスコエクスプレスフォワーディングを再度イネーブルにするには、ip
route-cache distributedコマンドを使用します。

あるインターフェイス上でシスコエクスプレスフォワーディングまたは分散型シスコエクスプ

レスフォワーディングをディセーブルにすると、そのインターフェイスに転送されるパケットに

対するシスコエクスプレスフォワーディングスイッチングがディセーブルになりますが、その

インターフェイスの外部で転送されるパケットには影響がありません。

シスコエクスプレスフォワーディングまたは分散型シスコエクスプレスフォワーディングをディ

セーブルにすると、Cisco IOSXEソフトウェアは、そのインターフェイスで受信したパケットを、
次に高速なスイッチングパスを使用して交換します。シスコエクスプレスフォワーディングの

場合は、次に高速なスイッチングパスが RP上で切り替わっています。分散型シスコエクスプレ
スフォワーディングにおいて、次に高速なスイッチングパスは、RP上のシスコエクスプレス
フォワーディングです。

入力インターフェイスは、パケットがたどるCisco IOS XEスイッチングパスを決定します。特定
のインターフェイスでスイッチング方式をイネーブルまたはディセーブルにする場合は、以下を

考慮してください。

•シスコエクスプレスフォワーディング交換されるパケットの着信インターフェイス上で、
シスコエクスプレスフォワーディングをイネーブルにする必要がある。

•シスコエクスプレスフォワーディングは、入力に対するフォワーディングの判断を行うた
め、シスコエクスプレスフォワーディングをディセーブルにする場合は、入力インターフェ

イスで no ip route-cache cefコマンドを使用する必要がある。
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集中型 CEF または dCEF を有効または無効にする方法
シスコエクスプレスフォワーディングまたは分散型シスコエクスプレスフォワーディングをイ

ネーブルまたはディセーブルにするには、ルータ上でシスコエクスプレスフォワーディングまた

は分散型シスコエクスプレスフォワーディングをイネーブルまたはディセーブルにするか、イン

ターフェイス上でシスコエクスプレスフォワーディングまたは分散型シスコエクスプレスフォ

ワーディングをイネーブルまたはディセーブルにするかに応じて、次のいずれかのタスクを実行

してください。

ルータの CEF または dCEF のイネーブル化またはディセーブル化
ルータ上でシスコエクスプレスフォワーディングまたは分散型シスコエクスプレスフォワーディ

ング動作をイネーブルまたはディセーブルにするには、次のタスクを実行します。シスコエクス

プレスフォワーディングでは、ネットワークのパフォーマンスとスケーラビリティを最適化でき

ます。

手順の概要

1. enable
2. showipcef[vrf vrf-name] [interface-type interface-number [checksum | [detail | internal [checksum] |

platform]]
3. configureterminal
4. ipcefdistributed
5. exit
6. showipcef[vrf vrf-name] [interface-type interface-number [checksum | [detail | internal [checksum] |

platform]]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

転送情報ベース（FIB）内のエントリを表示します。showipcef[vrf vrf-name] [interface-type
interface-number [checksum | [detail |
internal [checksum] | platform]]

ステップ 2   

このコマンドを使用すると、シスコエクスプレスフォワーディ

ングが特定のインターフェイスに対してグローバルにイネーブ

例：

Router# show ip cef

ルであることを確認できます。シスコエクスプレスフォワー
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目的コマンドまたはアクション

ディングがイネーブルの場合は、次のような出力が表示されま

す。

%CEF not running

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 3   

分散型シスコエクスプレスフォワーディング動作をイネーブル

にします。シスコエクスプレスフォワーディング情報が、ライ

ipcefdistributed

例：

Router(config)# ip cef distributed

ステップ 4   

ンカードに配布されます。ラインカードが、エクスプレスフォ

ワーディングを実行します。

特権 EXECモードに戻ります。exit

例：

Router(config)# end

ステップ 5   

FIB内のエントリを表示します。showipcef[vrf vrf-name] [interface-type
interface-number [checksum | [detail |
internal [checksum] | platform]]

ステップ 6   

このコマンドを使用すると、シスコエクスプレスフォワーディ

ングがイネーブルになっていることを確認できます。シスコエ

例：

Router# show ip cef

クスプレスフォワーディングがイネーブルの場合は、出力に送

信先プレフィックス、ネクストホップ IPアドレス、およびネク
ストホップインターフェイスが表示されます。

インターフェイスの CEF または dCEF のイネーブル化またはディセーブ
ル化

インターフェイス上でシスコエクスプレスフォワーディングまたは分散型シスコエクスプレス

フォワーディング動作をイネーブルまたはディセーブルにするには、次のタスクを実行します。

シスコエクスプレスフォワーディングでは、ネットワークのパフォーマンスとスケーラビリティ

を最適化できます。
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手順の概要

1. enable
2. showcefinterface [type slot / subslot / port[.subinterface-number]] [statistics] [detail]
3. configureterminal
4. interfacetype slot / subslot / port[.subinterface-number]
5. noiproute-cachecef
6. end
7. showcefinterface [type slot / subslot / port[.subinterface-number]] [statistics] [detail]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

指定したインターフェイスまたはすべてのインターフェイスに関する、

詳細なシスコエクスプレスフォワーディング情報が表示されます。

showcefinterface [type slot /
subslot /
port[.subinterface-number]]
[statistics] [detail]

ステップ 2   

出力で、「IP CEF switching enabled」または「IP Distributed CEF switching
enabled」を検索します。

例：

Router# show cef interface
fastethernet 1/0/0

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 3   

インターフェイスタイプを設定し、インターフェイスコンフィギュレー

ションモードを開始します。

interfacetype slot / subslot /
port[.subinterface-number]

例：

Router(config)# interface
fastethernet 1/0/0

ステップ 4   

• type引数は、設定するインターフェイスのタイプです。

• slot引数はシャーシのスロット番号です。スロット情報については、
該当するハードウェアマニュアルを参照してください。SIPについ
ては、プラットフォーム固有のSPAハードウェアインストレーショ
ンガイドまたはプラットフォーム固有の SPAソフトウェア設定ガ
イドの対応する「Identifying Slots and Subslots for SIPs and SPAs」ト
ピックを参照してください。
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目的コマンドまたはアクション

• / subslotキーワードと引数のペアは、SPAがインストールされてい
る SIPのセカンダリスロット番号です。スラッシュ（/）が必要で
す。

サブスロット情報については、プラットフォーム固有の SPAハードウェ
アインストレーションガイドおよびプラットフォーム固有の SPAソフ
トウェア設定ガイドの対応する「Specifying the InterfaceAddress on a SPA」
トピックを参照してください。

• /portキーワードと引数のペアは、ポートまたはインターフェイスの
番号です。スラッシュ（/）が必要です。

ポート情報については、該当するハードウェアマニュアルを参照してく

ださい。SPAについては、プラットフォーム固有の SPAソフトウェア設
定ガイドの対応する「Specifying the Interface Address on a SPA」トピック
を参照してください。

• .subinterface-numberキーワードと引数のペアは、サブインターフェ
イスの番号で、範囲は 1～ 4294967293です。ピリオド（.）の前の
番号は、このサブインターフェイスが属する番号と一致する必要が

あります。

インターフェイス上でのシスコエクスプレスフォワーディング動作を

ディセーブルにします。

noiproute-cachecef

例：

Router(config-if)# no ip
route-cache cef

ステップ 5   

• ip cef route-cache cefコマンドは、分散型シスコエクスプレスフォ
ワーディング動作がディセーブルになった後で、インターフェイス

上で分散型シスコエクスプレスフォワーディング動作をイネーブ

ルにします。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Router(config)# end

ステップ 6   

指定したインターフェイスまたはすべてのインターフェイスに関する、

詳細なシスコエクスプレスフォワーディング情報が表示されます。

showcefinterface [type slot /
subslot /
port[.subinterface-number]]
[statistics] [detail]

ステップ 7   

出力に「IP CEF switching enabled」または「IP Distributed CEF switching
enabled」が表示されていることを確認します。

例：

Router# show cef interface
fastethernet 1/0/0
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集中型 CEF または dCEF の設定例

ルータの CEF または dCEF のイネーブル化またはディセーブル化の例
ご使用のルータおよびルータインターフェイスに、分散型シスコエクスプレスフォワーディン

グでサポートされない機能が設定されている場合は、分散型シスコエクスプレスフォワーディン

グをディセーブルにすることがあります。次の例は、ルータ上で分散型シスコエクスプレスフォ

ワーディングをディセーブルにする方法を示しています。

configure terminal
!

no ip cef distributed

end

インターフェイスの集中型 CEF または dCEF のイネーブル化またはディ
セーブル化の例

シスコエクスプレスフォワーディング動作をグローバルにイネーブルにすると、シスコエクス

プレスフォワーディング動作（集中型シスコエクスプレスフォワーディングまたは分散型シス

コエクスプレスフォワーディング）をサポートする、すべてのインターフェイスがデフォルトで

イネーブルになります。あるインターフェイスで集中型シスコエクスプレスフォワーディングま

たは分散型シスコエクスプレスフォワーディングがサポートしていない機能が設定されているた

め、そのインターフェイス上の集中型シスコエクスプレスフォワーディングまたは分散型シスコ

エクスプレスフォワーディングをディセーブルにする場合があります。

次の例は、特定のインターフェイス上で集中型シスコエクスプレスフォワーディングをディセー

ブルにする方法を示しています。

configure terminal
!
interface ethernet 1/1/0
no ip route-cache cef
end

次の例は、FastEthernetインターフェイス 0/0/0上で分散型シスコエクスプレスフォワーディング
をディセーブルにする方法を示しています。

configure terminal
!
interface fe0/0/0
no ip route-cache cef
end
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次の例は、FastEthernetインターフェイス 0/0/0上で分散型シスコエクスプレスフォワーディング
動作を再度イネーブルにする方法を示しています。

configure terminal
!
ip cef distributed
!
interface fe0/0/0
# ip route-cache cef
end

次の例は、ルータ上で（グローバルに）分散型シスコエクスプレスフォワーディング動作をイ

ネーブルにし、さらに FastEthernetインターフェイス 0/0/0上でシスコエクスプレスフォワーディ
ング動作をオフにする方法を示しています。

configure terminal
!
ip cef distributed
interface fe0/0/0
no ip route-cache cef
end

次の例は、FastEthernetインターフェイス 0/0/0上で分散型シスコエクスプレスフォワーディング
動作を再度イネーブルにする方法を示しています。

configure terminal
!
ip cef distributed
!
interface fe0/0/0
ip route-cache cef
end

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOSMaster Commands List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Switching Command Reference』シスコエクスプレスフォワーディングの設定

および管理を行うコマンド

『Cisco Express Forwarding Overview』シスコエクスプレスフォワーディング機能の

概要

『Configuring Basic Cisco Express Forwarding for
Improved Performance, Scalability, and Resiliency
in Dynamic Networks』

ルータでシスコエクスプレスフォワーディン

グ情報を確認するタスク

『Configuring a Load-Balancing Scheme for Cisco
Express Forwarding Traffic』

シスコエクスプレスフォワーディングのロー

ドバランシングスキームを設定するためのタ

スク
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マニュアルタイトル関連項目

『ConfiguringCiscoExpress ForwardingConsistency
Checkers for Route Processors and Line Cards』

シスコエクスプレスフォワーディングの整合

性チェッカを設定するためのタスク

『Configuring Epochs to Clear and Rebuild Cisco
Express Forwarding and Adjacency Tables』

シスコエクスプレスフォワーディングテーブ

ルのエポックを設定するためのタスク

『Configuring Cisco Express Forwarding Network
Accounting』

シスコエクスプレスフォワーディングのネッ

トワークアカウンティングを設定および確認す

るためのタスク

『Customizing the Display of Cisco Express
Forwarding Event Trace Messages』

Cisco Express Forwardingイベントトレースメッ
セージの表示をカスタマイズするタスク

標準

タイトル規格

--この機能でサポートされる新規の標準または変

更された標準はありません。また、既存の標準

のサポートは変更されていません。

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOS XEソフ
トウェアリリース、およびフィーチャセット

のMIBの場所を検索しダウンロードするには、
次の URLにある Cisco MIB Locatorを使用しま
す。

http://www.cisco.com/go/mibs

この機能によってサポートされる新しいMIB
または変更されたMIBはありません。またこ
の機能による既存MIBのサポートに変更はあ
りません。

RFC

タイトルRFC

--この機能によりサポートされた新規 RFCまた
は改訂 RFCはありません。またこの機能によ
る既存 RFCのサポートに変更はありません。
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントのWeb
サイトではリソースをオンラインで提供してお

り、マニュアル、ソフトウェア、およびツール

をダウンロードできます。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。

CEF または dCEF のイネーブル化またはディセーブル化の
機能情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 5：シスコエクスプレスフォワーディングまたは分散型シスコエクスプレスフォワーディングのイネー
ブル化またはディセーブル化に関する機能情報

機能の設定情報リリース機能名

----Cisco IOS XEリリース 2.1以降
にこのモジュールで導入または

変更された機能はないため、こ

の表は空白になっています。こ

の表は、このモジュールに機能

情報が追加されると更新されま

す。
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用語集
隣接関係：ルーティング情報を交換するため、選択した隣接ルータとエンドノード間で形成され

た関係。隣接関係は、関連するルータとノードによる共通メディアセグメントの使用に基づいて

います。

CiscoExpressForwarding：レイヤ 3スイッチングテクノロジー。シスコエクスプレスフォワー
ディングは、シスコエクスプレスフォワーディング動作の 2つのモードの 1つである、集中型シ
スコエクスプレスフォワーディングモードを指す場合もあります。シスコエクスプレスフォ

ワーディングにより、ルートプロセッサがエクスプレスフォワーディングを行うことができま

す。分散型シスコエクスプレスフォワーディングは、シスコエクスプレスフォワーディングの

もう 1つの動作モードです。

分散型シスコエクスプレスフォワーディング：シスコエクスプレスフォワーディング動作のモー

ドの 1つであり、ラインカードに、転送情報ベース（FIB）および隣接関係テーブルの同一のコ
ピーが保持されます。ラインカードは、ポートアダプタ間でエクスプレスフォワーディングを実

行します。これにより、ルートプロセッサがスイッチング動作から解放されます。

FIB：転送情報ベース。概念上はルーティングテーブルや情報ベースに似た、シスコエクスプレ
スフォワーディングのコンポーネント。ルータはFIBルックアップテーブルを使用して、シスコ
エクスプレスフォワーディング動作中に送信先ベースのスイッチング判断を行います。ルータに

は、IPルーティングテーブル内の転送情報のミラーイメージが保持されます。

GRE：総称ルーティングカプセル化。シスコが開発したトンネリングプロトコルで、IPトンネ
ル内のさまざまなプロトコルパケットタイプのカプセル化が可能です。GREでは、IPインター
ネットワーク上のリモートポイントにあるシスコルータへの仮想ポイントツーポイントリンク

が作成されます。単一プロトコルバックボーン環境で、マルチプロトコルサブネットワークに接

続することで、GREを使用する IPトンネリングは単一プロトコルバックボーン環境のネットワー
クを拡張できます。

IPC：プロセス間通信。ルータが分散型シスコエクスプレスフォワーディングモードで動作して
いる場合に、ルートプロセッサ（RP）からラインカードへの、シスコエクスプレスフォワーディ
ングテーブルの配布を可能にするメカニズム。

ラベルディスポジション：ネットワークエッジでのマルチプロトコルラベルスイッチング

（MPLS）ヘッダーの除去。MPLSラベルディスポジションでは、ヘッダーが除去されたMPLS
パケットとしてルータに到着したパケットは、IPパケットとして送信されます。

ラベルインポジション：パケットにラベルを付加するアクション。

LER：ラベルエッジルータ。ラベルインポジションを実行するルータ。

LFIB：ラベル転送情報ベース。ラベル付きパケットを交換するためにスイッチング機能が使用す
るデータ構造。

LIB：ラベル情報ベース。他のラベルスイッチルータ（LSR）から学習したラベル、およびロー
カル LSRによって割り当てられたラベルを格納するために、LSRが使用するデータベース。

ラインカード：さまざまなシスコ製品で使用可能なインターフェイスプロセッサに対する一般的

用語。
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LSP：ラベルスイッチドパス。ホップのシーケンス（ルータ 0～ルータ n）。パケットは、ラベ
ルスイッチングメカニズムによって、R0から Rnに送られます。LSPは、通常のルーティング
メカニズムに基づいて動的に選択することも、また手動で LSPを設定することもできます。

LSR：ラベルスイッチルータ。パケット内のラベルカプセル化の値に基づいて、パケットを転送
するレイヤ 3ルータ。

MPLS：MultiprotocolLabelSwitching（マルチプロトコルラベルスイッチング）。通常のルーティ
ングパスに沿ってパケットを転送するための新しい業界標準（MPLSホップバイホップフォワー
ディングと呼ばれる場合もある）。

プレフィックス：IPアドレスのネットワークアドレス部分。プレフィックスはネットワークおよ
びマスクによって指定され、一般的にネットワーク/マスクの形式で表されます。マスクは、どの
ビットがネットワークビットかを表しています。たとえば、1.0.0.0/16は、IPアドレスの最初の
16ビットがマスクされることを表し、これがネットワークビットであることを示しています。残
りのビットはホストビットです。この場合、ネットワーク番号は 10.0です。

RIB：ルーティング情報ベース。レイヤ 3到達可能性情報および送信先 IPアドレスまたはプレ
フィックスを含むルートの中央リポジトリ。RIBは、ルーティングテーブルとも呼ばれます。

RP：ルートプロセッサ。ルータのプロセッサモジュールであり、CPU、システムソフトウェア、
およびルータで使用されるメモリコンポーネントの大部分が含まれます。スーパーバイザリプロ

セッサと呼ばれることもあります。

VPN：Virtual Private Network（バーチャルプライベートネットワーク）。トンネリングを使用
し、公衆 TCP/IPネットワークを通じて IPトラフィックを安全に転送することを可能にするルー
タ構成。

VRF：バーチャルプライベートネットワーク（VPN）ルーティング/転送インスタンス。VRFは、
IPルーティングテーブル、取得されたルーティングテーブル、そのルーティングテーブルを使
用する一連のインターフェイス、ルーティングテーブルに登録されるものを決定する一連のルー

ルおよびルーティングプロトコルで構成されています。一般に、VRFには、PEルータに付加さ
れるカスタマー VPNサイトが定義されたルーティング情報が格納されています。
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第 5 章

ロードバランシングスキームの設定

このモジュールには、Cisco Express Forwardingに関する情報が含まれており、Cisco Express
Forwardingトラフィックのロードバランシングスキームを設定するためのタスクについて説明し
ます。ロードバランシングを行うと、トラフィックを複数のパスに分散することにより、リソー

スを最適化することができます。

シスコエクスプレスフォワーディングは、高度なレイヤ 3 IPスイッチングテクノロジーです。
これにより、すべての種類のネットワークに関して、ネットワークパフォーマンスとスケーラ

ビリティが最適化されます。こうしたネットワークの種類としては、インターネットや、負荷の

大きいWebベースアプリケーションや対話形式セッションを特長とするネットワークなど、少
量のトラフィックと大量のトラフィックを複雑なパターンで伝送するものがあります。

• 機能情報の確認, 59 ページ

• ロードバランシングスキームの前提条件, 60 ページ

• ロードバランシングスキームの制約事項, 60 ページ

• ロードバランシングスキームに関する情報, 60 ページ

• ロードバランシングスキームの設定方法, 64 ページ

• ロードバランシングスキームの設定例, 71 ページ

• その他の参考資料, 72 ページ

• ロードバランシングスキームの機能情報, 74 ページ

• 用語集, 75 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ
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ジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリスト

を確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

ロードバランシングスキームの前提条件
•スイッチ上またはルータ上で、シスコエクスプレスフォワーディングまたは分散型シスコ
エクスプレスフォワーディングがイネーブルになっていること。

•特定の宛先に送出されるトラフィックに対してパケット単位のロードバランシングをイネー
ブルにするには、その宛先にトラフィックを転送できるすべてのインターフェイスが、パ

ケット単位のロードバランシングに関してイネーブルになっていること。

ロードバランシングスキームの制約事項
Cisco 12000シリーズルータ E2ラインカード上では、宛先単位またはパケット単位のどちらかの
モードで、同じ方法でグローバルにロードバランシングを設定する必要があります。（他のCisco
IOSベースのプラットフォームのように）いくつかのパケットプレフィックスを宛先単位モード
で設定し、他をパケット単位モードで設定することはできません。

ロードバランシングスキームに関する情報

集中型 CEF および dCEF のシスコプラットフォームサポート
シスコエクスプレスフォワーディングは、Cisco IOSソフトウェアリリース 12.0以降を実行して
いるほとんどのシスコプラットフォームで、デフォルトでイネーブルになっています。シスコエ

クスプレスフォワーディングをルータでイネーブルにすると、ルートプロセッサ（RP）がエク
スプレスフォワーディングを実行します。

ご使用のプラットフォーム上でCiscoExpressForwardingがイネーブルかどうか確認するには、show
ip cefコマンドを入力してください。シスコエクスプレスフォワーディングがイネーブルの場合
は、次のような出力が表示されます。

Router# show ip cef
Prefix Next Hop Interface
[...]
10.2.61.8/24 192.168.100.1 FastEthernet1/0/0

192.168.101.1 FastEthernet6/1
[...]
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ご使用のプラットフォーム上で Cisco Express Forwardingがイネーブルでない場合、show ip cefコ
マンドの出力は次のようになります。

Router# show ip cef
%CEF not running

分散型シスコエクスプレスフォワーディングは、Catalyst 6500シリーズスイッチ、Cisco 7500シ
リーズルータ、およびCisco12000シリーズルータで、デフォルトでイネーブルになっています。
プラットフォーム上で分散型シスコエクスプレスフォワーディングがイネーブルになっている場

合、ラインカードはエクスプレスフォワーディングを実行します。

プラットフォーム上でCisco Express Forwardingがイネーブルになっていない場合は、ip cefコマン
ドを使用して（集中型）Cisco Express Forwardingをイネーブルにするか、または ip cef distributed
コマンドを使用して分散型シスコエクスプレスフォワーディングをイネーブルにします。

CEF ロードバランシングの概要
シスコエクスプレスフォワーディングのロードバランシングは、発信元および宛先のパケット

情報に基づいています。トラフィックを複数のパスに分散させることにより、リソースを最適化

できます。

ロードバランシングは、宛先単位、またはパケット単位で設定できます。ロードバランシングの

判断はアウトバウンドインターフェイス上で行われるため、ロードバランシングは、アウトバウ

ンドインターフェイスで設定する必要があります。

宛先別ロードバランシング

宛先単位のロードバランシングにより、ルータは、複数のパスを使用して、複数の発信元と宛先

ホストのペアにわたって負荷を共有することができます。指定された発信元と宛先ホストのペア

は、複数のパスを使用可能な場合であっても、同じパスを使用することが保証されています。異

なるペアを宛先とするトラフィックストリームは、異なるパスを使用します。

宛先単位のロードバランシングは、シスコエクスプレスフォワーディングをイネーブルにする

と、デフォルトでイネーブルになります。シスコエクスプレスフォワーディングをイネーブルに

した場合、宛先単位のロードバランシングを使用するための追加タスクはありません。多くの状

況では、ロードバランシングの方法として宛先単位を使用します。

宛先単位のロードバランシングはトラフィックの統計的な分散に依存しているため、発信元と宛

先ホストのペア数が増大すると、ロードシェアリングがさらに有効になります。

宛先単位のロードバランシングを使用することにより、個々のホストペアのパケットが順に到達

することが保証されます。特定のホストペアに宛てられたすべてのパケットは、（複数の場合

も）同じリンクを介して転送されます。

一般的には、パケット単位のロードバランシングをイネーブルにする場合には、宛先単位のロー

ドバランシングをディセーブルにします。
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Cisco 10000シリーズルータとCisco 12000シリーズルータは、デフォルトでは宛先単位のロー
ドバランシングを実行するよう設定されています。

（注）

パケット単位のロードバランシング

シスコエクスプレスフォワーディングのパケット単位のロードバランシングでは、ルータは、

個々のホストやユーザのセッションに関係なく、連続するデータパケットを異なるパスを介して

送信できます。ラウンドロビン方式を使用して、各パケットが採用する宛先へのパスを決定しま

す。パケット単位のロードバランシングでは、トラフィックが複数のリンクにわたって均等化す

ることが保証されます。

パケット単位のロードバランシングは、シングルパスの宛先には有効ですが、パケットは各発信

元と宛先ホストのペアに対して異なるパスを経由する可能性があります。したがって、パケット

単位のロードバランシングでは、パケットの順序を並べ替えることがあります。このタイプの

ロードバランシングは、宛先に順番に到着するパケットに依存する、特定タイプのデータトラ

フィック（IPを介した音声トラフィックなど）には適していません。

パケット単位のロードバランシングを使用すると、単一の発信元と宛先ホストのペアに対して、

1つのパスが過負荷にならないように保証しやすくなります。単一のペアに関するデータのバル
クがパラレルリンクを通過する場合、宛先単位のロードバランシングでは、1つのリンクに過負
荷がかかり、他方のリンクの負荷が非常に小さくなる可能性があります。パケット単位のロード

バランシングをイネーブルにすると、同じビジー状態の宛先に対して代替パスを使用できます。

パケット単位のロードバランシングは、大部分の Cisco IOSルータでの使用を目的としていま
すが、Cisco ASR 1000（およびそれ以降の）シリーズアグリゲーションサービスルータでは
サポートされていません。また、パケット単位のロードバランシングでは、一部のルータで

アウトオブシーケンス（OOS）パケット配信エラーが発生し、VoIPなどのアプリケーション
で故障の原因となる場合があります。このため、パケット単位のロードバランシングは推奨

されません。詳細については、使用するプラットフォームとソフトウェアリリースのリリー

スノートと警告を参照してください。

（注）

ロードバランシングアルゴリズム

シスコエクスプレスフォワーディングトラフィックで使用するために、次のロードバランシン

グアルゴリズムが用意されています。ロードバランシングアルゴリズムは、ip cef load-sharing
algorithmコマンドで選択します。

•オリジナルアルゴリズム：シスコエクスプレスフォワーディングのオリジナルのロードバ
ランシングアルゴリズムでは、すべてのルータで同じアルゴリズムが使用されるため、複数

のルータにわたるロードシェアリングで歪みが発生します。ネットワーク環境によっては、
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代わりにユニバーサルアルゴリズム（デフォルト）か、トンネルアルゴリズムのどちらか

を選択する必要があります。

•ユニバーサルアルゴリズム：ユニバーサルロードバランシングアルゴリズムでは、ネット
ワーク上の各ルータは、発信元と宛先の各アドレスペアに対して異なるロードシェアリン

グの判断を行うことができます。これにより、ロードシェアリングの不均衡が解決されま

す。ルータは、デフォルトではユニバーサルロードシェアリングを実行するよう設定され

ています。

•トンネルアルゴリズム：トンネルアルゴリズムは、少数の発信元と宛先のペアだけが関係
する場合に、パケット単位のロードバランシングを行うように設計されています。

•インクルードポートアルゴリズム：インクルードポートアルゴリズムでは、ロードバラン
シングの判断の一部として、レイヤ 4の発信元および宛先ポートを使用できます。この方法
は、リアルタイムプロトコル（RTP）ストリームなど、トラフィックの大半が異なるポート
番号を使用するピアアドレス間のものであるという理由で、ロードシェアリングされてい

ない同コストのパスを通るトラフィックストリームに効果があります。インクルードポー

トアルゴリズムは、Cisco IOSリリース 12.4(11)T以降のリリースで使用できます。

Cisco IOS XE ソフトウェアの GTP-U TEID ベースの ECMP ロードバランシングアルゴ
リズム

GPRSトンネリングプロトコル（GTP）は主に、コアルータとしてCisco ASR 1000シリーズアグ
リゲーションサービスルータを介してワイヤレスネットワーク上のモバイルデータを配信する

ために使用されます。GTPトラフィックを伝送する2つのルータ間が等コストマルチパス(ECMP）
ルーティングで接続されている場合、ユーザ EXECモードまたは特権 EXECモードで show ip cef
exact-route source - ip address [src-port port number] destination-ip address[ dest-port port number] [
gtp-teid teid]コマンドを使用して、ロードバランシングに選択されたインターフェイスを確認で
きます。

ロードバランシングを実現するために、CiscoASR1000シリーズアグリゲーションサービスルー
タは、4タプルの送信元 IPアドレス、宛先 IPアドレス、L4送信元と宛先ポート（トラフィック
が TCPまたは UDPの場合）、およびパケットからのフィールドを使用します。ただし、GTPト
ラフィックの場合は、これらのフィールドへの一意の値の数が限られていると、トンネルでのト

ラフィック負荷の均等分散が制限されます。ロードバランシングにおけるGTPトラフィックの偏
波を回避するために、GTPヘッダーのトンネルエンドポイント ID（TEID）がUDPポート番号の
代わりに使用されます。TEIDがトンネルごとに異なるため、トラフィックを ECMP間で均等に
ロードバランシングすることができます。この機能では、GTPヘッダー内を確認し、サブスクラ
イバごとに ECMP経由でトラフィックのバランスを取ることができます。

GTP-U TEIDベースの ECMPロードバランシングアルゴリズム機能では以下に対するサポートが
追加されます。

•物理インターフェイスでの IPv4および IPv6トランスポートヘッダーによる GTP

•異なる TEトンネル間のロードバランシングをサポートする、トラフィックエンジニアリン
グ（TE）トンネルを経由する GTPトラフィック

• UDPポート 2152を使用した GTPv1-U
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•最大 8つの ECMPパス

GTP-U TEID ベースの ECMP ロードバランシングアルゴリズムの制約事項

次の制約事項は、GTP-U TEIDベースの ECMPロードバランシングアルゴリズム機能に適用され
ます。

• GTPv0は、これ以上のパフォーマンスへの影響を回避するためにサポートされていません。

• L2VPN経由の GTP-Cおよび GTPはサポートされていません。

GTP-U TEID ロードバランシングアルゴリズムの有効化

IPv4のGTP-UTEIDロードバランシングアルゴリズムを有効にするには、ip cef load-sharing algorithm
include-ports source destination gtpコマンドを使用します。

IPv6の GTP-U TEIDロードバランシングアルゴリズムを有効にするには、ipv6 cef load-sharing
algorithm include-ports source destination gtpコマンドを使用します。

IPv4の GTP-U TEIDの正確なルートを表示するには、show ip cef exact-route source - ip address
[src-port port number] destination-ip address [dest-port port number] [ gtp-teid teid]コマンドを使用し
ます。

IPv6の GTP-U TEIDの正確なルートを表示するには、show ipv6 cef exact-routesource-ip address
[src-portport number] destination-ip address [dest-portport number] [gtp-teidteid]コマンドを使用しま
す。

ロードバランシングスキームの設定方法

宛先別ロードバランシングの有効化または無効化

シスコエクスプレスフォワーディングの宛先単位のロードバランシングをイネーブルまたはディ

セーブルにするには、次のタスクを実行します。

一般的には、パケット単位のロードバランシングをイネーブルにする場合には、宛先単位のロー

ドバランシングをディセーブルにします。
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手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. 次のいずれかを実行します。

• interfacetypeslot/port

•
• interfacetypeslot/port-adapter/port

4. [no] ip load-sharing per-destination
5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

インターフェイスタイプを設定し、インターフェイスコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

次のいずれかを実行します。ステップ 3   

• interfacetypeslot/port
• type引数で、設定するインターフェイスのタイプを指定しま
す。

•
• interfacetypeslot/port-adapter/port

• slot引数で、スロット番号を指定します。スロット情報およ
びポート情報については、該当するハードウェアマニュア

ルを参照してください。例：

Router(config)# interface ethernet
1/1 • port引数で、ポート番号を指定します。スロット情報および

ポート情報については、該当するハードウェアマニュアル

を参照してください。
例：

or
• port-adapter引数で、ポートアダプタ番号を指定します。ポー
トアダプタの互換性の詳細については、該当するハードウェ

アマニュアルを参照してください。
例：

Router(config)# interface
fastethernet 1/0/0

slot引数と port-adapter引数の後のスラッシュは必須で
す。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスでCiscoExpress Forwardingの宛先別ロードバラ
ンシングを有効にします。

[no] ip load-sharing per-destination

例：

Router(config-if)# no ip
load-sharing per-destination

ステップ 4   

no ip load-sharingコマンドは、インターフェイス上の
Cisco Express Forwardingのロードバランシングを無効
にします。

（注）

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Router(config-if)# end

ステップ 5   

パケット単位のロードバランシングの設定

シスコエクスプレスフォワーディングのパケット単位のロードバランシングを設定するには、

次のタスクを実行します。

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. 次のいずれかを実行します。

• interfacetypeslot/port

•
• interfacetypeslot/port-adapter/port

4. ipload-sharingper-packet
5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

インターフェイスタイプを設定し、インターフェイスコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

次のいずれかを実行します。ステップ 3   

• interfacetypeslot/port
• type引数で、設定するインターフェイスのタイプを指定し
ます。

•
• interfacetypeslot/port-adapter/port

• slot引数で、スロット番号を指定します。スロット情報お
よびポート情報については、該当するハードウェアマニュ

アルを参照してください。例：

Router(config)# interface ethernet
1/1 • port引数で、ポート番号を指定します。スロット情報およ

びポート情報については、該当するハードウェアマニュア

ルを参照してください。
例：

or
• port-adapter引数で、ポートアダプタ番号を指定します。
ポートアダプタの詳細については、該当するハードウェア

マニュアルを参照してください。
例：

Router(config)# interface
fastethernet 1/0/0

slot引数と port-adapter引数の後のスラッシュは必須で
す。

（注）

インターフェイスで Cisco Express Forwardingのパケット単位の
ロードバランシングが可能です。

ipload-sharingper-packet

例：

Router(config-if)# ip load-sharing
per-packet

ステップ 4   

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Router(config-if)# end

ステップ 5   

トンネルロードバランシングアルゴリズムの選択

シスコエクスプレスフォワーディングトラフィック用にトンネルロードバランシングアルゴリ

ズムを選択するには、次のタスクを実行します。ネットワーク環境に少数の発信元と宛先のペア

しか存在しない場合には、トンネルアルゴリズムを選択します。
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手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. ipcefload-sharingalgorithm {original | tunnel [id] | universal [id] | include-ports {source[id]|

[destination] [id] | source[id] destination [id]}}
4. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

シスコエクスプレスフォワーディングのロードバランシングアルゴ

リズムを選択します。

ipcefload-sharingalgorithm
{original | tunnel [id] | universal
[id] | include-ports {source[id]|

ステップ 3   

• originalキーワードは、発信元と宛先のハッシュに基づいて、ロー
ドバランシングアルゴリズムとしてオリジナルアルゴリズムを

設定します。

[destination] [id] | source[id]
destination [id]}}

例：

Router(config)# ip cef
load-sharing algorithm tunnel

• tunnelキーワードは、ロードバランシングアルゴリズムとして、
トンネル環境または少数の IP発信元と宛先アドレスのペアが存
在する環境で使用できるアルゴリズムを設定します。

• id引数は、固定 IDです。

• universalキーワードは、ロードバランシングアルゴリズムとし
て、発信元と宛先および IDハッシュを使用するものを設定しま
す。

• include-ports sourceキーワードは、ロードバランシングアルゴ
リズムとして、発信元ポートを使用するものを設定します。

• include-ports destinationキーワードは、ロードバランシングア
ルゴリズムとして、宛先ポートを使用するものを設定します。

• include-ports source destinationキーワードは、ロードバランシ
ングアルゴリズムとして、発信元ポートと宛先ポートを使用す

るものを設定します。
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目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Router(config)# end

ステップ 4   

インクルードポートレイヤ 4 ロードバランシングアルゴリズムの選
択

シスコエクスプレスフォワーディングトラフィック用にインクルードポートロードバランシン

グアルゴリズムを選択するには、次のタスクを実行します。RTPストリームなど、トラフィック
の大半が異なるポート番号を使用するピアアドレス間のものであるという理由で、ロードシェア

リングされていない同コストのパスを通るトラフィックがネットワーク環境に存在する場合、イ

ンクルードポートアルゴリズムを選択します。

はじめる前に

システムで、Cisco IOSリリース 12.4(11)T以降のシスコエクスプレスフォワーディングをサポー
トしたイメージを使用している必要があります。

レイヤ 4ロードバランシングアルゴリズムは、ソフトウェア交換パケットに適用されます。

ハードウェアフォワーディングエンジンを使用してトラフィックを交換するプラットフォー

ムでは、同じトラフィックストリームに対して、ハードウェアのロードバランシングの判断

とソフトウェアのロードバランシングの判断が異なる場合があります。そのような場合は、

設定されたアルゴリズムを上書きすることがあります。

>

（注）

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. ipcefload-sharingalgorithm {original | tunnel [id] | universal [id] include-ports {source[id] |

[destination] [id] | source[id] destination [id]}}
4. end
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

シスコエクスプレスフォワーディングのロードバランシングアルゴ

リズムを選択します。

ipcefload-sharingalgorithm
{original | tunnel [id] | universal [id]
include-ports {source[id] |

ステップ 3   

• originalキーワードは、発信元と宛先のハッシュに基づいて、
ロードバランシングアルゴリズムとしてオリジナルアルゴリズ

ムを設定します。

[destination] [id] | source[id]
destination [id]}}

例：

Router(config)# ip cef

• tunnelキーワードは、ロードバランシングアルゴリズムとし
て、トンネル環境または少数の IP発信元と宛先アドレスのペア
が存在する環境で使用できるアルゴリズムを設定します。

load-sharing algorithm
include-ports source destination

• id引数は、固定 IDです。

• universalキーワードは、ロードバランシングアルゴリズムとし
て、発信元と宛先および IDハッシュを使用するものを設定しま
す。

• include-ports sourceキーワードは、ロードバランシングアルゴ
リズムとして、発信元ポートを使用するものを設定します。

• include-ports destinationキーワードは、ロードバランシングア
ルゴリズムとして、宛先ポートを使用するものを設定します。

• include-ports source destinationキーワードは、ロードバランシ
ングアルゴリズムとして、発信元ポートと宛先ポートを使用す

るものを設定します。

特権モードに戻ります。end

例：

Router(config)# end

ステップ 4   
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ロードバランシングスキームの設定例

宛先別ロードバランシングの有効化または無効化の例

宛先単位のロードバランシングは、シスコエクスプレスフォワーディングをイネーブルにする

と、デフォルトでイネーブルになります。一般的には、パケット単位のロードバランシングをイ

ネーブルにする場合には、宛先単位のロードバランシングをディセーブルにします。次の例は、

宛先単位のロードバランシングをディセーブルにする方法を示しています。

configure terminal

!

interface ethernet 1/1

no ip load-sharing per-destination
end

パケット単位のロードバランシングの設定例

次の例は、シスコエクスプレスフォワーディング用にパケット単位のロードバランシングを設

定する方法を示しています。

configure terminal
!

interface ethernet 1/1

ip load-sharing per-packet
end

特定の宛先に送出されるトラフィックに対してパケット単位のロードバランシングをイネーブル

にするには、その宛先にトラフィックを転送できるすべてのインターフェイスが、パケット単位

のロードバランシングに関してイネーブルになっている必要があります。

トンネルロードバランシングアルゴリズムの選択の例

次の例は、シスコエクスプレスフォワーディングトラフィック用にトンネルロードバランシン

グアルゴリズムを選択する方法を示しています。

configure terminal
!

ip cef load-sharing algorithm tunnel

end
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次の例は、トンネルロードバランシングアルゴリズムをディセーブルにする方法を示していま

す。

configure terminal
!

no ip cef load-sharing algorithm tunnel

end

インクルードポートレイヤ 4 ロードバランシングアルゴリズムの選
択の例

次の例は、シスコエクスプレスフォワーディングトラフィック用にインクルードポートレイヤ4
ロードバランシングアルゴリズムを選択する方法を示しています。

configure terminal
!

ip cef load-sharing algorithm include-ports source

end

この例では、ロードバランシングの判断にソースポートを含むロードシェアリングを設定しま

す。

インクルードポートレイヤ 4ロードバランシングアルゴリズムをディセーブルにし、デフォル
トのユニバーサルモードに戻るには、次のコマンドを入力します。

configure terminal
!

no ip cef load-sharing algorithm

end

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOSMaster Commands List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Switching Command Reference』IPスイッチングコマンド：完全なコマンド構
文、コマンドモード、コマンド履歴、デフォル

ト、使用に関する注意事項、および例

『Cisco Express Forwarding Overview』シスコエクスプレスフォワーディング機能の

概要
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マニュアルタイトル関連項目

『Configuring Basic Cisco Express Forwarding for
Improved Performance, Scalability, and Resiliency
in Dynamic Networks』

シスコエクスプレスフォワーディングおよび

分散型シスコエクスプレスフォワーディング

の基本動作を確認するためのタスク

『Enabling or Disabling Cisco Express Forwarding
or Distributed Cisco Express Forwarding to
Customize Switching and Forwarding for Dynamic
Network』

シスコエクスプレスフォワーディングまたは

分散型シスコエクスプレスフォワーディング

をイネーブルまたはディセーブルにするための

タスク

『ConfiguringCiscoExpress ForwardingConsistency
Checkers for Route Processors and Line Cards』

シスコエクスプレスフォワーディングの整合

性チェッカを設定するためのタスク

『Configuring Epochs to Clear and Rebuild Cisco
Express Forwarding and Adjacency Tables』

シスコエクスプレスフォワーディングテーブ

ルのエポックを設定するためのタスク

『Configuring Cisco Express Forwarding Network
Accounting』

シスコエクスプレスフォワーディングのネッ

トワークアカウンティングを設定および確認す

るためのタスク

『Customizing the Display of Recorded Cisco
Express Forwarding Events』

記録されたシスコエクスプレスフォワーディ

ングイベントの表示をカスタマイズするための

タスク

『Troubleshooting Load Balancing Over Parallel
Links Using Cisco Express Forwarding』

Cisco Express Forwarding使用時の、複数のパラ
レルリンク間のレイヤ 3ロードバランシング
の Cisco IOSソフトウェア実装に関する説明と
トラブルシューティング情報

標準

タイトル規格

--この機能でサポートされる新規の標準または変

更された標準はありません。また、既存の標準

のサポートは変更されていません。
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MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリー
ス、およびフィーチャセットに関するMIBを
探してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

この機能によってサポートされる新しいMIB
または変更されたMIBはありません。またこ
の機能による既存MIBのサポートに変更はあ
りません。

RFC

タイトルRFC

--この機能によりサポートされた新規 RFCまた
は改訂 RFCはありません。またこの機能によ
る既存 RFCのサポートに変更はありません。

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントのWeb
サイトではリソースをオンラインで提供してお

り、マニュアル、ソフトウェア、およびツール

をダウンロードできます。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。

ロードバランシングスキームの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。
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プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 6：シスコエクスプレスフォワーディングトラフィック用のロードバランシングスキームの設定に関す
る機能情報

機能の設定情報リリース機能名

この機能により、シスコエク

スプレスフォワーディング

（CEF）は、パス上でのロード
シェアリングの判断にレイヤ 4
ポート情報を含めることができ

ます。

この機能は、12.4(11)Tで導入
されました。

この機能では、次のコマンドが

変更されました。

ipcefload-sharingalgorithmおよ
び showipcefexact-route

12.4(11)Tレイヤ 4ポートベースのロー
ドバランシングに対するシス

コエクスプレスフォワーディ

ングのサポート

この機能によって、CEFは、
GPRSトンネリングプロトコル
トンネルエンドポイント識別

子（GTP TEID）ロードバラン
シングアルゴリズムを使用で

きます。

Cisco IOS XEリリース 3.10SCisco IOS XEソフトウェアの
GTP-U TEIDベースの ECMP
ロードバランシングアルゴリ

ズム

用語集
隣接関係：ルーティング情報を交換するため、選択した隣接ルータとエンドノード間で形成され

た関係。隣接関係は、関連するルータとノードによる共通メディアセグメントの使用に基づいて

います。

CiscoExpressForwarding：レイヤ 3スイッチングテクノロジー。シスコエクスプレスフォワー
ディングは、シスコエクスプレスフォワーディング動作の 2つのモードの 1つである、集中型シ
スコエクスプレスフォワーディングモードを指す場合もあります。シスコエクスプレスフォ

ワーディングにより、ルートプロセッサがエクスプレスフォワーディングを行うことができま

す。分散型シスコエクスプレスフォワーディングは、シスコエクスプレスフォワーディングの

もう 1つの動作モードです。

分散型シスコエクスプレスフォワーディング：シスコエクスプレスフォワーディングの動作モー

ドの 1つであり、ラインカード（Versatile Interface Processor（VIP）ラインカードなど）に、転送
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情報ベース（FIB）および隣接関係テーブルの同一のコピーが保持されます。ラインカードは、
ポートアダプタ間でエクスプレスフォワーディングを実行します。これにより、ルートスイッ

チプロセッサがスイッチング動作から解放されます。

FIB：転送情報ベース。概念上はルーティングテーブルや情報ベースに似た、シスコエクスプレ
スフォワーディングのコンポーネント。ルータはFIBルックアップテーブルを使用して、シスコ
エクスプレスフォワーディング動作中に送信先ベースのスイッチング判断を行います。ルータに

は、IPルーティングテーブル内の転送情報のミラーイメージが保持されます。

LSP：ラベルスイッチドパス。ホップのシーケンス（ルータ 0～ルータ n）。パケットは、ラベ
ルスイッチングメカニズムによって、R0から Rnに送られます。LSPは、通常のルーティング
メカニズムに基づいて動的に選択することも、また手動で LSPを設定することもできます。

プレフィックス：IPアドレスのネットワークアドレス部分。プレフィックスはネットワークおよ
びマスクによって指定され、一般的にネットワーク/マスクの形式で表されます。マスクは、どの
ビットがネットワークビットかを表しています。たとえば、1.0.0.0/16は、IPアドレスの最初の
16ビットがマスクされることを表し、これがネットワークビットであることを示しています。残
りのビットはホストビットです。この場合、ネットワーク番号は 10.0です。

RIB：ルーティング情報ベース。レイヤ 3到達可能性を含むルートの中央リポジトリ。
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第 6 章

トンネル可視性による ECMP ロードバラン
ス

トンネル可視性による ECMPロードバランス機能により、サービスプロバイダー（SP）ルータ
のフロー単位ロードバランシングが可能になり、アクティブなパスへの同じ送信元と宛先 IPア
ドレスを持つパケットを識別できます。

• 機能情報の確認, 77 ページ

• トンネル可視性による ECMPロードバランスの前提条件, 78 ページ

• トンネル可視性による ECMPロードバランスの制約事項, 78 ページ

• トンネル可視性による ECMPロードバランスに関する情報, 78 ページ

• トンネル可視性による ECMPロードバランスの設定方法, 79 ページ

• トンネル可視性による ECMPロードバランスの設定例, 79 ページ

• その他の参考資料, 79 ページ

• トンネル可視性による ECMPロードバランスの機能情報, 80 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリスト

を確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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トンネル可視性による ECMP ロードバランスの前提条件
•レイヤ2バーチャルプライベートネットワーク（L2VPN）のコアネットワーク内のハッシュ
を計算するためのエントロピーラベル機能を有効にします。

トンネル可視性による ECMP ロードバランスの制約事項
• IPv6におけるフローラベル用ディープパケットインスペクション（DPI）はサポートされ
ていません。

• DPIは、フラグメントトラフィックではサポートされていません。

トンネル可視性による ECMP ロードバランスに関する情
報

等コストマルチパス（ECMP）
ECMPは、アクティブなパスのセットに基づく一連の等コスト出力パスです。

ロードバランシング

ロードバランシングは、レイヤ 3ルーティング情報に基づいてパケットを複数のリンクに分散さ
せるルータ機能です。ルータが宛先に至るパスを複数検出した場合は、その宛先の複数のエント

リでルーティングテーブルが更新されます。トラフィックをECMPパス経由で宛先 IPプレフィッ
クスに共有する機能があります。

トンネル可視性による ECMP ロードバランス
トンネル可視性による ECMPロードバランスによって、GRE、IPSec、IPinIP、VxLAN、および
L2TPの 5つのタイプのトンネルカプセル化が可能になります。トンネルカプセル化は Cisco
Express Forwarding（CEF）によって詳細に検査されます。DPI後、IPSecトンネル用の SPI、L2TP
トンネル用のセッション IDなどのロードバランシングの決定を行う際に、さまざまなプロトコ
ルフィールドが考慮されます。
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トンネル可視性による ECMP ロードバランスの設定方法

トンネル可視性による ECMP ロードバランスの設定
enable
configure terminal
ip cef load-sharing key-control dpi
ipv6 cef load-sharing algorithm dpi
end

トンネル可視性による ECMP ロードバランスの設定例

例：トンネル可視性による ECMP ロードバランス
ip cef load-sharing algorithm dpi tunnel-gre tunnel-l2tp tunnel-ipsec tunnel-ipinip
tunnel-vxlan l2vpn-mac
ip cef load-sharing key-control dpi tunnel-gre outer-src-dst-ip inner-src-dst-ip
inner-src-dst-port
ip cef load-sharing key-control dpi tunnel-l2tp outer-src-dst-ip outer-src-dst-port
inner-src-dst-ip inner-src-dst-port
ip cef load-sharing key-control dpi tunnel-ipsec outer-src-dst-ip
ip cef load-sharing key-control dpi tunnel-ipinip outer-src-dst-ip inner-src-dst-ip
inner-src-dst-port
ip cef load-sharing key-control dpi tunnel-vxlan outer-src-dst-ip outer-src-dst-port
inner-src-dst-mac inner-vlan 3
ip cef load-sharing key-control dpi l2vpn-mac outer-src-dst-mac outer-vlan 3 outer-src-dst-ip
outer-src-dst-port inner-src-dst-mac inner-vlan 3 inner-src-dst-ip inner-src-dst-port

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOSMaster Commands List, All Releases』Cisco IOSコマンド

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリー
ス、およびフィーチャセットに関するMIBを
探してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

この機能によってサポートされる新しいMIB
または変更されたMIBはありません。またこ
の機能による既存MIBのサポートに変更はあ
りません。
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントのWeb
サイトではリソースをオンラインで提供してお

り、マニュアル、ソフトウェア、およびツール

をダウンロードできます。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。

トンネル可視性による ECMP ロードバランスの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 7：トンネル可視性による ECMP ロードバランスの機能情報

機能情報リリース機能名

この機能は、Cisco 4300、
4400、ASR1000、プラット
フォームに導入されています。

トンネル可視性による ECMP
ロードバランス機能により、

サービスプロバイダー（SP）
ルータのフロー単位ロードバ

ランシングが可能になり、アク

ティブなパスへの同じ送信元と

宛先 IPアドレスを持つパケッ
トを識別できます。

ip cef load-sharing key-control dpi
コマンドが変更されました。

Cisco IOS XE Denali 16.3.1.トンネル可視性による ECMP
ロードバランス
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第 7 章

エポックの設定

このドキュメントには、Cisco Express Forwardingテーブル用にエポックを設定するための情報、
および設定方法が記載されています。この機能を使用すると、テーブル情報を失うことなく、

Cisco Express Forwardingテーブルをクリアおよび再構築して、整合性を維持することができま
す。

シスコエクスプレスフォワーディングは、高度なレイヤ 3 IPスイッチングテクノロジーです。
これにより、すべての種類のネットワークに関して、ネットワークパフォーマンスとスケーラ

ビリティが最適化されます。こうしたネットワークの種類としては、インターネットや、負荷の

大きいWebベースアプリケーションや対話形式セッションを特長とするネットワークなど、少
量のトラフィックと大量のトラフィックを複雑なパターンで伝送するものがあります。

• 機能情報の確認, 83 ページ

• CEFテーブル用エポックの前提条件, 84 ページ

• CEFテーブル用エポックに関する情報, 84 ページ

• エポックの設定方法, 87 ページ

• エポックの設定例, 91 ページ

• その他の参考資料, 93 ページ

• エポックの設定に関する機能情報, 93 ページ

• 用語集, 94 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリスト

を確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

IP スイッチング Cisco Express Forwarding 設定ガイド
83

http://www.cisco.com/cisco/psn/bssprt/bss


プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

CEF テーブル用エポックの前提条件
シスコエクスプレスフォワーディングの転送情報ベース（FIB）および隣接関係テーブル用にエ
ポックを設定するには、ルータまたはスイッチ上でシスコエクスプレスフォワーディングが起動

され、動作している必要があります。

CEF テーブル用エポックに関する情報
シスコエクスプレスフォワーディング FIBテーブル用にエポックを設定するタスクは、ノンス
トップフォワーディング拡張 FIBリフレッシュ機能で導入されました。

シスコエクスプレスフォワーディングテーブル用にエポックを設定する前に、次の内容を理解

しておく必要があります。

（「エポック」という用語の説明については、ノンストップフォワーディング拡張 FIBリフレッ
シュ, （85ページ）を参照してください。）

設定可能なその他のシスコエクスプレスフォワーディング機能および分散型シスコエクスプレ

スフォワーディング機能に関する情報へのリンクについては、その他の参考資料, （93ページ）
を参照してください。

集中型 CEF および dCEF のシスコプラットフォームサポート
Cisco Express Forwardingは、Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータではデ
フォルトでイネーブルになっています。

ご使用のプラットフォーム上でCiscoExpressForwardingがイネーブルかどうか確認するには、show
ip cefコマンドを入力してください。シスコエクスプレスフォワーディングがイネーブルの場合
は、次のような出力が表示されます。

Router# show ip cef
Prefix Next Hop Interface
[...]
10.2.61.8/24 192.168.100.1 FastEthernet1/0/0

192.168.101.1 FastEthernet2/1/0
[...]

ご使用のプラットフォーム上で Cisco Express Forwardingがイネーブルでない場合、show ip cefコ
マンドの出力は次のようになります。

Router# show ip cef
%CEF not running

プラットフォーム上でCisco Express Forwardingがイネーブルになっていない場合は、ip cefコマン
ドを使用して（集中型）Cisco Express Forwardingをイネーブルにするか、または ip cef distributed
コマンドを使用して分散型シスコエクスプレスフォワーディングをイネーブルにします。
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ノンストップフォワーディング拡張 FIB リフレッシュ
ネットワークは、トラフィックの中断を最小限にし、最大の動作時間を提供できるように設定す

る必要があります。ノンストップフォワーディング（NSF）拡張 FIBリフレッシュ機能を使用す
ると、シスコエクスプレスフォワーディングデータベーステーブルが再構築中であっても、IP
トラフィックの転送を継続することができます。したがって、ルータ上の IPフォワーディングは
中断されません。

NSF拡張 FIBリフレッシュは、エポックを追跡することにより、シスコエクスプレスフォワー
ディングの転送の継続を可能にします。「エポック」という用語は、ある期間を表しています。

シスコエクスプレスフォワーディングテーブルの新しいエポックは、テーブルの再構築が始まっ

たときに開始されます。これから後の時間は、それよりも前の時間とは異なるエポックとなり、

各エポックには0から255の範囲の番号が付けられます。エポックを使用することで、ソフトウェ
アは同じデータベース構造内の古いフォワーディング情報と新しいフォワーディング情報を区別

できます。また、ソフトウェアが新しいテーブルを構築している間、古いシスコエクスプレス

フォワーディングデータベーステーブルを維持することができます。これはエポック追跡と呼ば

れ、シスコエクスプレスフォワーディングは、新しいシスコエクスプレスフォワーディング

テーブルの構築中も、フォワーディングを中断することなく継続できます。また、新しいテーブ

ルがアクティブになったときに、シームレスに切り替えることができます。

CEF FIB と隣接関係テーブルのエポック番号設定
シスコエクスプレスフォワーディングテーブルの新しいエポックは、テーブルの再構築が始まっ

たときに開始されます。これから後の時間は、それよりも前の時間のものとは異なるエポックと

なります。最初のエポックは番号が 0となり、シスコエクスプレスフォワーディングテーブル
が作成されたときに開始されます。エポック番号は、255に達するまで、シスコエクスプレス
フォワーディングテーブルの新しいリビジョンごとに1ずつ増加します。255の次の新しいエポッ
クは、0になります。エポック番号が最後に使用されてからテーブルエントリが残っている場合、
新しいエポックは開始できません。指定されたテーブルのエポック番号は、そのテーブルの各イ

ンスタンス（たとえば、分散型シスコエクスプレスフォワーディングがアクティブな各 RP上お
よび各ラインカード上）で同じです。

FIBテーブルまたは隣接関係テーブルに追加される各エントリには、そのエントリが追加された
時点での、そのテーブルの現在のエポックを記録する新しいフィールドがあります。エントリが

変更された場合、そのエントリのエポックは、テーブルの現在のエポックを記録するために更新

されます。各エポックのエントリ数を記録するレコードが維持されています。いずれかの既存の

エントリが、次のエポック値と同じエポック番号を持っている場合、エポック番号を増加するこ

とはできません。

ルーティングプロトコルがコンバージェンスを示す信号を発行すると、現在のエポック番号より

古いエポック番号を持つすべての FIBエントリと隣接関係エントリが、FIBおよび隣接関係テー
ブルから削除されます。

シスコエクスプレスフォワーディングテーブルを再構築する必要がある場合には、そのテーブ

ルの番号が増加されて、再構築が行われます。再構築が完了すると、テーブルから「古い」エン

トリが削除されます。clearipcefepoch [all-vrfs | full | vrf[table]]コマンドを入力すると、1つのテー
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ブルのエポック、または複数のテーブルのエポックを同時に増加できます。シスコエクスプレス

フォワーディングテーブルの再構築が必要な場合は、「CEFまたは隣接関係テーブルをリフレッ
シュするタイミング」の項を参照してください。

シスコエクスプレスフォワーディングテーブルの情報を（たとえば showipcefepochコマンドで）
表示すると、テーブルエポックが要約テーブルに表示されます。各テーブルエントリの詳細情報

が表示されている場合は、各エントリのエポック番号が表示されます。

RP とラインカードとの間のエポック同期
FIBまたは隣接エントリがRP上の中央テーブルから配布される場合は、そのエントリのエポック
がアップデートに含まれることで、分散されたシステム内で古いエントリと新しいエントリの区

別が確実に維持されます。

ラインカード上でテーブルを初期化すると、RP上のテーブルの現在のエポックがラインカードに
送信されます。RP上でエポックを増加すると、新しいエポックの開始を示すイベントが各ライン
カードに送信されます。

HA をサポートするルータのエポック番号設定
ハイアベイラビリティ（HA）をサポートするルータ内では、RPがスタンバイモードからアク
ティブに移行するときに、すべてのシスコエクスプレスフォワーディングテーブルのエポック

番号が増加されます。スイッチオーバー後は、アクティブなセカンダリ RPが、初期的にプライ
マリ RPのものと同じ FIBおよび隣接データベースを持ちます。各テーブルのエポック番号が増
加された場合、既存のすべてのエントリは古いと見なされます。ただし、フォワーディングは通

常どおりに継続されます。ルーティングプロトコルによって、FIBおよび隣接データベースの再
設定が開始されると、既存のエントリと新しいエントリに新しいエポック番号が設定され、これ

らのエントリはリフレッシュ済みであることが示されます。

CEF または隣接関係テーブルをリフレッシュするタイミング
シスコエクスプレスフォワーディングまたは隣接関係テーブルに不整合が存在する場合は、それ

らのテーブルのリフレッシュまたは再構築を行います。

Cisco ASR 1000シリーズルータは、分散型シスコエクスプレスフォワーディングをサポートし
ます。この場合、ラインカードは、RP上のものと同じFIBおよび隣接関係テーブルの、格納され
たコピーに基づいてフォワーディングの判断を行います。ラインカード上とRP上のテーブルは、
同期を維持する必要があります。

ラインカード上でフォワーディング情報（プレフィックス）が欠落している場合、またはライン

カード上のネクストホップ IPアドレスと RP上のネクストホップ IPアドレスが同じでない場合
は、不整合が発生します。RPおよびラインカードデータベースのアップデートは同期していな
いため、瞬間的な不整合が発生する可能性があります。

ラインカード上のフォワーディング情報と RP上のフォワーディング情報の同期が失われると、
シスコエクスプレスフォワーディングの整合性チェッカによって検出されます。整合性チェッカ
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の詳細については、『Configuring Cisco Express Forwarding Consistency Checkers for Route Processors
and Line Cards』モジュールを参照してください。

エポックの設定方法
ここでは、シスコエクスプレスフォワーディングテーブルのエポックを設定する方法について

説明します。新しいエポックを開始し、隣接関係テーブルおよびシスコエクスプレスフォワー

ディングテーブルのエポック番号を増加するには、次のタスクを実行します。

隣接関係テーブルのエポック番号増加

新しいエポックを開始し、隣接関係テーブルのエポック番号を増加するには、次のタスクを実行

します。

このタスクは、隣接関係テーブルの再構築が必要な場合に実行します。テーブルから不整合を除

去する必要があるため、新しい隣接関係テーブルが必要になる場合があります。

手順の概要

1. enable
2. showadjacencysummary
3. clearadjacencytable
4. showadjacencysummary
5. disable

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

シスコエクスプレスフォワーディングの隣接関係テーブル

またはハードウェアレイヤ 3スイッチングの隣接関係テー
ブルに関する情報の要約を表示します。

showadjacencysummary

例：

Router# show adjacency summary

ステップ 2   

新しいエポックを開始し、隣接関係テーブルのエポック番

号を増分します。

clearadjacencytable

例：

Router# clear adjacency table

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

シスコエクスプレスフォワーディングの隣接関係テーブル

またはハードウェアレイヤ 3スイッチングの隣接関係テー
ブルに関する情報の要約を表示します。

showadjacencysummary

例：

Router# show adjacency summary

ステップ 4   

ユーザ EXECモードに戻ります。disable

例：

Router# disable

ステップ 5   

1 つまたはすべての CEF テーブルのエポック番号増加
新しいエポックを開始し、1つまたはすべてのシスコエクスプレスフォワーディングテーブルの
エポック番号を増加するには、次のタスクを実行します。

シスコエクスプレスフォワーディングテーブルを再構築する場合は、clear cef tableコマンドを
使用します。このコマンドは、選択したテーブルまたはテーブルのアドレスファミリ（IPv4また
は IPv6）をクリアし、ルータ全体（ルートプロセッサとラインカードを含む）でそれらを更新し
ます。このコマンドは、テーブルエポックを増分し、テーブルを更新し、更新した情報をライン

カードに配信し、非流動のエポック番号に基づいてテーブル内の古いエントリの分散消去を実行

します。これにより、時間とともに発生した不整合が確実に削除されます。

手順の概要

1. enable
2. showipcefepoch
3. clearceftable{ipv4 | ipv6} [vrf {vrf-name| *}]
4. showipcefepoch
5. disable

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。
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目的コマンドまたはアクション

FIB内のエントリを表示するか、または FIBの概要を表示します。showipcefepoch

例：

Router# show ip cef epoch

ステップ 2   

• epochキーワードは、FIBテーブルのテーブルエポックを表示し
ます。

Cisco Express Forwardingテーブルがクリアされます。clearceftable{ipv4 | ipv6} [vrf
{vrf-name| *}]

ステップ 3   

• ipv4キーワードは、IPv4アドレスのCisco Express Forwardingテー
ブルを指定します。例：

Router# clear cef table ipv4 • ipv6キーワードは、IPv6アドレスのCisco Express Forwardingテー
ブルを指定します。

• vrfキーワードは、IPv4または IPv6アドレスに対しすべてのVPN
ルーティングおよび転送（VRF）インスタンステーブルまたは特
定の VRFテーブルを指定します。

• vrf-name引数は、IPv4または IPv6アドレスに対し特定のVRFテー
ブルを指定します。

• *（アスタリスク）キーワードは、IPv4または IPv6アドレスに対
しすべての VRFテーブルを指定します。

また、このコマンドは、テーブルエポックを増分し、テーブ

ルを更新し、更新した情報をラインカードに配信します。

（注）

FIB内のエントリを表示するか、または FIBの概要を表示します。showipcefepoch

例：

Router# show ip cef epoch

ステップ 4   

• epochキーワードは、FIBテーブルのエポックを表示します。

ユーザ EXECモードに戻ります。disable

例：

Router# disable

ステップ 5   

エポック情報の確認

シスコエクスプレスフォワーディングと隣接関係テーブルのエポック情報を確認するには、次の

タスクを実行します。
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手順の概要

1. enable
2. showadjacencysummarydetail
3. showadjacencysummary
4. showipcefepoch
5. disable

手順の詳細

ステップ 1 enable
このコマンドを使用して、特権 EXECモードをイネーブルにします。次に例を示します。

例：

Router> enable

パスワードを入力します（要求された場合）。

ステップ 2 showadjacencysummarydetail
このコマンドを使用すると、隣接関係テーブル内の各エントリのエポック番号が、予想どおりに表示され

るかどうか確認できます。次に例を示します。

例：

Router# show adjacency detail
Protocol Interface Address
IP Serial2/0/1:1 point2point(7)

0 packets, 0 bytes
0F000800
CEF expires: 00:02:09

refresh: 00:00:09
Epoch: 14 ! ====> Epoch number

IP Serial2/1/1:1 point2point(7)
0 packets, 0 bytes
0F000800
CEF expires: 00:02:09

refresh: 00:00:09
Epoch: 14 ! ====> Epoch number

隣接関係テーブル内のエントリごとに、エポック番号が表示されます。この例では、各エントリのエポッ

ク番号が 14です。

ステップ 3 showadjacencysummary
このコマンドを使用すると、隣接関係テーブル内の各隣接関係のエポック番号が、予想どおりかどうか確

認できます。次に例を示します。

例：

Router# show adjacency summary
Adjacency Table has 2 adjacencies
Table epoch: 14 (2 entries at this epoch)
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Interface Adjacency Count
Serial2/0/1:1 1
Serial2/1/1:1 1

概要セクション内のエポック情報を指定すると、隣接関係テーブル内の隣接関係ごとのエポック番号が、

予想どおりかどうかを確認できます。この例ではエポック番号が 14で、前の手順のshow adjacency detail
コマンドで表示されたエポック番号と同じになっています。

ステップ 4 showipcefepoch
このコマンドを使用すると、すべての FIBテーブル内のシスコエクスプレスフォワーディング情報が、
予想どおりかどうかを確認できます。次の例では、すべてのFIBテーブルのシスコエクスプレスフォワー
ディングエポック情報を確認しています。

例：

Router# show ip cef epoch
CEF epoch information:

Table: Default-table
Table epoch: 77 (19 entries at this epoch)

ステップ 5 disable
このコマンドを使用して、ユーザ EXECモードに戻ります。次に例を示します。

例：

Router# disable
Router>

エポックの設定例

隣接関係テーブルのエポック番号増加の例

次の例は、新しいエポックを開始し、隣接関係テーブルのエポック番号を増加する方法を示して

います。

Router# show ip cef epoch
CEF epoch information:
Table: Default-table
Table epoch: 2 (43 entries at this epoch)

Adjacency table
Table epoch: 2 (5 entries at this epoch)

Router# clear adjacency table

クリア後は、次のようになります。

Router# show ip cef epoch
CEF epoch information:
Table: Default-table
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Table epoch: 3 (43 entries at this epoch)
Adjacency table
Table epoch: 3 (5 entries at this epoch)

1 つまたはすべての CEF テーブルのエポック番号増加の例
次の例は、新しいエポックを開始し、IPv6アドレスファミリのすべての Cisco Express Forwarding
テーブルのエポック番号を増加する方法を示しています。

Router# clear cef table ipv6 vrf *

次の例は、エポックテーブルをクリアしてエポック番号を増加する、前と後の出力を示していま

す。クリア前は、次のようになります。

Router# show ip cef epoch
Table: Default-table
Database epoch: 3 (43 entries at this epoch)

クリア後は、次のようになります。

Router# clear cef table ipv4
Router# show ip cef epoch
Table: Default-table
Database epoch: 4 (43 entries at this epoch)

次に、IPv4アドレスファミリのすべての VRFテーブル用の Cisco Express Forwardingテーブルを
クリアする方法を示します。次に、Cisco Express Forwardingのデバッグ（debug cefコマンド）が
有効になっている出力の例を示します。

Router# clear cef table ipv4 vrf *
06:56:01: FIBtable: Refreshing table IPv4:Default
06:56:01: FIBtable: Invalidated 224.0.0.0/4 in IPv4:Default
06:56:01: FIBtable: Deleted 224.0.0.0/4 from IPv4:Default
06:56:01: FIBtable: Validated 224.0.0.0/4 in IPv4:Default
06:56:01: FIBtable: IPv4: Event up, 10.1.41.0/24, vrf Default, 1 path, flags 0100
0220
06:56:01: FIBtable: IPv4: Adding route for 10.1.41.0/24 but route already exists.
Trying modify.
06:56:01: FIBtable: IPv4: Event up, 10.0.0.11/32, vrf Default, 1 path, flags 010
00000
06:56:01: FIBtable: IPv4: Adding route for 10.0.0.11/32 but route already exists.
Trying modify.
06:56:01: FIBtable: IPv4: Event up, 10.0.0.15/32, vrf Default, 1 path, flags 010
00000
06:56:01: FIBtable: IPv4: Adding route for 10.0.0.15/32 but route already exists.
Trying modify.
06:56:01: FIBtable: IPv4: Event up, 10.0.0.7/32, vrf Default, 1 path, flags 0100
0220
06:56:01: FIBtable: IPv4: Adding route for 10.0.0.7/32 but route already exists.
Trying modify.
06:56:01: FIBtable: IPv4: Event up, 10.0.0.0/8, vrf Default, 1 path, flags 00000
220
06:56:01: FIBtable: IPv4: Adding route for 10.0.0.0/8 but route already exists.
Trying modify.
06:56:01: FIBtable: IPv4: Event up, 0.0.0.0/0, vrf Default, 1 path, flags 004200
05
06:56:01: FIBtable: IPv4: Adding route for 0.0.0.0/0 but route already exists.
Trying modify.
06:56:01: FIBtable: Starting purge of table IPv4:Default to epoch 13
06:56:01: FIBtable: Invalidated 10.1.41.1/32 in IPv4:Default
06:56:01: FIBtable: Deleted 10.1.41.1/32 from IPv4:Default
06:56:01: FIBtable: Purged 1 prefix from table IPv4:Default
06:56:01: FIBtable: Validated 10.1.41.1/32 in IPv4:Default
06:56:06: FIBtable: IPv4: Event modified, 0.0.0.0/0, vrf Default, 1 path, flags
00420005
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06:56:06: FIBtable: IPv4: Event up, default, 0.0.0.0/0, vrf Default, 1 path,
flags 00420005
06:56:06: FIBtable: IPv4: Adding route for 0.0.0.0/0 but route already exists.
Trying modify.

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOSMaster Commands List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Switching Command Reference』Cisco Express Forwardingコマンドの説明

『Cisco IOS IPv6 Command Reference』Cisco Express Forwarding IPv6コマンドの説明

MPLSインフラストラクチャの変更：MFIの導
入、およびMPLS LSCと LC-ATM機能の廃止

MFI拡張機能の情報

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントのWeb
サイトではリソースをオンラインで提供してお

り、マニュアル、ソフトウェア、およびツール

をダウンロードできます。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。

エポックの設定に関する機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。
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プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 8：エポックの設定による、Cisco Express Forwarding および隣接関係テーブルのクリアと再構築の機能情報

機能の設定情報リリース機能名

この機能を使用すると、フォ

ワーディングテーブルをオン

デマンドでクリアし、新しい

フォワーディングテーブルの

構築中も、テーブル内の古いエ

ントリを使用してフォワーディ

ングを継続できます。

この機能は、Cisco IOS XEリ
リース 2で Cisco ASR 1000シ
リーズアグリゲーションサー

ビスルータに導入されました。

この機能について導入または変

更されたコマンドはありませ

ん。

Cisco IOS XEリリース 2.1ノンストップフォワーディン

グ拡張 FIBリフレッシュ

用語集
隣接関係：ルーティング情報を交換するため、選択した隣接ルータとエンドノード間で形成され

た関係。隣接関係は、関連するルータとノードによる共通メディアセグメントの使用に基づいて

います。

CiscoExpressForwarding：レイヤ 3スイッチングテクノロジー。シスコエクスプレスフォワー
ディングは、シスコエクスプレスフォワーディング動作の 2つのモードの 1つである、集中型シ
スコエクスプレスフォワーディングモードを指す場合もあります。シスコエクスプレスフォ

ワーディングにより、ルートプロセッサがエクスプレスフォワーディングを行うことができま

す。分散型シスコエクスプレスフォワーディングは、シスコエクスプレスフォワーディングの

もう 1つの動作モードです。

分散型シスコエクスプレスフォワーディング：シスコエクスプレスフォワーディング動作のモー

ドの 1つであり、ラインカードに、転送情報ベース（FIB）および隣接関係テーブルの同一のコ
ピーが保持されます。ラインカードは、ポートアダプタ間でエクスプレスフォワーディングを実

行します。これにより、ルートプロセッサがスイッチング動作から解放されます。

FIB：転送情報ベース。概念上はルーティングテーブルや情報ベースに似た、シスコエクスプレ
スフォワーディングのコンポーネント。ルータはFIBルックアップテーブルを使用して、シスコ
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エクスプレスフォワーディング動作中に送信先ベースのスイッチング判断を行います。ルータに

は、IPルーティングテーブル内の転送情報のミラーイメージが保持されます。

LIB：ラベル情報ベース。他のラベルスイッチルータ（LSR）から学習したラベル、およびロー
カル LSRによって割り当てられたラベルを格納するために、LSRが使用するデータベース。

ラインカード：さまざまなシスコ製品で使用可能なインターフェイスプロセッサに対する一般的

用語。

プレフィックス：IPアドレスのネットワークアドレス部分。プレフィックスはネットワークおよ
びマスクによって指定され、一般的にネットワーク/マスクの形式で表されます。マスクは、どの
ビットがネットワークビットかを表しています。たとえば、1.0.0.0/16は、IPアドレスの最初の
16ビットがマスクされることを表し、これがネットワークビットであることを示しています。残
りのビットはホストビットです。この場合、ネットワーク番号は 10.0です。

RIB：ルーティング情報ベース。レイヤ 3到達可能性情報および送信先 IPアドレスまたはプレ
フィックスを含むルートの中央リポジトリ。RIBは、ルーティングテーブルとも呼ばれます。

RP：ルートプロセッサ。Cisco 7000シリーズルータのプロセッサモジュールであり、CPU、シ
ステムソフトウェア、およびルータで使用されるメモリコンポーネントの大部分が含まれます。

スーパーバイザリプロセッサと呼ばれることもあります。
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第 8 章

CEF 整合性チェッカの設定

このモジュールには、Cisco Express Forwarding（旧 CEF）整合性チェッカの設定に関する情報と
手順が含まれています。Cisco Express Forwarding整合性チェッカを使用すると、ラインカードや
ルートプロセッサ（RP）からの IPプレフィックスの欠落など、データベースの不整合を検出で
きます。関連するCisco Express Forwardingシステムのエラーメッセージを確認し、Cisco Express
Forwardingの debugおよび showコマンドを発行することで、不整合を調査および解決すること
ができます。

シスコエクスプレスフォワーディングは、高度なレイヤ 3 IPスイッチングテクノロジーです。
これにより、すべての種類のネットワークに関して、ネットワークパフォーマンスとスケーラ

ビリティが最適化されます。こうしたネットワークの種類としては、インターネットや、負荷の

大きいWebベースアプリケーションや対話形式セッションを特長とするネットワークなど、少
量のトラフィックと大量のトラフィックを複雑なパターンで伝送するものがあります。

• 機能情報の確認, 97 ページ

• CEF整合性チェッカの前提条件, 98 ページ

• CEF整合性チェッカの制約事項, 98 ページ

• CEF整合性チェッカに関する情報, 98 ページ

• CEF整合性チェッカの設定方法, 101 ページ

• CEF整合性チェッカの設定例, 105 ページ

• CEF整合性チェッカのその他の参考資料, 106 ページ

• CEF整合性チェッカの機能情報, 107 ページ

• 用語集, 108 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
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プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリスト

を確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

CEF 整合性チェッカの前提条件
シスコエクスプレスフォワーディングの整合性チェッカを設定するには、ネットワーキングデ

バイス上でシスコエクスプレスフォワーディングが起動され、動作している必要があります。

CEF 整合性チェッカの制約事項
Cisco Express Forwardingの整合性チェッカ（lc-detect、scan-lc-rp）は、分散型シスコエクスプレス
フォワーディングが有効になっているデバイスのみに適用されます。

CEF 整合性チェッカに関する情報

CEF および dCEF のシスコプラットフォームサポート
Cisco Express Forwardingは、Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータではデ
フォルトでイネーブルになっています。

ご使用のプラットフォーム上で Cisco Express Forwardingがイネーブルかどうか確認するには、
showipcefコマンドを入力してください。Cisco Express Forwardingが有効になっている場合、次の
出力が表示されます。

Device# show ip cef

Prefix Next Hop Interface
[...]
10.2.61.8/24 192.168.100.1 FastEthernet1/0/0

192.168.101.1 FastEthernet2/1/0
[...]

Cisco Express Forwardingがプラットフォームで有効になっていない場合、showipcefコマンドに対
し次の出力が表示されます。

Device# show ip cef

%CEF not running

プラットフォーム上で Cisco Express Forwardingがイネーブルになっていない場合は、ipcefコマン
ドを使用して Cisco Express Forwardingをイネーブルにするか、または ipcefdistributedコマンドを
使用して分散型シスコエクスプレスフォワーディングをイネーブルにします。
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CEF 整合性チェッカタイプ
Cisco Express Forwardingは、ルーティング情報ベース（RIB）、ルートプロセッサ（RP）、およ
びラインカードデータベースから取得したルーティング情報を使用して、エクスプレスフォワー

ディングを実行します。これらのデータベースを更新すると、これらのデータベースの分散メカ

ニズムが非同期であるため、不整合が発生する可能性があります。非同期データベースの分散に

よる不整合には次のタイプがあります。

•特定のプレフィックスなど、ラインカード上での情報の欠落

•異なるネクストホップ IPアドレスなど、ラインカード上での情報の相違

CiscoExpressForwardingは、独立して動作するパッシブおよびアクティブ整合性チェッカをサポー
トして、これらのフォワーディングの不整合を検出します。次の表は、整合性チェッカの説明、

およびチェッカが RPとラインカード上のどちらで動作するかを示しています。

表 9：Cisco Express Forwarding の整合性チェッカのタイプ

説明動作対象チェッカタイプ

（分散型シスコエクスプレス

フォワーディングのみ）ライン

カード上の欠落しているプレ

フィックスを検出します。情報

は RPによって確認されます。

ラインカードの転送情報ベース

（FIB）テーブルから欠落して
いることが見つかった IPプレ
フィックスを取得します。IPプ
レフィックスが不明の場合、ラ

インカードは対応するアドレス

のパケットを転送できません。

次に整合性チェッカは確認のた

めにRPに IPプレフィックスを
送信します。RPで関連するエ
ントリが検出されると、不一致

が検出され、エラーメッセー

ジが表示されます。最後に、RP
はラインカードに信号を送り返

し、その IPプレフィックスが
不整合であることを確認しま

す。

ラインカードlc-detect
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説明動作対象チェッカタイプ

分散型シスコエクスプレス

フォワーディングは、設定可能

な期間FIBテーブルを調査し、
次の x個のプレフィックスを
RPに送信するだけです。RP
は、FIBテーブルで正確なルッ
クアップを行います。プレ

フィックスが欠落していること

を RPが確認すると、RPは不
整合を報告します。最後に、RP
が確認のためにラインカードに

信号を戻します。

期間と送信されるプレフィック

ス数は、

ceftableconsistency-checkコマ
ンドで設定します。

ラインカードscan-lc-rp

（分散型シスコエクスプレス

フォワーディングのみ）設定可

能な期間 RP FIBテーブルを調
査し、次のx個のプレフィック
スをラインカードに送信しま

す。（この動作は、scan-lc-rp
チェッカが実行する動作とは反

対です。）ラインカードは、

FIBテーブルで正確なルック
アップを行います。ラインカー

ドがプレフィックスの欠落を確

認すると、ラインカードは不整

合を報告し、確認のため RPに
信号を送ります。

期間と送信されるプレフィック

ス数は、

ceftableconsistency-checkコマ
ンドで設定します。

ルートプロセッサscan-rp-lc

ルーティング情報ベース

（RIB）を FIBテーブルと比較
し、FIBテーブルにないエント
リ数を提供します。

ルートプロセッサscan-rib-ios
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説明動作対象チェッカタイプ

FIBテーブルをRIBと比較し、
RIBにないエントリ数を提供し
ます。

ルートプロセッサscan-ios-rib

Cisco Express Forwarding整合性チェッカはデフォルトで無効になっています。コンソールエラー
は、デフォルトで無効になっています。

ラインカードや RPからの IPプレフィックスの欠落など、データベースの不整合を検出した場合
には、Cisco Express Forwardingシステムのエラーメッセージを確認し、Cisco Express Forwarding
のdebugおよび showコマンドを発行することで、不整合を調査および解決することができます。

Cisco Express Forwarding整合性チェッカのシステムエラーメッセージについては、『System
Messages for Cisco IOS XE Software』を参照してください。

CEF 整合性チェッカの設定方法

CEF 整合性チェッカの有効化
Cisco Express Forwarding整合性チェッカを有効にするには、次のタスクを実行します。

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. ceftableconsistency-check{ipv4 | ipv6} [auto-repair [delayseconds [holddownseconds] |

holddownseconds] | data-checking | error-message | type {lc-detect | scan-lc-rp | scan-rp-lc | scan-rib-ios
| scan-ios-rib} [countcount-number [periodseconds] | periodseconds]]

4. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステッ

プ 1   •パスワードを入力します（要求された場合）。
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステッ

プ 2   

Cisco Express Forwardingテーブルの整合性チェッカのタイプとパラメータを
有効にします。

ceftableconsistency-check{ipv4
| ipv6} [auto-repair
[delayseconds

ステッ

プ 3   

• ipv4キーワードは、IPv4アドレスをチェックします。[holddownseconds] |
holddownseconds] | • ipv6キーワードは、IPv6アドレスをチェックします。data-checking | error-message |
type {lc-detect | scan-lc-rp | • auto-repairキーワードは、自動修復機能を有効にします。デフォルト

で、この機能は有効になっています。コマンドのno形式を入力して自scan-rp-lc | scan-rib-ios |
scan-ios-rib}

動修復を無効にしたり、コマンドのデフォルト形式を入力して自動修[countcount-number
復設定を 10秒の遅延と 300秒のホールドダウン時間にリセットしたり
できます。

[periodseconds] |
periodseconds]]

例：

Device(config)# cef table

• delaysecondsのキーワードと引数ペアは、不整合を修正するために整合
性チェッカが待機する時間を指定します。有効な範囲は 10～ 300秒で
す。デフォルトの遅延時間は 10秒です。

consistency-check ipv4
• holddownsecondsのキーワードと引数のペアは、自動修復の実行後に自
動修復を再度有効にするまでに整合性チェッカが待機する時間を指定

scan-rib-ios count 100
period 60

します。有効な範囲は 300～ 3000秒です。デフォルトの遅延時間は
300秒です。

• data-checkingキーワードは、整合性チェッカのデータチェックユー
ティリティを有効にします。デフォルトで、この機能は無効になって

います。

• error-messageキーワードは、整合性チェッカが不整合を検出したとき
に、エラーメッセージを生成できるようにします。デフォルトで、こ

の機能は無効になっています。

• typeキーワードは、イネーブルにできる整合性チェッカのタイプを示
します。

• lc-detectキーワードを指定すると、ラインカードは、ルートプロセッ
サ（RP）によって確認された、欠落したプレフィックスを検出できま
す。

• scan-lc-rpキーワードを指定すると、ラインカード上のテーブルのパッ
シブスキャンチェックを実行できます。

• scan-rp-lcキーワードを指定すると、RP上のテーブルのパッシブスキャ
ンチェックを実行できます。
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目的コマンドまたはアクション

• scan-rib-iosキーワードは、ルーティング情報ベース（RIB）と転送情
報ベース（FIB）を比較し、FIBテーブルにないエントリ数を提供しま
す。

• scan-ios-ribキーワードは、FIBテーブルと RIBを比較し、RIBにない
エントリ数を提供します。

• count numberキーワードと引数のペアは、スキャンごとにチェックす
るプレフィックスの最大数を指定します。有効な範囲は 2～ 10000で
す。

• periodsecondsキーワードと引数のペアは、候補のプレフィックスに対
する更新を不整合として無視する期間を指定します。有効な範囲は 30
～ 3600秒です。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config)# end

ステッ

プ 4   

テーブルの不整合の表示とクリア

lc-detect、scan-rp-lc、scan-lc-rp、scan-rib-ios、および scan-ios-rib検出機能によって検出されたCisco
Express Forwardingテーブルの不一致レコードを表示およびクリアするには、次のタスクを実行し
ます。

手順の概要

1. enable
2. testceftableconsistency [detail]
3. clearipcefinconsistency
4. clearceflinecard[slot-number] [adjacency | interface | prefix]
5. showceftableconsistency-check
6. disable
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

このコマンドを使用すると、プレフィックスの整合性につ

いて、Cisco Express Forwardingの転送情報ベース（FIB）
をテストできます。

testceftableconsistency [detail]

例：
Device# test cef table consistency

ステップ 2   

このコマンドを使用すると、Cisco Express Forwardingの整
合性チェッカが検出した、Cisco Express Forwardingの不整
合の統計情報とレコードをクリアできます。

clearipcefinconsistency

例：

Device# clear ip cef inconsistency

ステップ 3   

このコマンドを使用すると、ラインカードから Cisco
Express Forwardingの情報をクリアできます。

clearceflinecard[slot-number] [adjacency
| interface | prefix]

例：

Device# clear cef linecard

ステップ 4   

このコマンドを使用すると、FIBでCiscoExpressForwarding
整合性チェッカのステータスを確認できます。

showceftableconsistency-check

例：

Device# show cef table
consistency-check

ステップ 5   

このコマンドを使用して、ユーザ EXECモードに戻りま
す。

disable

例：

Device# disable

ステップ 6   
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CEF 整合性チェッカの設定例

例：CEF 整合性チェッカの有効化
次の例は、scan-rp Cisco Express Forwardingの整合性チェッカをイネーブルにする方法を示してい
ます。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# cef table consistency-check scan-rp-lc count 225 period 3600
Device(config)# end

ルートプロセッサ（RP）は、225秒ごとにラインカードに 3600個のプレフィックスを送信す
るよう設定されています。

（注）

例：テーブルの不整合の表示とクリア

次の例は、プレフィックスの整合性について Cisco Express Forwarding FIBをテストする方法を示
します。

Device# test cef table consistency detail

次に、testceftableconsistencydetailコマンドの出力例を示します。
Device# test cef table consistency detail

full-scan-rib-ios: Checking IPv4 RIB to FIB consistency
full-scan-rib-ios: FIB checked 12 prefixes, and found 0 missing.
full-scan-ios-rib: Checking IPv4 FIB to RIB consistency
full-scan-ios-rib: Checked 12 FIB prefixes in 1 pass, and found 0 extra.
full-scan-rp-lc: Sent 26 IPv4 prefixes to linecards in 1 pass
full-scan-rp-lc: Initiated IPv4 FIB check on linecards..4..1..0..
full-scan-rp-lc: FIB IPv4 check completed on linecards..1..0..4..
full-scan-rp-lc: Linecard 4 checked 26 IPv4 prefixes (ignored 0). 0 inconsistent.
full-scan-rp-lc: Linecard 1 checked 26 IPv4 prefixes (ignored 0). 0 inconsistent.
full-scan-rp-lc: Linecard 0 checked 26 IPv4 prefixes (ignored 0). 0 inconsistent.
full-scan-rib-ios: Checking IPv6 RIB to FIB consistency
full-scan-rib-ios: FIB checked 16 prefixes, and found 5 missing.
full-scan-ios-rib: Checking IPv6 FIB to RIB consistency
full-scan-ios-rib: Checked 11 FIB prefixes in 1 pass, and found 0 extra.
full-scan-rp-lc: Sent 11 IPv6 prefixes to linecards in 1 pass
full-scan-rp-lc: Initiated IPv6 FIB check on linecards..4..1..0..
full-scan-rp-lc: FIB IPv6 check completed on linecards..1..4..0..
full-scan-rp-lc: Linecard 4 checked 11 IPv6 prefixes (ignored 0). 0 inconsistent.
full-scan-rp-lc: Linecard 1 checked 11 IPv6 prefixes (ignored 0). 0 inconsistent.
full-scan-rp-lc: Linecard 0 checked 11 IPv6 prefixes (ignored 0). 0 inconsistent.
No IPv4 inconsistencies found, check took 00:00:01.444
Warning: 5 IPv6 inconsistencies found, check took 00:00:01.240

このコマンドの出力は、IPv4の不整合が見つからず、5つの IPv6の不整合が検出されたことを示
しています。また、FIBおよびラインカードによってチェックされたプレフィックスの数と、欠
落しているプレフィックスの数（ある場合）も示しています。
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次の例は、showceftableconsistency-checkコマンドの出力を示しています。

Device# show cef table consistency-check

Consistency checker master control: enabled
IPv4:
Table consistency checker state:
scan-rib-ios: disabled
0/0/0/0 queries sent/ignored/checked/iterated
scan-ios-rib: disabled
0/0/0/0 queries sent/ignored/checked/iterated
full-scan-rib-ios: enabled [1000 prefixes checked every 60s]
0/0/0/0 queries sent/ignored/checked/iterated
full-scan-ios-rib: enabled [1000 prefixes checked every 60s]
0/0/0/0 queries sent/ignored/checked/iterated

Checksum data checking disabled
Inconsistency error messages are disabled
Inconsistency auto-repair is enabled (10s delay, 300s holddown)
Inconsistency auto-repair runs: 0
Inconsistency statistics: 0 confirmed, 0/16 recorded
IPv6:
Table consistency checker state:
scan-ios-rib: disabled
0/0/0/0 queries sent/ignored/checked/iterated
full-scan-rib-ios: enabled [1000 prefixes checked every 60s]
0/0/0/0 queries sent/ignored/checked/iterated
full-scan-ios-rib: enabled [1000 prefixes checked every 60s]
0/0/0/0 queries sent/ignored/checked/iterated

Checksum data checking disabled
Inconsistency error messages are disabled
Inconsistency auto-repair is enabled (10s delay, 300s holddown)
Inconsistency auto-repair runs: 0
Inconsistency statistics: 0 confirmed, 0/16 recorded

このコマンドの出力は、2つの完全なスキャンが有効で、60秒ごとに 1000個のプレフィックスが
チェックされていることを示しています。また、自動修復機能が有効で、デフォルトでは10秒の
遅延と 300秒のホールドダウン時間が設定されていることも示しています。この例では、不整合
は見つかりませんでした。

CEF 整合性チェッカのその他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Master Commands List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Switching Command Reference』シスコエクスプレスフォワーディングコマン

ド
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントのWeb
サイトではリソースをオンラインで提供してお

り、マニュアル、ソフトウェア、およびツール

をダウンロードできます。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。

CEF 整合性チェッカの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 10：CEF 整合性チェッカの機能情報

機能情報リリース機能名

——Cisco IOS XEリリース 2.1以降
にこのモジュールで導入または

変更された機能はないため、こ

の表は空白になっています。こ

の表は、このモジュールに機能

情報が追加されると更新されま

す。
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用語集
隣接関係：ルーティング情報を交換するため、選択した隣接ルータとエンドノード間で形成され

た関係。隣接関係は、関連するルータとノードによる共通メディアセグメントの使用に基づいて

います。

Cisco CiscoExpressForwarding：レイヤ 3スイッチングテクノロジー。シスコエクスプレスフォ
ワーディングは、シスコエクスプレスフォワーディング動作の 2つのモードの 1つである、集中
型シスコエクスプレスフォワーディングモードを指す場合もあります。シスコエクスプレス

フォワーディングにより、ルートプロセッサ（RP）がエクスプレスフォワーディングを行うこ
とができます。分散型シスコエクスプレスフォワーディングは、シスコエクスプレスフォワー

ディングのもう 1つの動作モードです。

分散型シスコエクスプレスフォワーディング：シスコエクスプレスフォワーディングスイッチ

ングのモードの1つであり、ラインカードに、転送情報ベース（FIB）および隣接関係テーブルの
同一のコピーが保持されます。ラインカードは、ポートアダプタ間でエクスプレスフォワーディ

ングを実行します。これにより、ルートプロセッサがスイッチング動作から解放されます。

FIB：転送情報ベース。概念上はルーティングテーブルや情報ベースに似た、シスコエクスプレ
スフォワーディングのコンポーネント。ルータはFIBルックアップテーブルを使用して、シスコ
エクスプレスフォワーディング動作中に送信先ベースのスイッチング判断を行います。ルータに

は、IPルーティングテーブル内の転送情報のミラーイメージが保持されます。

IPC：プロセス間通信。ルータが分散型シスコエクスプレスフォワーディングモードで動作して
いる場合に、RPからラインカードへの、シスコエクスプレスフォワーディングテーブルの配布
を可能にするメカニズム。

LIB：ラベル情報ベース。他のラベルスイッチルータ（LSR）から学習したラベル、およびロー
カル LSRによって割り当てられたラベルを格納するために、LSRが使用するデータベース。

ラインカード：さまざまなシスコ製品で使用可能なインターフェイスプロセッサに対する一般的

用語。

MPLS：MultiprotocolLabelSwitching（マルチプロトコルラベルスイッチング）。通常のルーティ
ングパスに沿ったパケット転送（MPLSホップバイホップ転送とも呼ばれる）の業界標準。

プレフィックス：IPアドレスのネットワークアドレス部分。プレフィックスはネットワークおよ
びマスクによって指定され、一般的にネットワーク/マスクの形式で表されます。マスクは、どの
ビットがネットワークビットかを表しています。たとえば、192.0.2.1/16は、IPアドレスの最初の
16ビットがマスクされることを表し、これがネットワークビットであることを示しています。残
りのビットはホストビットです。この場合、ネットワーク番号は 192.0です。

RIB：ルーティング情報ベース。レイヤ 3到達可能性情報および送信先 IPアドレスまたはプレ
フィックスを含むルートの中央リポジトリ。RIBは、ルーティングテーブルとも呼ばれます。

RP：ルートプロセッサ。CPU、システムソフトウェア、およびルータで使用されるほとんどの
メモリコンポーネントが含まれるプロセッサモジュール。スーパーバイザリプロセッサと呼ば

れることもあります。

VPN：バーチャルプライベートネットワークトンネリングを使用し、公衆 TCP/IPネットワーク
を通じて IPトラフィックを安全に転送することを可能にするルータ構成。
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VRF：バーチャルプライベートネットワーク（VPN）ルーティング/転送インスタンス。VRFは、
IPルーティングテーブル、取得されたルーティングテーブル、そのルーティングテーブルを使
用する一連のインターフェイス、ルーティングテーブルに登録されるものを決定する一連のルー

ルおよびルーティングプロトコルで構成されています。一般に、VRFには、プロバイダーエッジ
ルータに付加されるカスタマーVPNサイトが定義されたルーティング情報が格納されています。
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第 9 章

CEF ネットワークアカウンティングの設定

このモジュールには、CiscoExpress Forwardingのネットワークアカウンティングの設定に関する
情報、および設定方法が記載されています。アカウンティングで生成される統計情報によって、

ネットワークでのCiscoExpress Forwardingのパターンがわかりやすくなります。たとえば、送信
先にスイッチングされたパケット数およびバイト数、または送信先を経由するようにスイッチン

グされたパケット数がわかります。

シスコエクスプレスフォワーディングは、高度なレイヤ 3 IPスイッチングテクノロジーです。
これにより、すべての種類のネットワークに関して、ネットワークパフォーマンスとスケーラ

ビリティが最適化されます。こうしたネットワークの種類としては、インターネットや、負荷の

大きいWebベースアプリケーションや対話形式セッションを特長とするネットワークなど、少
量のトラフィックと大量のトラフィックを複雑なパターンで伝送するものがあります。

• 機能情報の確認, 111 ページ

• CEFネットワークアカウンティングの前提条件, 112 ページ

• CEFネットワークアカウンティングに関する情報, 112 ページ

• CEFネットワークアカウンティングの設定方法, 125 ページ

• CEFネットワークアカウンティングの設定例, 136 ページ

• その他の参考資料, 138 ページ

• CEFネットワークアカウンティングの機能情報, 140 ページ

• 用語集, 140 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリスト

を確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。
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プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

CEF ネットワークアカウンティングの前提条件
シスコエクスプレスフォワーディングのネットワークアカウンティングを設定するには、ネッ

トワーキングデバイス上でシスコエクスプレスフォワーディングが起動され、動作している必

要があります。ネットワーキングデバイスでシスコエクスプレスフォワーディングがイネーブ

ルかどうかを判断する方法については、「集中型CEFおよび dCEFのシスコプラットフォームサ
ポート」の項を参照してください。

CEF ネットワークアカウンティングに関する情報
設定可能なその他のシスコエクスプレスフォワーディング機能および分散型シスコエクスプレ

スフォワーディング機能に関する情報へのリンクについては、その他の参考資料,（138ページ）
に移動してください。

集中型 CEF および dCEF のシスコプラットフォームサポート
シスコエクスプレスフォワーディングは、Cisco IOSソフトウェアリリース 12.0以降を実行して
いるほとんどのシスコプラットフォームで、デフォルトでイネーブルになっています。シスコエ

クスプレスフォワーディングをルータでイネーブルにすると、ルートプロセッサ（RP）がエク
スプレスフォワーディングを実行します。

ご使用のプラットフォーム上でCiscoExpressForwardingがイネーブルかどうか確認するには、show
ip cefコマンドを入力してください。シスコエクスプレスフォワーディングがイネーブルの場合
は、次のような出力が表示されます。

Router# show ip cef
Prefix Next Hop Interface
[...]
10.2.61.8/24 192.168.100.1 FastEthernet1/0/0

192.168.101.1 FastEthernet6/1
[...]

ご使用のプラットフォーム上で Cisco Express Forwardingがイネーブルでない場合、show ip cefコ
マンドの出力は次のようになります。

Router# show ip cef
%CEF not running

分散型シスコエクスプレスフォワーディングは、Catalyst 6500シリーズスイッチ、Cisco 7500シ
リーズルータ、および Cisco 12000シリーズインターネットルータで、デフォルトでイネーブル
になっています。プラットフォーム上で分散型シスコエクスプレスフォワーディングがイネーブ

ルになっている場合、ラインカードはエクスプレスフォワーディングを実行します。
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プラットフォーム上でCisco Express Forwardingがイネーブルになっていない場合は、ip cefコマン
ドを使用して（集中型）Cisco Express Forwardingをイネーブルにするか、または ip cef distributed
コマンドを使用して分散型シスコエクスプレスフォワーディングをイネーブルにします。

トラフィックマトリックス統計情報

トラフィックマトリックス統計情報（TMS）の機能を使用すると、管理者は次のデータを集める
ことができます。

•内部および外部ソースからバックボーンを通ったパケット数およびバイト数。パケット数お
よびバイト数を TMSと呼びます。これは、バックボーンが処理するトラフィック量を判断
するために役立ちます。次の方法を使用して TMSを解析できます。

•ネットワークデータアナライザ（NDA）のアプリケーションによってTMSを収集して
表示する

•バックボーンルータにある TMSを読み取る

•ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）送信先のネイバー自律システム。これらのシステ
ムは、バックボーンルータの tmasinfo_asciiファイルを読み取ることで表示できます。

次の項では、コマンドラインインターフェイス（CLI）および NDAを使用して TMSを収集およ
び表示する方法について説明します。NDAの使用方法の詳細については、『NetworkDataAnalyzer
Installation and User Guide』を参照してください。

TMS および CEF の非再帰アカウンティング
TMSを使用して、管理者は、BGPを実行しているバックボーンに入るトラフィックのデータを
キャプチャし、分析できます。管理者は、TMS機能を使用して BGP送信先のネイバー自律シス
テムを判別することもできます。TMSは、Cisco Express Forwardingの非再帰アカウンティングに
よるパケット転送中にカウントされます。

バックボーンルータで TMS収集をイネーブルにすることで、バックボーン外のサイトからバッ
クボーンに入るトラフィックの量を判断できます。また、バックボーン内で生成されたトラフィッ

クの量も判断できます。この情報は、バックボーンを通過するトラフィックの最適化および管理

に役立ちます。

次に、シスコエクスプレスフォワーディングの非再帰的アカウンティングが Interior Gateway
Protocol（IGP）ルータおよびこれに依存するBGPルータのパケット統計情報を集約する方法につ
いて説明します。

サービスプロバイダーによって導入されるBGPネットワークには、次のコンポーネントが含まれ
ている可能性があります。

•トラフィックの送信先となるネクストホップを説明する IGPルート

•トラフィックを送信する中間アドレスを指定する BGPルート
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BGPルートに対して指定された中間アドレスは、プロバイダーエッジ（PE）ルータから離れた複
数のホップである可能性があります。BGPルート用のネクストホップは、BGPルートの中間アド
レス用のネクストホップです。BGPルートは、フォワーディングにネクストホップを提供する
IGPルーティングに中間アドレス経由で向かうため、再帰的と呼ばれます。ただし、BGPルート
の中間アドレスと同様に、ルートのルックアップによって直接到達不可能であるネクストホップ

が生じます。IGPルートへの再帰ルックアップは、間接ネクストホップに到達する方法を決定す
るために使用されます。

シスコエクスプレスフォワーディングは、非再帰的エントリとして IGPルートを表現し、非再帰
的エントリで解決される再帰的エントリとして BGPルートを表現します。

Cisco Express Forwardingの非再帰アカウンティングは、Cisco Express Forwarding非再帰エントリ
経由で解決するすべての Cisco Express Forwarding再帰エントリ（BGPルートから）のパケットお
よび非再帰エントリ（IGPルートから）のパケットをカウントします。パケットの数は、1つの場
所で合計されます。

シスコエクスプレスフォワーディングの非再帰的エントリに基づいてフォワーディングされたパ

ケットは、バックボーンルータの入力インターフェイスが内部と外部のどちらとして設定されて

いたかによって、2つのビンに分けられます。そのため、外部インターフェイス（対象領域の外）
に到達したすべてのパケットと、指定された IGPルートに基づいて（直接、または再帰的 BGP
ルートを通じて）フォワーディングされたすべてのパケットは、一緒にカウントされます。

次の例で、BGPルートが 1つの IGPルートに解決されるときと、そうでないときで、シスコエク
スプレスフォワーディングの非再帰的アカウンティングがパケットをカウントする方法を示しま

す。

マルチアクセスネットワークアクセスポイント（NAP）には、NAPネットワークのホストを参
照する BGPルートがあります。

•ネットワークが単一の IGPルートとしてアドバタイズされている場合、この NAPのさまざ
まなホストへのすべての BGPルートが単一の IGPルートに解決されます。Cisco Express
Forwardingの非再帰アカウンティングは、すべてのBGP宛先に送信されるパケットの数をカ
ウントします。

•ネットワーク管理者が、NAPネットワークから IGPへのホストルートを個別にアドバタイ
ズした場合、シスコエクスプレスフォワーディングの非再帰的アカウンティングは、これ

らのホストへのパケットを別々にカウントします。

バックボーンルータによる TMS 収集方法
TMSを収集するようにバックボーンルータを有効にしている場合は、バックボーン以外のサイト
からバックボーンに着信するトラフィック量を決定できます。また、バックボーン内で生成され

たトラフィックの量も判断できます。この情報は、バックボーンを通過するトラフィックの最適

化および管理に役立ちます。次の図に、TMSを使用して収集できるトラフィック統計情報を示し
ます。

次の図に、バックボーンルータおよびリンクによるサンプルネットワークを示します。バック

ボーンを経由するトラフィックが、TMS収集の対象領域です。TMSは、パケットのフォワーディ
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ング時に収集されます。バックボーンは、暗い影付きのルータと太字リンクによって表していま

す。薄い影付きルータと影なしルータは、バックボーンの外部にあります。

図 4：バックボーンルータおよびリンクによるサンプルネットワーク

次の図に、上の図で Los Angeles Point Of Presence（POP）を Atlanta POPにリンクしているバック
ボーンルータの分解図を示します。太字の線は、Atlanta POPへのバックボーンリンクを表して
います。

次の図に、バックボーンルータを経由する次のタイプのトラフィックを示します。

•点線Aは、バックボーンの一部ではないルータからバックボーンに入るトラフィックを表し
ています。これを外部トラフィックと呼びます。
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•点線 Bおよび Dは、バックボーンから出るトラフィックを表しています。これを内部トラ
フィックと呼びます。

•点線Cは、バックボーンを使用していないため、TMSの対象ではないトラフィックを表して
います。

図 5：バックボーンルータを通過するトラフィックのタイプ

バックボーンルータがバックボーンルータを通るパケット数およびバイト数を追跡できるように

することで、バックボーンが処理するトラフィックの量を判断できます。トラフィックはカテゴ

リ「内部」と「外部」に分類できます。バックボーンルータの着信インターフェイスを内部また

は外部と指定することによって、トラフィックを分けます。

バックボーンルータで TMS収集をイネーブルにすると、ルータはカウンタを開始します。この
カウンタは、ネットワークトラフィックがバックボーンルータを通るときに動的に更新されま

す。バックボーンルータへのコマンドまたは NDAを使用して、TMSのスナップショットを取得
できます。

外部トラフィック（上の図のパス A）は、バックボーンルータを通るトラフィックの量を判断す
るときに、最も重要です。内部トラフィック（上の図のパスBおよびD）は、すべてのTMSデー
タをキャプチャしていることを確認するために役立ちます。TMSのスナップショットを受け取る
とき、パケットおよびバイトは内部および外部のカテゴリで表示されます。

TMS 表示オプション
TMSを収集した後、データを表示する 3つのオプションがあります。

ここでは、アカウンティングデータの表示に関する次の情報について説明します。

NDA 表示モジュールによって表示される TMS
NDAは、NDA表示モジュールを通じて、バックボーンルータからTMSを収集してデータを表示
します。TMSは次の 2つの図に示されているデータのように見える場合があります。表示形式
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は、選択した集計方式によって異なります。詳細については、『Network Data Analyzer Installation
and User Guide』を参照してください。
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（NDA表示モジュールが提供するデータは、幅広に表示されます。スクロールバーを左右にスラ
イドして、すべてのデータを確認してください。次の 2つの図に、すべてのデータカラムを示し
ます）

図 6：NDA による TMS の表示（その 1）

図 7：NDA による TMS の表示（その 2）
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表示される非再帰アカウンティング情報

showipcefコマンドを使用して、非再帰的アカウンティング情報を表示できます。この情報には、
IGPルートの IPプレフィックスアドレス/マスク（a.b.c.d/lenの形式）を通った内部および外部の
パケット数およびバイト数が含まれます。ルータの IPアドレスが10.102.102.102、外部トラフィッ
クが 0パケットおよび 0バイト、内部トラフィックが 1144パケットおよび 742バイトの例を示し
ます。

Router# show ip cef 10.102.102.102
10.102.102.10/32, version 34, epoch 0, per-destination sharing
0 packets, 0 bytes
tag information set
local tag: 19
via 10.1.1.100, FastEthernet0/0/0, 0 dependencies
next hop 10.1.1.100, FastEthernet0/0/0
valid adjacency
tag rewrite with FE0/0/0, 10.1.1.100, tags imposed {17}
0 packets, 0 bytes switched through the prefix
tmstats: external 0 packets, 0 bytes

internal 1144 packets, 742 bytes
30 second output rate 0 Kbits/sec

timestats ファイル内の統計情報
tmstats_asciiファイル内の統計情報を解読するタスクを実行する前に（「tmstatsファイルの解読」
の項で説明するオプションの手順）、以下を理解しておく必要があります。

IP スイッチング Cisco Express Forwarding 設定ガイド
119

CEF ネットワークアカウンティングの設定
timestats ファイル内の統計情報



バックボーンルータの仮想ファイル

バックボーンルータにあり、次の仮想ファイルに保存されている TMSを読み取ることができま
す。

• tmstats_ascii：ASCII（人間に解読可能な)形式の TMS

• tmstats_binary：バイナリ（スペース効率が高い）形式の TMS

バイナリファイル tmstats_binaryに、スペース効率が高い形式という点を除き、ASCIIファイルと
同じ情報が含まれています。このファイルをルータからコピーして、バイナリ形式のファイルを

使用できるユーティリティで読み取ることができます。

tmstats ファイルのヘッダーの説明

tmstats_asciiファイルのヘッダーは、バックボーンルータのアドレス、およびルータが TMSデー
タの収集およびエクスポートに使用した時間に関する情報を提供します。ヘッダーは 1行で、次
の形式が使用されます。

VERSION 1|ADDR
<address>
|AGGREGATION
TrafficMatrix.ascii|SYSUPTIME
<seconds>|
routerUTC
<routerUTC>
|NTP
<synchronized|unsynchronized>|DURATION
<aggregateTime>
|

次の表に、tmstats_asciiファイルのファイルヘッダーのフィールド説明を示します。

表 11：tmstats_ascii ファイルのヘッダーのフィールド

説明フィールド最大フィールド長

ファイル形式のバージョンVERSION10

ルータの IPアドレスADDR21

集約されたデータのタイプAGGREGATION32

ルータが起動されてからエクス

ポートされるまでの時間（秒単

位）

SYSUPTIME21

1900年 1月 1日（協定世界時
（UTC））からエクスポートさ
れるまでの時間（秒単位）

（ルータが決定）

routerUTC21
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説明フィールド最大フィールド長

ルータの UTCが、タイムサー
バに接続された電波時計や原子

時計など、正確なタイムソー

スとネットワークタイムプロ

トコル（NTP）で同期されてい
るかどうかの表示

NTP19

データのキャプチャに必要だっ

た時間（秒単位）（trailing |）
DURATION20

送信先プレフィックスレコードの説明

送信先プレフィックスレコードは、IGPルートの内部および外部のパケットおよびバイトを示し
ます。次の形式が使用されます。

p|
<destPrefix/Mask>
|
<creationSysUpTime>
|
<internalPackets>
|
<internalBytes>
|
<externalPackets>
|
<externalBytes>

per-prefixレコードは、ラベルスイッチドトラフィックデータに関する情報だけを示します。バッ
クボーンルータまたはスイッチを通るラベルフォワーディングは、ダイナミックラベルスイッ

チングまたはトラフィックエンジニアリングパスに基づきます。

次の表に、宛先プレフィックスレコードのフィールドについて説明します。

表 12：送信先プレフィックスレコードのフィールド

説明フィールド最大フィールド長

pは、レコードがダイナミック
ラベルスイッチング（LDPな
ど）データ、またはヘッドエン

ドトラフィックエンジニアリ

ング（TE）トンネルトラ
フィックデータを表している

という意味です。

tは、レコードに TEトンネル
中間点データが含まれていると

いう意味です。

<recordType>2
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説明フィールド最大フィールド長

この IGPルートの IPプレ
フィックスアドレス/マスク
（a.b.c.d/lenの形式）。

destPrefix/Mask19

レコードが最初に作成されたと

きに、システムが実行を続けて

いた時間。

creationSysUpTime11

内部パケット数。internalPackets21

内部バイト数。internalBytes21

外部パケット数。externalPackets21

外部バイト数（末尾に |な
し）。

externalBytes20

トンネル中間点レコードの説明

トンネル中間点レコードは、トンネルヘッドの内部および外部のパケットおよびバイトを示しま

す。次の形式が使用されます。

t|
<headAddr><tun_id>
|
<creationSysUpTime>
|

<internalPackets>
|
<internalBytes>
|
<externalPackets>
|
<externalBytes>

次の表に、トンネル中間点レコードのフィールドについて説明します。

表 13：トンネル中間点レコードのフィールド

説明フィールド最大フィールド長

tは、レコードに TEトンネル
中間点データが含まれていると

いう意味です。

<recordType>2

トンネルヘッドの IPアドレス
およびトンネルインターフェ

イス番号。

headAddr<space>tun_id27
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説明フィールド最大フィールド長

レコードが最初に作成されたと

きに、システムが実行を続けて

いた時間。

creationSysUpTime11

内部パケット数。internalPackets21

内部バイト数。internalBytes21

外部パケット数。externalPackets21

外部バイト数（末尾に |な
し）。

externalBytes20

tmsasinfo ファイル内の統計情報
thetmsasinfoファイル内の統計情報を表示する前に（tmsasinfoファイルの情報の表示, （133ペー
ジ）で説明するオプションの手順）、以下を理解しておく必要があります。

tmsasinfo ファイルのヘッダー形式

ファイルヘッダーは、ルータのアドレスを提供し、ルータがデータの収集およびエクスポートに

使用した時間を示します。ファイルヘッダーでは、次の形式が使用されます。

VERSION 1|ADDR
<address>
|AGGREGATION
ASList.ascii|SYSUPTIME
<seconds>|routerUTC

<routerUTC>
|DURATION
<aggregateTime>
|

次の表に、ファイルヘッダー内のフィールドについて説明します。

表 14：tmsasinfo ファイルヘッダーのフィールド

説明フィールド最大フィールド長

ファイル形式のバージョンVERSION5

ルータの IPアドレスADDR15

集約されたデータのタイプAGGREGATION20
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説明フィールド最大フィールド長

ルータが起動されてからエクス

ポートされるまでの時間（秒単

位）

SYSUPTIME10

1900年 1月 1日からエクスポー
トされるまでの時間（秒単

位）。ルータが決定

routerUTC10

データのキャプチャに必要だっ

た時間（秒単位）

DURATION10

tmsasinfo ファイルのネイバー AS レコード

ネイバー ASレコードは、各 BGPルートのネイバー ASおよび基になるプレフィックス/マスクを
示します。レコードでは、次の形式が使用されます。

<nonrecursivePrefix/Mask>
|
<AS>
|
<destinationPrefix/Mask>

次の表に、ネイバー ASレコードのフィールドについて説明します。

表 15：ネイバー AS レコードのフィールド

説明フィールド最大フィールド長

この IGPルートの IPプレ
フィックスアドレス/マスク
（a.b.c.d/lenの形式）

nonrecursivePrefix/Mask18

ネイバー ASAS5

転送情報ベース（FIB）エント
リ（一般的には BGPルート）
のプレフィックス/マスク

destinationPrefix/Mask18
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CEF ネットワークアカウンティングの設定方法

CEF ネットワークアカウンティングの設定
Cisco Express Forwardingのネットワークアカウンティングを有効にするには、次のタスクを実行
します。

グローバルコンフィギュレーションモードからシスコエクスプレスフォワーディングのネット

ワークアカウンティングをイネーブルにすると、RPでアカウンティング情報が収集されます。

グローバルコンフィギュレーションモードから分散型シスコエクスプレスフォワーディングの

ネットワークアカウンティングをイネーブルにすると、IPプレフィックスごとにグループ化され
たアカウンティング情報は RPには送信されませんが、ラインカードで収集されます。

シスコエクスプレスフォワーディングまたは分散型シスコエクスプレスフォワーディングのア

カウンティング情報を収集した後、show ip cefコマンドを使用して統計情報を表示できます。ラ
インカードの統計情報を確認するには、show cef interface statisticsコマンドを使用します。

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. ipcefaccounting {[non-recursive] [per-prefix] [prefix-length]}
4. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

シスコエクスプレスフォワーディングのネットワークアカウンティ

ングをイネーブルにします。

ipcefaccounting {[non-recursive]
[per-prefix] [prefix-length]}

例：

Router(config)# ip cef
accounting per-prefix

ステップ 3   

• non-recursiveキーワードを使用すると、非再帰的プレフィック
スを使用してエクスプレスフォワーディングされたパケット

数およびバイト数をカウントできます。

このキーワードは、グローバルコンフィギュレーションモードで

コマンドを使用した場合のオプションです。

• per-prefixキーワードを使用すると、宛先 IPアドレスにエクス
プレスフォワーディングされたパケット数およびバイト数を

カウントできます。

• prefix-lengthキーワードを使用すると、プレフィックス長に基
づくアカウンティングが可能になります。

特権 EXECモードに戻ります。exit

例：

Router(config)# exit

ステップ 4   

バックボーンルータでの TMS 収集のイネーブル化
この項には、Cisco Express ForwardingのTMSを収集するようバックボーンルータを有効にするた
めの情報および手順が記載されています。TMSを収集するようにバックボーンルータを有効にす
るには、内部または外部のTMSを収集するようにルータで非再帰アカウンティングを有効にして
インターフェイスを設定する必要があります。内部および外部の設定は、TMS収集だけに使用さ
れます。インターフェイスは、デフォルトでは内部に設定されています。

バックボーンルータの着信インターフェイスで、内部および外部の TMS収集を設定してくだ
さい。

（注）

次のタスクは、CLIまたは NDAで実行できます。ここでは、各手順について説明します。

CLI を使用したバックボーンルータでの TMS 収集のイネーブル化
CLIを使用して、TMSを収集するようにバックボーンルータを有効にするには、次のタスクを実
行します。
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手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. ipcef
4. ipcefaccounting{[non-recursive [per-prefix] [prefix-length]}
5. interfacetypeslot/subslot/port[.subinterface-number]
6. ipcefaccountingnon-recursive
7. exit
8. TMS用に設定する着信インターフェイスごとに、ステップ 5、6、および 7を繰り返します。
9. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

ルートプロセッサカードでシスコエクスプレスフォワー

ディングをイネーブルにします。

ipcef

例：

Router(config)# ip cef

ステップ 3   

シスコエクスプレスフォワーディングのネットワークア

カウンティングをイネーブルにします。

ipcefaccounting{[non-recursive [per-prefix]
[prefix-length]}

例：

Router(config)# ip cef accounting
non-recursive

ステップ 4   

• non-recursiveキーワードを使用すると、非再帰的プ
レフィックスを使用してエクスプレスフォワーディ

ングされたパケット数およびバイト数をカウントで

きます。

このキーワードは、グローバルコンフィギュレーション

モードでコマンドを使用した場合のオプションです。

• per-prefixキーワードを使用すると、送信先（または
プレフィックス）にエクスプレスフォワーディング
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目的コマンドまたはアクション

されたパケット数およびバイト数をカウントできま

す。

• prefix-lengthキーワードを使用すると、プレフィック
ス長に基づくアカウンティングが可能になります。

インターフェイスタイプを設定し、インターフェイスコ

ンフィギュレーションモードを開始します。

interfacetypeslot/subslot/port[.subinterface-number]

例：

Router(config)# interface fastethernet 1/1/0

ステップ 5   

• type引数は、設定するインターフェイスのタイプで
す。

例：
• slot引数はシャーシのスロット番号です。スロット情
報については、該当するハードウェアマニュアルを

参照してください。SIPについては、プラットフォー
ム固有のSPAハードウェアインストレーションガイ
ドまたはプラットフォーム固有の SPAソフトウェア
設定ガイドの対応する「Identifying Slots and Subslots
for SIPs and SPAs」トピックを参照してください。

• / subslotキーワードと引数のペアは、SPAがインス
トールされている SIPのセカンダリスロット番号で
す。スラッシュ（/）が必要です。

サブスロット情報については、プラットフォーム固有の

SPAハードウェアインストレーションガイドおよびプラッ
トフォーム固有の SPAソフトウェア設定ガイドの対応す
る「Specifying the Interface Address on a SPA」トピックを
参照してください。

• / portキーワードと引数のペアは、ポートまたはイン
ターフェイスの番号です。スラッシュ（/）が必要で
す。

ポート情報については、該当するハードウェアマニュア

ルを参照してください。SPAについては、プラットフォー
ム固有の SPAソフトウェア設定ガイドの対応する
「Specifying the Interface Address on a SPA」トピックを参
照してください。

• .subinterface-numberキーワードと引数のペアは、サブ
インターフェイスの番号で、範囲は 1～ 4294967293
です。ピリオド（.）の前の番号は、このサブインター
フェイスが属する番号と一致する必要があります。

   IP スイッチング Cisco Express Forwarding 設定ガイド
128

CEF ネットワークアカウンティングの設定
バックボーンルータでの TMS 収集のイネーブル化



目的コマンドまたはアクション

このコマンドは、設定するバックボーンルータのインター

フェイスを指定します。

ルータで非再帰的アカウンティングをイネーブルにしま

す。

ipcefaccountingnon-recursive

例：

Router(config-if)# ip cef accounting
non-recursive

ステップ 6   

グローバルコンフィギュレーションモードに戻ります。exit

例：

Router(config-if)# exit

ステップ 7   

--TMS用に設定する着信インターフェイスごと
に、ステップ5、6、および7を繰り返します。

ステップ 8   

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Router(config-if)# end

ステップ 9   

バックボーンルータで TMS を収集するように NDA を有効にする
バックボーンルータで NDAが TMSを収集できるようにするには、次のタスクを実行します。

NDAを使用して、TMS収集をイネーブルにし、バックボーンルータで内部および外部トラフィッ
クデータを収集するように着信インターフェイスを設定します。

手順の概要

1. NDAで [Traffic Matrix Statistics Control]ウィンドウを開きます。
2. [Traffic Matrix Statistics Control]ウィンドウで [New]ボタンをクリックします。
3. [Traffic Matrix Statistics Control]ウィンドウを使用して、新しい TMS収集パラメータを指定し
ます。

4. [New Collection]パネルで [OK]をクリックします。
5. NDAの [Router Configuration]ウィンドウで [TMS]タブを選択します。
6. ルータの内部および外部インターフェイスを設定します。
7. [Router Configuration]ウィンドウで [Apply]をクリックします。
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手順の詳細

ステップ 1 NDAで [Traffic Matrix Statistics Control]ウィンドウを開きます。
具体的な方法については、『Network Data Analyzer Installation and User Guide』を参照してください。

ステップ 2 [Traffic Matrix Statistics Control]ウィンドウで [New]ボタンをクリックします。
ネットワークの指定されたUtilityServerホストにルータコンフィギュレーションファイルの有効なディレ
クトリがある場合は、下の最初の図に示す [Traffic Matrix Statistics Control]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [Traffic Matrix Statistics Control]ウィンドウを使用して、新しい TMS収集パラメータを指定します。
ウィンドウには [New Collection]パネルが組み込まれており、新しい TMS収集プロセスを定義できます。
NDAを TMS収集に使用するには、次の情報を指定する必要があります。

•収集の名前（Collection ID）：選択したルータでのTMS収集プロセスの名前を英数字でスペースなし
の任意の長さで入力します（次の箇条書きを参照）。

• TMSを収集する元のルータ：ドロップダウンボックスを使用して、TMSを収集するネットワーク
デバイスの名前を選択します。

• TMSを収集する頻度と長さ：次のそれぞれを分単位で指定します。

• TMS収集プロセスを開始するまでの経過時間（[Start in]フィールド）

• TMS収集プロセスの全体の時間（[collect for]フィールド）

•指定した TMSデータリポジトリに、選択したルータのトラフィックカウンタの「スナップ
ショット」をエクスポートする間隔（[every]フィールド）
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NDAでこの情報を入力するウィンドウを、次の図に示します。

図 8：NDA の [Traffic Matrix Statistics Control] ウィンドウでの収集パラメータの設定

ステップ 4 [New Collection]パネルで [OK]をクリックします。
[Traffic Matrix Statistics Control]ウィンドウで、入力した情報を確認すると、新しい収集名がウィンドウの
左上隅に表示されます。

ステップ 5 NDAの [Router Configuration]ウィンドウで [TMS]タブを選択します。
次の図に示す [TMS Router Configuration]パネルが表示されます。このパネルを使用して、TMSデータを
エクスポートするようにネットワークデバイスを設定できます（[Router Configuration]ウィンドウの表示
方法については、『Network Data Analyzer Installation and User Guide』を参照してください。）

ステップ 6 ルータの内部および外部インターフェイスを設定します。

[Router Configuration]ウィンドウを使用して、内部および外部のパケットおよびバイトデータを収集する
ように、バックボーンルータのインターフェイスを設定できます。デフォルトで、すべてのインターフェ

イスは内部データを収集するように設定されています。単一選択ボタンを使用して、インターフェイスを

内部データまたは外部データに関連付けることができます。1つのインターフェイスで同時に選択できる
オプションボタンは 1つだけです。適切なオプションボタンをクリックして、内部または外部データを
収集するようにインターフェイスを設定します。
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NDAでこの情報を選択するウィンドウを、次の図に示します。

図 9：NDA の設定ウィンドウの設定

ステップ 7 [Router Configuration]ウィンドウで [Apply]をクリックします。
[TMS Router Configuration]パネルで行った設定パラメータの変更が、現在選択されているデバイスに適用
されます。[Apply]ボタンは、ボタンがあるパネルで行った変更だけに影響を与えます。シスコエクスプ
レスフォワーディングをイネーブルにするかどうかを尋ねるプロンプトが表示されたら、[Yes]をクリッ
クします。

tmstats ファイルの解釈
ここでは、tmstats_asciiファイルの統計情報の解釈手順について説明します。tmstats_asciiファイ
ルの概念情報については、timestatsファイル内の統計情報, （119ページ）を参照してください。
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手順の概要

1. moresystem:/vfiles/tmstats_ascii
2. tmstats_asciiファイルのヘッダーおよびレコードの情報を解釈します。

手順の詳細

ステップ 1 moresystem:/vfiles/tmstats_ascii
バックボーンルータでこのコマンドを入力して、ASCIIファイルの統計情報を表示します。次に例を示し
ます。

例：

Router# more system:/vfiles/tmstats_ascii
VERSION 1|ADDR 172.27.32.24|AGGREGATION TrafficMatrix.ascii|SYSUPTIME 41428|routerUTC 3104467160|NTP
unsynchronized|DURATION 1|
p|10.1.0.0/16|242|1|50|2|100
p|172.27.32.0/22|242|0|0|0|0

これは、tmstats_asciiファイルの例です。例には、ヘッダー情報と2つのレコードが含まれます。ヘッダー
情報および各レコードは、個別の行で開始します。縦線（|）によって、ヘッダーまたはレコード内の連続
するフィールドが区切られます。レコードの最初のフィールドは、レコードのタイプを示します。

ステップ 2 tmstats_asciiファイルのヘッダーおよびレコードの情報を解釈します。
表示される各 tmstats_asciiファイルは、ヘッダー情報とレコードで構成されます。ステップ 1の例のファ
イルは、ヘッダー情報と 2つの送信先プレフィックスレコードで構成されています。

ヘッダーおよびレコードの情報については、次の各項を参照してください。

tmsasinfo ファイルの情報の表示
tmsasinfoファイルにある IGP送信先の BGPネイバー自律システム（AS）に関する情報を表示す
るには、次のタスクを実行します。

TMS機能は、各 IGP送信先に関連付けられている BGPネイバー ASも表示します。任意の IGP
送信先のすべてのネイバー ASを表示できます。tmsasinfoファイルは ASCII形式です。このデー
タが提供される唯一の形式です。

tmsasinfofileの概念情報については、tmsasinfoファイル内の統計情報, （123ページ）を参照して
ください。

手順の概要

1. moresystem:/vfiles/tmsasinfo
2. tmasinfoファイルのヘッダーおよびレコードの情報を表示します。
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手順の詳細

ステップ 1 moresystem:/vfiles/tmsasinfo
バックボーンルータでこのコマンドを入力して、tmsasinfoASCIIファイルの統計情報を表示します。次に
例を示します。

例：

Router# more system:/vfiles/tmsasinfo

VERSION 1|ADDR 10.10.10.10|AGGREGATION ASList.ascii|SYSUPTIME 619855|routerUTC 3334075555|DURATION
0
10.1.1.2/32|65535|192.168.1.0/24
This is an example of a tmsasinfo file. The example contains a header information and one record.
The header information and each record begin on a separate line. A bar (|) separates consecutive
fields within a header or record.

ステップ 2 tmasinfoファイルのヘッダーおよびレコードの情報を表示します。
ヘッダーおよびレコードの情報については、次の各項を参照してください。

CEF ネットワークアカウンティング情報の確認
Cisco Express Forwardingのネットワーキングアカウンティング情報が予想どおりであることを確
認するには、次のタスクを実行します。

手順の概要

1. enable
2. showipcefsummary
3. showipcefinterface-typeslot/subslot/port[.subinterface-number] detail
4. disable

手順の詳細

ステップ 1 enable
このコマンドを使用して、特権EXECモードをイネーブルにします。パスワードを入力します（要求され
た場合）。次に例を示します。

例：

Router> enable
Router#

ステップ 2 showipcefsummary
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累積された Cisco Express Forwardingのネットワークアカウンティング情報を表示するには、このコマン
ドを使用します。次に例を示します。

例：

Router# show ip cef summary
IP CEF with switching (Table Version 19), flags=0x0
19 routes, 0 reresolve, 0 unresolved (0 old, 0 new), peak 1
19 leaves, 17 nodes, 19960 bytes, 58 inserts, 39 invalidations
0 load sharing elements, 0 bytes, 0 references
universal per-destination load sharing algorithm, id E3296D5B
3(1) CEF resets, 0 revisions of existing leaves
Resolution Timer: Exponential (currently 1s, peak 1s)
0 in-place/0 aborted modifications
refcounts: 4628 leaf, 4608 node

Adjacency Table has 7 adjacencies

このコマンドでは、シスコエクスプレスフォワーディングをイネーブルにしたルータのサンプルアカウ

ンティング情報が表示されています。この例では、シスコエクスプレスフォワーディングテーブルには

合計 19のエントリがあり、再解決が必要なエントリは 0個、再帰的に解決されないエントリが 0個で、
未解決エントリの最上位番号は 1です。シスコエクスプレスフォワーディングのツリーには、19のリー
フと 17のノードがあり、19960バイトのメモリを使用しています。テーブルに挿入されたルートの数は
58で、39のルートが無効化されています。このコマンドは、ロードシェアリング要素がないことを示し
ます。per-destinationロードシェアリングアルゴリズムが設定され、IDは E3296D5Dです。

例：

次のコマンドは、分散型シスコエクスプレスフォワーディングをイネーブルにしたルータの出力例です。

例：

Router# show ip cef summary
IP Distributed CEF with switching (Table Version 36), flags=0x0
16 routes, 0 reresolve, 0 unresolved (0 old, 0 new), peak 1
19 leaves, 17 nodes, 19960 bytes, 39 inserts, 20 invalidations
0 load sharing elements, 0 bytes, 0 references
universal per-destination load sharing algorithm, id E3296D5B
2(0) CEF resets, 0 revisions of existing leaves
Resolution Timer: Exponential (currently 1s, peak 1s)
0 in-place/0 aborted modifications
refcounts: 4628 leaf, 4608 node

ステップ 3 showipcefinterface-typeslot/subslot/port[.subinterface-number] detail
このコマンドを使用して、指定したインターフェイスタイプおよび番号の詳細なシスコエクスプレスフォ

ワーディングのネットワークアカウンティング情報を表示します。次に、インターフェイス FastEthernet
0/0/0に対する show ip cef detailコマンドの出力例を示します。このコマンドは、隣接関係によって解決さ
れ、ネクストホップインターフェイス FastEthernet 0/0/0およびネクストホップインターフェイス IPアド
レス 172.29.233.33をポイントするすべてのプレフィックスを表示します。

たとえば、FastEthernetインターフェイス 0/0/0、IPアドレス 172.29.233.33は、次のようになります。

例：

Router# show ip cef fastethernet 0/0/0 detail
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IP Distributed CEF with switching (Table Version 136808)
45800 routes, 8 unresolved routes (0 old, 8 new)
45800 leaves, 2868 nodes, 8444360 bytes,
136808 inserts, 91008 invalidations
1 load sharing elements, 208 bytes, 1 references
1 CEF resets, 1 revisions of existing leaves
refcounts: 527343 leaf, 465638 node
172.29.233.33/32, version 7417, cached adjacency 172.29.233.33
0 packets, 0 bytes,
Adjacency-prefix
via 172.29.233.33, FastEthernet0/0/0, 0 dependencies

next hop 172.29.233.33, FastEthernet0/0/0
valid cached adjacency

0 packets, 0 bytes switched through the prefix
tmstats: external 0 packets, 0 bytes

internal 0 packets, 0 bytes

ステップ 4 disable
このコマンドを使用して、ユーザ EXECモードに戻ります。次に例を示します。

例：

Router# disable
Router>

CEF ネットワークアカウンティングの設定例

CEF ネットワークアカウンティングの設定例
次の例は、シスコエクスプレスフォワーディングのアカウンティング情報の収集をイネーブルに

する方法を示しています。

configure terminal
!
ip cef accounting
end

バックボーンルータでの TMS データ収集のイネーブル化の例
次の例は、バックボーンルータで TMSデータの収集をイネーブルにする方法を示しています。

configure terminal
!
ip cef
ip cef accounting non-recursive
!
interface fe1/0/0
ip cef accounting non-recursive external
end

バックボーン設定の例については、IPCEF非再帰アカウンティングの例,（137ページ）の項を参
照してください。
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IP CEF 非再帰アカウンティングの例
次の例は、IPシスコエクスプレスフォワーディングのアカウンティングの設定を示しています。
この例では、バックボーンルータを通る内部および外部のパケット数およびバイト数のカウント

をイネーブルにする方法を示します。下の図にバックボーン構成のサンプルを示します。

図 10：バックボーン設定の例

ルータ A の設定

Router(config)# ip cef
Router(config)# ip cef accounting non-recursive
Router(config)# interface fe1/0/0
Router(config-if)# ip cef accounting non-recursive external

ルータ B の設定：fe1/1/0

Router(config)# ip cef
Router(config)# ip cef accounting non-recursive
Router(config)# interface fe1/1/0

Router(config-if)# ip cef accounting non-recursive external

ルータ B の設定：fe1/0/0:

Router(config)# interface fe1/0/0
Router(config-if)# ip cef accounting non-recursive internal

ルータ C の設定：fe1/1/0:

Router(config)# ip cef
Router(config)# ip cef accounting non-recursive
Router(config)# interface fe1/1/0

Router(config-if)# ip cef accounting non-recursive internal

ルータ C の設定：fe1/0/0:

Router(config)# interface fe1/0/0
Router(config-if)# ip cef accounting non-recursive external

ルータ D の設定

Router(config)# ip cef
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Router(config)# ip cef accounting non-recursive
Router(config)# interface fe1/1/0

Router(config-if)# ip cef accounting non-recursive external

tmstats_ascii ファイルの解釈の例
次の例は、tmstats_asciiファイルの内容を示しています。

Router# more system:/vfiles/tmstats_ascii
VERSION 1|ADDR 172.27.32.24|AGGREGATION TrafficMatrix.ascii|SYSUPTIME 41428|routerUTC
3104467160|NTP unsynchronized|DURATION 1|
p|10.1.0.0/16|242|1|50|2|100
p|172.27.32.0/22|242|0|0|0|0

この例には、ヘッダー情報と 2つの送信先プレフィックスレコードが含まれています。先頭文字
の「p」で示されるとおり、このレコードは、ダイナミックラベルスイッチングまたはトラフィッ
クエンジニアリング（TE）トンネルデータを表します。

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOSMaster Commands List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco Express Forwarding Overview』シスコエクスプレスフォワーディング機能の

概要

『Enabling or Disabling Cisco Express Forwarding
or Distributed Cisco Express Forwarding to
Customize Switching and Forwarding for Dynamic
Networks』

シスコエクスプレスフォワーディングまたは

分散型シスコエクスプレスフォワーディング

をイネーブルまたはディセーブルにするための

タスク

『Configuring a Load-Balancing Scheme for Cisco
Express Forwarding Traffic』

シスコエクスプレスフォワーディングのロー

ドバランシングスキームを設定するためのタ

スク

『ConfiguringCiscoExpress ForwardingConsistency
Checkers for Route Processors and Line Cards』

シスコエクスプレスフォワーディングの整合

性チェッカを設定するためのタスク

『Configuring Epochs to Clear and Rebuild Cisco
Express Forwarding and Adjacency Tables』

シスコエクスプレスフォワーディングテーブ

ルのエポックを設定するためのタスク

『Cisco IOS IP Switching Command Reference』シスコエクスプレスフォワーディングの設定

および管理を行うコマンド
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マニュアルタイトル関連項目

『Customizing the Display of Cisco Express
Forwarding Event Trace Messages』

Cisco Express Forwardingイベントトレースメッ
セージの表示をカスタマイズするタスク

標準

タイトル規格

--この機能でサポートされる新規の標準または変

更された標準はありません。また、既存の標準

のサポートは変更されていません。

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOS XEソフ
トウェアリリース、およびフィーチャセット

のMIBの場所を検索しダウンロードするには、
次の URLにある Cisco MIB Locatorを使用しま
す。

http://www.cisco.com/go/mibs

この機能によってサポートされる新しいMIB
または変更されたMIBはありません。またこ
の機能による既存MIBのサポートに変更はあ
りません。

RFC

タイトルRFC

--この機能によりサポートされた新規 RFCまた
は改訂 RFCはありません。またこの機能によ
る既存 RFCのサポートに変更はありません。
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントのWeb
サイトではリソースをオンラインで提供してお

り、マニュアル、ソフトウェア、およびツール

をダウンロードできます。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。

CEF ネットワークアカウンティングの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 16：シスコエクスプレスフォワーディングのネットワークアカウンティングの設定に関する機能情報

機能の設定情報リリース機能名

----Cisco IOS XEリリース 2.1以降
にこのモジュールで導入または

変更された機能はないため、こ

の表は空白になっています。

用語集
隣接関係：ルーティング情報を交換するため、選択した隣接ルータとエンドノード間で形成され

た関係。隣接関係は、関連するルータとノードによる共通メディアセグメントの使用に基づいて

います。

CiscoExpressForwarding：レイヤ 3スイッチングテクノロジー。シスコエクスプレスフォワー
ディングは、シスコエクスプレスフォワーディング動作の 2つのモードの 1つである、集中型シ
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スコエクスプレスフォワーディングモードを指す場合もあります。シスコエクスプレスフォ

ワーディングにより、ルートプロセッサがエクスプレスフォワーディングを行うことができま

す。分散型シスコエクスプレスフォワーディングは、シスコエクスプレスフォワーディングの

もう 1つの動作モードです。

分散型シスコエクスプレスフォワーディング：シスコエクスプレスフォワーディングの動作モー

ドの 1つであり、ラインカード（Versatile Interface Processor（VIP）ラインカードなど）に、転送
情報ベース（FIB）および隣接関係テーブルの同一のコピーが保持されます。ラインカードは、
ポートアダプタ間でエクスプレスフォワーディングを実行します。これにより、ルートスイッ

チプロセッサがスイッチング動作から解放されます。

FIB：転送情報ベース。概念上はルーティングテーブルや情報ベースに似た、シスコエクスプレ
スフォワーディングのコンポーネント。ルータはFIBルックアップテーブルを使用して、シスコ
エクスプレスフォワーディング動作中に送信先ベースのスイッチング判断を行います。ルータに

は、IPルーティングテーブル内の転送情報のミラーイメージが保持されます。

GRE：総称ルーティングカプセル化。シスコが開発したトンネリングプロトコルで、IPトンネ
ル内のさまざまなプロトコルパケットタイプのカプセル化が可能です。GREでは、IPインター
ネットワーク上のリモートポイントにあるシスコルータへの仮想ポイントツーポイントリンク

が作成されます。単一プロトコルバックボーン環境で、マルチプロトコルサブネットワークに接

続することで、GREを使用する IPトンネリングは単一プロトコルバックボーン環境のネットワー
クを拡張できます。

IPC：プロセス間通信。ルータが分散型シスコエクスプレスフォワーディングモードで動作して
いる場合に、RouteSwitchProcessor（RSP）からラインカードへの、シスコエクスプレスフォワー
ディングテーブルの配布を可能にするメカニズム。

ラベルディスポジション：ネットワークエッジでのマルチプロトコルラベルスイッチング

（MPLS）ヘッダーの除去。MPLSラベルディスポジションでは、ヘッダーが除去されたMPLS
パケットとしてルータに到着したパケットは、IPパケットとして送信されます。

ラベルインポジション：パケットにラベルを付加するアクション。

LER：ラベルエッジルータ。ラベルインポジションを実行するルータ。

LFIB：ラベル転送情報ベース。ラベル付きパケットを交換するためにスイッチング機能が使用す
るデータ構造。

LIB：ラベル情報ベース。他のラベルスイッチルータ（LSR）から学習したラベル、およびロー
カル LSRによって割り当てられたラベルを格納するために、LSRが使用するデータベース。

ラインカード：さまざまなシスコ製品で使用可能なインターフェイスプロセッサに対する一般的

用語。たとえば、Versatile Interface Processor（VIP）は、Cisco 7500シリーズルータのラインカー
ドです。

LSP：ラベルスイッチドパス。ホップのシーケンス（ルータ 0～ルータ n）。パケットは、ラベ
ルスイッチングメカニズムによって、R0から Rnに送られます。LSPは、通常のルーティング
メカニズムに基づいて動的に選択することも、また手動で LSPを設定することもできます。

LSR：ラベルスイッチルータ。パケット内のラベルカプセル化の値に基づいて、パケットを転送
するレイヤ 3ルータ。
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MPLS：MultiprotocolLabelSwitching（マルチプロトコルラベルスイッチング）。通常のルーティ
ングパスに沿ってパケットを転送するための新しい業界標準（MPLSホップバイホップフォワー
ディングと呼ばれる場合もある）。

プレフィックス：IPアドレスのネットワークアドレス部分。プレフィックスはネットワークおよ
びマスクによって指定され、一般的にネットワーク/マスクの形式で表されます。マスクは、どの
ビットがネットワークビットかを表しています。たとえば、1.0.0.0/16は、IPアドレスの最初の
16ビットがマスクされることを表し、これがネットワークビットであることを示しています。残
りのビットはホストビットです。この場合、ネットワーク番号は 10.0です。

RIB：ルーティング情報ベース。レイヤ 3到達可能性情報および送信先 IPアドレスまたはプレ
フィックスを含むルートの中央リポジトリ。RIBは、ルーティングテーブルとも呼ばれます。

RP：ルートプロセッサ。Cisco 7000シリーズルータのプロセッサモジュールであり、CPU、シ
ステムソフトウェア、およびルータで使用されるメモリコンポーネントの大部分が含まれます。

スーパーバイザリプロセッサと呼ばれることもあります。

RSP：ルートスイッチプロセッサ。Cisco 7500シリーズルータで使用されるプロセッサモジュー
ルであり、ルートプロセッサ（RP）とスイッチプロセッサ（SP）の機能を内蔵しています。

SP：スイッチプロセッサ。Cisco 7000シリーズのプロセッサモジュールであり、すべての CxBus
アクティビティのアドミニストレータとして動作します。CiscoBusコントローラと呼ばれること
もあります。

VIP：多用途インターフェイスプロセッサ。Cisco 7000および Cisco 7500シリーズルータで使用
されるインターフェイスカード。VIPは、マルチレイヤスイッチングを行い、Cisco IOSソフト
ウェアを実行します。

VPN：Virtual Private Network（バーチャルプライベートネットワーク）。トンネリングを使用
し、公衆 TCP/IPネットワークを通じて IPトラフィックを安全に転送することを可能にするルー
タ構成。

VRF：バーチャルプライベートネットワーク（VPN）ルーティング/転送インスタンス。VRFは、
IPルーティングテーブル、取得されたルーティングテーブル、そのルーティングテーブルを使
用する一連のインターフェイス、ルーティングテーブルに登録されるものを決定する一連のルー

ルおよびルーティングプロトコルで構成されています。一般に、VRFには、PEルータに付加さ
れるカスタマー VPNサイトが定義されたルーティング情報が格納されています。
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第 10 章

CEF イベントトレースメッセージの表示の
カスタマイズ

このモジュールでは、記録されたシスコエクスプレスフォワーディングイベントの表示のカス

タマイズに関する情報とその手順を示します。

Cisco Express Forwardingイベントトレースメッセージの表示は、指定したインターフェイスに
よって、または IPv4または IPv6アドレスファミリの場合は Cisco Express Forwarding仮想プライ
ベートネットワーク（VPN）ルーティングおよび転送インスタンス（VRF）によって、メモリに
保存されるファイルのサイズを指定するか、またはプレフィックスおよびマスク別にイベント

トレースメッセージを表示するように選択することで、カスタマイズ可能です。

シスコエクスプレスフォワーディングは、高度なレイヤ 3 IPスイッチングテクノロジーです。
これにより、すべての種類のネットワークに関して、ネットワークパフォーマンスとスケーラ

ビリティが最適化されます。こうしたネットワークの種類としては、インターネットや、負荷の

大きいWebベースアプリケーションや対話形式セッションを特長とするネットワークなど、少
量のトラフィックと大量のトラフィックを複雑なパターンで伝送するものがあります。

• 機能情報の確認, 144 ページ

• CEFイベントトレースメッセージの表示の前提条件, 144 ページ

• CEFイベントトレースメッセージの表示の制約事項, 144 ページ

• CEFイベントトレースメッセージの表示に関する情報, 144 ページ

• CEFイベントトレースメッセージの表示をカスタマイズする方法, 147 ページ

• CEFイベントトレースメッセージを表示する設定例, 160 ページ

• その他の参考資料, 162 ページ

• CEFイベントトレースメッセージの表示に関する機能情報, 164 ページ

• 用語集, 165 ページ
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機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリスト

を確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

CEF イベントトレースメッセージの表示の前提条件
記録されたシスコエクスプレスフォワーディングイベントの表示をカスタマイズするためには、

ネットワーキングデバイス上でシスコエクスプレスフォワーディングが動作している必要があ

ります。

CEF イベントトレースメッセージの表示の制約事項
シスコエクスプレスフォワーディングをイネーブルにしてから、logキーワードを使用するアク
セスリストを作成した場合、アクセスリストと一致するパケットは、シスコエクスプレスフォ

ワーディングで交換されたものではありません。これらはプロセス交換されたものです。ロギン

グにより、シスコエクスプレスフォワーディングがディセーブルになります。

CEF イベントトレースメッセージの表示に関する情報

集中型 CEF および dCEF のシスコプラットフォームサポート
Cisco Express Forwardingは、Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータではデ
フォルトでイネーブルになっています。

ご使用のプラットフォーム上でCiscoExpressForwardingがイネーブルかどうか確認するには、show
ip cefコマンドを入力してください。シスコエクスプレスフォワーディングがイネーブルの場合
は、次のような出力が表示されます。

Router# show ip cef
Prefix Next Hop Interface
[...]
10.2.61.8/24 192.168.100.1 FastEthernet1/0/0

192.168.101.1 FastEthernet2/1/0
[...]
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ご使用のプラットフォーム上で Cisco Express Forwardingがイネーブルでない場合、show ip cefコ
マンドの出力は次のようになります。

Router# show ip cef
%CEF not running

プラットフォーム上でCisco Express Forwardingがイネーブルになっていない場合は、ip cefコマン
ドを使用して（集中型）Cisco Express Forwardingをイネーブルにするか、または ip cef distributed
コマンドを使用して分散型シスコエクスプレスフォワーディングをイネーブルにします。

CEF イベントトレース機能の概要
シスコエクスプレスフォワーディングイベントトレース機能は、デバッグがイネーブルになっ

ていない場合であっても、発生するシスコエクスプレスフォワーディングイベントを収集しま

す。この機能により、イベントが発生するとすぐにトレースを行うことができます。シスコの技

術者は、イベントトレース機能を使用して、シスコエクスプレスフォワーディング機能の問題

の解決を支援できます。

シスコエクスプレスフォワーディングイベントトレースメッセージは、デバイス上のメモリに

保存されます。イベントトレースメッセージが設定サイズを超えた場合、トレース内の新しい

メッセージによって古いメッセージが上書きされます。次のコマンドを使用して、シスコエクス

プレスフォワーディングイベントメッセージファイルの容量を変更できます。

•グローバルコンフィギュレーションコマンド monitor event-trace cef events sizeを使用する
と、単一のトレースインスタンスでメモリに書き込むことができるメッセージ数を増加また

は減少させることができます。サイズパラメータを表示するには、showmonitor event-trace
events parametersコマンドを使用します。

•特権 EXECコマンドmonitor event-trace cef events clearを使用すると、既存のトレースメッ
セージをクリアできます。

•コマンド（グローバルコマンド）monitor event-trace cefは、シスコエクスプレスフォワー
ディングイベントに対するイベントトレースを設定します。シスコエクスプレスフォワー

ディングイベントに対するイベントトレース機能を監視および制御するには、monitor
event-trace cef（EXEC）コマンドを使用します。

次のコマンドを使用して、シスコエクスプレスフォワーディングイベントログの容量を表示で

きます。

• show monitor event-trace cef allコマンドは、現在メモリ内にあるシスコエクスプレスフォ
ワーディングのすべてのイベントトレースメッセージを表示します。

• debug ip cefコマンドと eventsキーワードは、発生した一般的なシスコエクスプレスフォ
ワーディングイベントを記録します。

• debug ip cef tableコマンドでは、シスコエクスプレスフォワーディングテーブル内のエン
トリに影響を与えるイベントをリアルタイムで収集できます。
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CEF イベントトレースのデフォルトとオプション
分散型シスコエクスプレスフォワーディングイベントのトレースは、デフォルトでイネーブル

になっています。Cisco Express Forwardingは、Cisco IOS XEソフトウェアによって、イベントト
レースのサポートがデフォルトでイネーブルかディセーブルかを定義できます。イベントトレー

スのコマンドインターフェイスを使用すると、特権 EXECモードで monitor event-trace cefコマ
ンドを使用するか、またはグローバルコンフィギュレーションモードで monitor event-trace cef
コマンドを使用するかのどちらかの方法でデフォルト値を変更できます。

トレース情報を保存するファイルを設定するには、グローバルコンフィギュレーションモードで

monitor event-trace cefコマンドを使用します。デフォルトでは、トレースメッセージはバイナリ
形式で保存されます。追加のアプリケーション処理などのために、トレースメッセージを ASCII
形式で保存する場合は、特権 EXECモードでmonitor event-trace cef dump prettyコマンドを使用
します。トレースから収集されるデータ量は、各トレースインスタンスについてグローバルコン

フィギュレーションモードで monitor event-trace cefコマンドを使用して設定したトレースメッ
セージサイズによって異なります。

トレースポイントでトレースコールスタックを指定するには、その前にトレースバッファをク

リアする必要があります。

IPv4 イベントの CEF イベントトレース
Cisco Express Forwarding IPv4イベントのイベントトレースは、デフォルトでイネーブルになって
います。Cisco Express Forwardingは、ソフトウェアによって、イベントトレースのサポートがデ
フォルトでイネーブルかディセーブルかを定義できます。イベントトレースのコマンドインター

フェイスを使用すると、特権EXECモードでmonitorevent-tracecefipv4コマンドを使用するか、ま
たはグローバルコンフィギュレーションモードでmonitorevent-tracecefipv4コマンドを使用するか
のどちらかの方法でデフォルト値を変更できます。

CiscoExpress Forwarding IPv4イベントのトレース情報を保存するファイルを設定するには、グロー
バルコンフィギュレーションモードで monitorevent-tracecef ipv4コマンドを使用します。デフォ
ルトでは、トレースメッセージはバイナリ形式で保存されます。追加のアプリケーション処理な

どのために、トレースメッセージを ASCII形式で保存する場合は、特権 EXECモードで
monitorevent-tracecefipv4dumpprettyコマンドを使用します。トレースから収集されるデータ量は、
各トレースインスタンスについてmonitorevent-tracecefipv4コマンドを使用して設定したトレース
メッセージサイズによって異なります。

Cisco Express Forwardingに対してイベントトレースがデフォルトでイネーブルになっているか判
断するには、showmonitorevent-tracecefipv4コマンドを使用してトレースメッセージを表示しま
す。

トレースポイントでトレースコールスタックを指定するには、その前にトレースバッファをク

リアする必要があります。
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IPv6 イベントの CEF イベントトレース
Cisco Express Forwarding IPv6イベントのイベントトレースは、デフォルトでイネーブルになって
います。Cisco Express Forwardingは、Cisco IOS XEソフトウェアによって、イベントトレースの
サポートがデフォルトでイネーブルかディセーブルかを定義できます。イベントトレースのコマ

ンドインターフェイスを使用すると、特権 EXECモードでmonitor event-trace cef ipv6コマンドを
使用するか、またはグローバルコンフィギュレーションモードでmonitor event-trace cef ipv6コマ
ンドを使用するかのどちらかの方法でデフォルト値を変更できます。

CiscoExpress Forwarding IPv6イベントのトレース情報を保存するファイルを設定するには、グロー
バルコンフィギュレーションモードで monitor event-trace cefipv6コマンドを使用します。デフォ
ルトでは、トレースメッセージはバイナリ形式で保存されます。追加のアプリケーション処理な

どのために、トレースメッセージを ASCII形式で保存する場合は、特権 EXECモードで monitor
event-trace cef ipv6 dump prettyコマンドを使用します。トレースから収集されるデータ量は、各
トレースインスタンスについて monitor event-trace cef ipv6コマンドを使用して設定したトレー
スメッセージサイズによって異なります。

Cisco Express Forwardingに対してイベントトレースがデフォルトでイネーブルになっているか判
断するには、show monitor event-trace cef ipv6コマンドを使用してトレースメッセージを表示し
ます。

トレースポイントでトレースコールスタックを指定するには、その前にトレースバッファをク

リアする必要があります。

CEF イベントトレースメッセージの表示をカスタマイズ
する方法

シスコエクスプレスフォワーディングイベントトレース機能をカスタマイズし、イベントト

レースメッセージを表示するには、次のタスクを実行します。

CEF イベントトレースのカスタマイズ
シスコエクスプレスフォワーディングイベントトレースをカスタマイズするには、次のタスク

を実行します。イベントトレースメッセージを使用すると、シスコエクスプレスフォワーディ

ングを監視するとともに、シスコエクスプレスフォワーディング機能での問題解決に役立ちま

す。
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手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. monitorevent-tracecef {dump-file dump-file-name | {events | interface} {disable | dump-file

dump-file-name| enable | size number | stacktrace [depth]}}
4. exit
5. monitorevent-tracecef{dump [merged pretty | pretty] | {events | interface | ipv4 | ipv6} {clear |

continuous [cancel] | disable | dump [pretty] | enable | one-shot}}
6. disable

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステッ

プ 1   •パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステッ

プ 2   

シスコエクスプレスフォワーディングのイベントトレースを設定します。monitorevent-tracecef
{dump-file dump-file-name |

ステッ

プ 3   • dump-file dump-file-nameのキーワードと引数のペアは、ネットワーキ
ングデバイス上のメモリからイベントトレースメッセージを書き込

{events | interface} {disable |
dump-file dump-file-name| enable

むファイルを指定します。ファイル名の最大長（パスとファイル名）| size number | stacktrace
[depth]}} は 100文字で、パスとしてはネットワーキングデバイス上のフラッ

例：

Router(config)# monitor

シュメモリを指定することも、TFTPサーバまたは FTPサーバを指定
することもできます。

• eventsキーワードを指定すると、シスコエクスプレスフォワーディン
グイベントのイベントトレースがオンになります。

event-trace cef dump-file
tftp://172.16.10.5/cef-events

• interfaceキーワードを指定すると、シスコエクスプレスフォワーディ
ングインターフェイスイベントのイベントトレースがオンになりま

す。

• disableキーワードを指定すると、シスコエクスプレスフォワーディ
ングイベントのイベントトレースがオフになります。

• enableキーワードは、シスコエクスプレスフォワーディングイベン
トのイベントトレースが monitor event-trace cef特権 EXECコマンド
でイネーブルになっている場合、イベントトレースをオンにします。
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目的コマンドまたはアクション

• size numberのキーワードと引数のペアは、単一のトレースインスタン
スでメモリに書き込むことができるメッセージ数を設定します。範囲：

1～ 65536。

一部の Cisco IOSソフトウェアサブシステムコンポーネントは、
デフォルトでサイズが設定されています。サイズパラメータを表

示するには、show monitor event-trace cef events parametersコマ
ンドを使用します。

（注）

• stacktraceキーワードは、トレースポイントでのスタックトレースを
イネーブルにします。

• depth引数は、格納されるスタックトレースの深さを指定します。範
囲：1～ 16。

特権 EXECモードに戻ります。exit

例：

Router(config)# exit

ステッ

プ 4   

シスコエクスプレスフォワーディングのイベントトレース機能を監視およ

び制御します。

monitorevent-tracecef{dump
[merged pretty | pretty] | {events
| interface | ipv4 | ipv6} {clear |

ステッ

プ 5   

• dumpキーワードを指定すると、イベントトレースの結果が、monitor
event-trace cefグローバルコンフィギュレーションコマンドで設定し

continuous [cancel] | disable |
dump [pretty] | enable |
one-shot}} たファイルに書き込まれます。トレースメッセージは、バイナリ形式

で保存されます。
例：

Router# monitor event-trace
cef events dump pretty

• merged prettyキーワードを指定すると、すべてのイベントトレース
エントリが時間でソートされ、そのエントリが ASCII形式でファイル
に書き込まれます。

• prettyキーワードを指定すると、イベントトレースメッセージがASCII
形式で保存されます。

• eventsキーワードを指定すると、シスコエクスプレスフォワーディン
グのイベントを監視します。

• interfaceキーワードを指定すると、シスコエクスプレスフォワーディ
ングのインターフェイスイベントを監視します。

• ipv4キーワードを指定すると、シスコエクスプレスフォワーディング
の ipv4イベントを監視します。

• ipv6キーワードを指定すると、シスコエクスプレスフォワーディング
の ipv6イベントを監視します。
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目的コマンドまたはアクション

• clearキーワードを指定すると、シスコエクスプレスフォワーディン
グの既存のトレースメッセージがネットワーキングデバイス上のメモ

リからクリアされます。

• continuousキーワードを指定すると、最新のイベントトレースエント
リが連続的に表示されます。

• cancelキーワードを指定すると、最新トレースエントリの連続表示が
キャンセルされます。

• disableキーワードを指定すると、シスコエクスプレスフォワーディ
ングのイベントトレースがオフになります。

• enableキーワードを指定すると、シスコエクスプレスフォワーディン
グのイベントトレースがオンになります。

• one-shotキーワードを指定すると、既存のトレース情報がメモリから
クリアされ、イベントトレースが再度開始され、グローバルコンフィ

ギュレーションコマンドで設定したトレースメッセージファイルの

サイズを超過したときにトレースがディセーブルになります。

ユーザ EXECモードに戻ります。disable

例：

Router# disable

ステッ

プ 6   

IPv4 イベントの CEF イベントトレースのカスタマイズ
シスコエクスプレスフォワーディング IPv4イベント用にシスコエクスプレスフォワーディング
イベントトレースをカスタマイズするには、次のタスクを実行します。イベントトレースを使用

すると、発生するシスコエクスプレスフォワーディング IPv4イベントを監視するとともに、シ
スコエクスプレスフォワーディングおよび関連する IPv4イベントの問題解決に役立ちます。
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手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. monitorevent-tracecefipv4{disable | distribution |dump-file dump-file-name| enable |match {global

| ip-address mask} | size number | stacktrace [depth] | vrf vrf-name [distribution |match {global |
ip-address mask}]}

4. exit
5. monitorevent-tracecefipv4 {clear | continuous [cancel] | disable | dump [pretty] | enable | one-shot}
6. disable

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステッ

プ 1   •パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステッ

プ 2   

シスコエクスプレスフォワーディング IPv4イベントのイベントトレー
スを設定します。

monitorevent-tracecefipv4{disable
| distribution |dump-file
dump-file-name| enable |match

ステッ

プ 3   

• disableキーワードを指定すると、シスコエクスプレスフォワーディ
ング IPv4イベントのイベントトレースがオフになります。

{global | ip-address mask} | size
number | stacktrace [depth] | vrf
vrf-name [distribution |match
{global | ip-address mask}]} • distributionキーワードを指定すると、シスコエクスプレスフォワー

ディングの転送情報ベース（FIB）テーブルのラインカードへの配布
に関連するイベントがログに記録されます。例：

Router(config)# monitor
event-trace cef ipv4 size 10000

• dump-file dump-file-nameのキーワードと引数のペアは、ネットワー
キングデバイス上のメモリからイベントトレースメッセージを書き

込むファイルを指定します。ファイル名の最大長（パスとファイル

名）は 100文字で、パスとしてはネットワーキングデバイス上のフ
ラッシュメモリを指定することも、TFTPサーバまたは FTPサーバ
を指定することもできます。

• enableキーワードは、シスコエクスプレスフォワーディング IPv4イ
ベントのイベントトレースがmonitor event-trace cef特権 EXECコマ
ンドでイネーブルになっている場合、イベントトレースをオンにし

ます。
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目的コマンドまたはアクション

• matchキーワードは、シスコエクスプレスフォワーディング IPv4イ
ベントに関して、グローバルイベントまたは特定のネットワークア

ドレスに一致するイベントのイベントトレースをオンにします。

• globalキーワードは、グローバルイベントを指定します。

• ip-addressmask引数は、IPアドレスをA.B.C.D形式、およびサブネッ
トマスクを A.B.C.D形式で指定します。

• size numberのキーワードと引数のペアは、単一のトレースインスタ
ンスでメモリに書き込むことができるメッセージ数を設定します。

範囲：1～ 65536。

一部のCisco IOSソフトウェアサブシステムコンポーネントは、
デフォルトでサイズが設定されています。サイズパラメータを

表示するには、show monitor event-trace cef ipv4 parametersコ
マンドを使用します。

（注）

• stacktraceキーワードは、トレースポイントでのスタックトレースを
イネーブルにします。

• depth引数は、格納されるスタックトレースの深さを指定します。範
囲：1～ 16。

• vrfvrf-nameのキーワードと引数のペアは、シスコエクスプレスフォ
ワーディング IPv4 VRFテーブルのイベントトレースをオンにしま
す。vrf-name引数には、VRFの名前を指定します。

特権 EXECモードに戻ります。exit

例：

Router(config)# exit

ステッ

プ 4   

シスコエクスプレスフォワーディング IPv4のイベントトレース機能を
監視および制御します。

monitorevent-tracecefipv4 {clear
| continuous [cancel] | disable |
dump [pretty] | enable | one-shot}

ステッ

プ 5   

• clearキーワードを指定すると、シスコエクスプレスフォワーディン
グの既存のトレースメッセージがネットワーキングデバイス上のメ

モリからクリアされます。
例：

Router# monitor event-trace cef
ipv4 continuous • continuousキーワードを指定すると、最新のイベントトレースエン

トリが連続的に表示されます。

• cancelキーワードを指定すると、最新トレースエントリの連続表示
がキャンセルされます。
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目的コマンドまたはアクション

• disableキーワードを指定すると、シスコエクスプレスフォワーディ
ングのイベントトレースがオフになります。

• dumpキーワードを指定すると、イベントトレースの結果が、monitor
event-trace cefグローバルコンフィギュレーションコマンドで設定
したファイルに書き込まれます。トレースメッセージは、バイナリ

形式で保存されます。

• prettyキーワードを指定すると、イベントトレースメッセージが
ASCII形式で保存されます。

• enableキーワードを指定すると、シスコエクスプレスフォワーディ
ングのイベントトレースがオンになります。

• one-shotキーワードを指定すると、既存のトレース情報がメモリから
クリアされ、イベントトレースが再度開始され、グローバルコン

フィギュレーションコマンドで設定したトレースメッセージファイ

ルのサイズを超過したときにトレースがディセーブルになります。

ユーザ EXECモードに戻ります。disable

例：

Router# disable

ステッ

プ 6   

IPv6 イベントの CEF イベントトレースのカスタマイズ
シスコエクスプレスフォワーディング IPv6イベント用にシスコエクスプレスフォワーディング
イベントトレースをカスタマイズするには、次のタスクを実行します。イベントトレースを使用

すると、発生するシスコエクスプレスフォワーディング IPv6イベントを監視するとともに、シ
スコエクスプレスフォワーディングおよび関連する IPv6イベントの問題解決に役立ちます。

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. monitorevent-tracecefipv4{disable | distribution | dump-file dump-file-name| enable |match {global

| ipv6-address/n} | size number | stacktrace [depth] | vrf vrf-name [distribution |match {global |
ipv6-address/n}]}

4. exit
5. monitorevent-tracecefipv6 {clear | continuous [cancel] | disable | dump [pretty] | enable | one-shot}}
6. disable
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステッ

プ 1   •パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステッ

プ 2   

シスコエクスプレスフォワーディング IPv6イベントのイベントトレース
を設定します。

monitorevent-tracecefipv4{disable
| distribution | dump-file
dump-file-name| enable |match

ステッ

プ 3   

• disableキーワードを指定すると、シスコエクスプレスフォワーディ
ング IPv6イベントのイベントトレースがオフになります。

{global | ipv6-address/n} | size
number | stacktrace [depth] | vrf
vrf-name [distribution |match
{global | ipv6-address/n}]} • distributionキーワードを指定すると、シスコエクスプレスフォワー

ディング FIBテーブルのラインカードへの配布に関連するイベント
がログに記録されます。例：

Router(config)# monitor • dump-filedump-file-nameのキーワードと引数のペアは、ネットワーキ
ングデバイス上のメモリからイベントトレースメッセージを書き込event-trace cef ipv6 match

global
むファイルを指定します。ファイル名の最大長（パスとファイル名）

は 100文字で、パスとしてはネットワーキングデバイス上のフラッ
シュメモリを指定することも、TFTPサーバまたは FTPサーバを指
定することもできます。

• enableキーワードは、シスコエクスプレスフォワーディング IPv6イ
ベントのイベントトレースがmonitor event-trace cef特権 EXECコマ
ンドでイネーブルになっている場合、イベントトレースをオンにし

ます。

• matchキーワードは、シスコエクスプレスフォワーディング IPv6イ
ベントに関して、グローバルイベントまたは特定のネットワークア

ドレスに一致するイベントのイベントトレースをオンにします。

• globalキーワードは、グローバルイベントを指定します。

• ipv6-address / n引数は、IPv6アドレスを指定します。このアドレス
は、RFC 2373に記載された形式で指定する必要があり、コロンの間
に 16ビット値を使用して 16進数で指定します。数字の後に続くス
ラッシュ（/ n）は、変更されないビット数を示します。範囲：0～
128
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目的コマンドまたはアクション

• size numberのキーワードと引数のペアは、単一のトレースインスタ
ンスでメモリに書き込むことができるメッセージ数を設定します。

範囲：1～ 65536。

一部のCisco IOSソフトウェアサブシステムコンポーネントは、
デフォルトでサイズが設定されています。サイズパラメータを

表示するには、show monitor event-trace cef ipv6 parametersコ
マンドを使用します。

（注）

• stacktraceキーワードは、トレースポイントでのスタックトレースを
イネーブルにします。

• depth引数は、格納されるスタックトレースの深さを指定します。範
囲：1～ 16。

• vrf vrf-nameのキーワードと引数のペアは、シスコエクスプレスフォ
ワーディング IPv6 VRFテーブルのイベントトレースをオンにしま
す。vrf-name引数には、VRFの名前を指定します。

特権 EXECモードに戻ります。exit

例：

Router(config)# exit

ステッ

プ 4   

シスコエクスプレスフォワーディング IPv6のイベントトレース機能を監
視および制御します。

monitorevent-tracecefipv6 {clear
| continuous [cancel] | disable |
dump [pretty] | enable | one-shot}}

ステッ

プ 5   

• clearキーワードを指定すると、シスコエクスプレスフォワーディン
グの既存のトレースメッセージがネットワーキングデバイス上のメ

モリからクリアされます。
例：

Router# monitor event-trace cef
ipv6 one-shot • continuousキーワードを指定すると、最新のイベントトレースエン

トリが連続的に表示されます。

• cancelキーワードを指定すると、最新トレースエントリの連続表示
がキャンセルされます。

• disableキーワードを指定すると、シスコエクスプレスフォワーディ
ングのイベントトレースがオフになります。

• dumpキーワードを指定すると、イベントトレースの結果が、monitor
event-trace cefグローバルコンフィギュレーションコマンドで設定し
たファイルに書き込まれます。トレースメッセージは、バイナリ形

式で保存されます。

• prettyキーワードを指定すると、イベントトレースメッセージが
ASCII形式で保存されます。
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目的コマンドまたはアクション

• enableキーワードを指定すると、シスコエクスプレスフォワーディ
ングのイベントトレースがオンになります。

• one-shotキーワードを指定すると、既存のトレース情報がメモリから
クリアされ、イベントトレースが再度開始され、グローバルコン

フィギュレーションコマンドで設定したトレースメッセージファイ

ルのサイズを超過したときにトレースがディセーブルになります。

特権 EXECモードに戻ります。disable

例：

Router# disable

ステッ

プ 6   

CEF イベントトレース情報の表示
シスコエクスプレスフォワーディングイベントトレース情報を表示するには、次のタスクを実

行します。

手順の概要

1. enable
2. monitorevent-tracecefeventsclear
3. debugipceftable
4. showmonitorevents-tracecefall
5. showmonitorevent-traceceflatest
6. showmonitorevent-tracecefeventsall
7. showmonitorevent-tracecefinterfacelatest
8. showmonitorevent-tracecefipv4all
9. showmonitorevent-tracecefipv6parameters
10. disable

手順の詳細

ステップ 1 enable
このコマンドを使用して、特権EXECモードをイネーブルにします。パスワードを入力します（要求され
た場合）。次に例を示します。
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例：

Router> enable
Router#

ステップ 2 monitorevent-tracecefeventsclear
このコマンドを使用すると、シスコエクスプレスフォワーディングイベントトレースバッファをクリア

できます。次に例を示します。

Router# monitor event-trace cef clear

例：

ステップ 3 debugipceftable
このコマンドを使用すると、シスコエクスプレスフォワーディングテーブル内のエントリに影響を与え

るイベントを表示できます。次に例を示します。

例：

Router# debug ip cef table
01:25:46:CEF-Table:Event up, 10.1.1.1/32 (rdbs:1, flags:1000000)
01:25:46:CEF-IP:Checking dependencies of 0.0.0.0/0
01:25:47:CEF-Table:attempting to resolve 10.1.1.1/32
01:25:47:CEF-IP:resolved 10.1.1.1/32 via 10.9.104.1 to 10.9.104.1 Ethernet2/0/0
01:26:02:CEF-Table:Event up, default, 0.0.0.0/0 (rdbs:1, flags:400001)
01:26:02:CEF-IP:Prefix exists - no-op change

ステップ 4 showmonitorevents-tracecefall
このコマンドを使用すると、シスコエクスプレスフォワーディングのイベントトレースメッセージを表

示できます。次に例を示します。

例：

Router# show monitor event-trace cef all
cef_events:
*Jul 22 20:14:58.999: SubSys ipv4fib_ios_def_cap init
*Jul 22 20:14:58.999: SubSys ipv6fib_ios_def_cap init
*Jul 22 20:14:58.999: Inst unknown -> RP
*Jul 22 20:14:58.999: SubSys fib_ios_chain init
*Jul 22 20:14:59.075: SubSys fib init
*Jul 22 20:14:59.075: SubSys ipv4fib init
*Jul 22 20:14:59.075: SubSys fib_ios init
*Jul 22 20:14:59.075: SubSys fib_ios_if init
*Jul 22 20:14:59.075: SubSys ipv4fib_ios init
*Jul 22 20:14:59.075: Flag Common CEF enabled set to yes
*Jul 22 20:14:59.075: Flag IPv4 CEF enabled set to yes
*Jul 22 20:14:59.075: Flag IPv4 CEF switching enabled set to yes
*Jul 22 20:14:59.075: GState CEF enabled
*Jul 22 20:14:59.075: SubSys ipv6fib_ios init
*Jul 22 20:14:59.075: SubSys ipv4fib_util init
*Jul 22 20:14:59.075: SubSys ipv4fib_les init
*Jul 22 20:15:02.907: Process Background created
*Jul 22 20:15:02.907: Flag IPv4 CEF running set to yes
*Jul 22 20:15:02.907: Process Background event loop enter
*Jul 22 20:15:02.927: Flag IPv4 CEF switching running set to yes

cef_interface:
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*Jul 22 20:14:58.999: Et0/0 (hw 3) SWvecLES <unknown> (0x01096A3C)
*Jul 22 20:14:58.999: Et0/1 (hw 4) SWvecLES <unknown> (0x01096A3C)
*Jul 22 20:14:58.999: Et0/2 (hw 5) SWvecLES <unknown> (0x01096A3C)
*Jul 22 20:14:58.999: Et0/3 (hw 6) SWvecLES <unknown> (0x01096A3C)
*Jul 22 20:14:58.999: Et1/0 (hw 7) SWvecLES <unknown> (0x01096A3C)
*Jul 22 20:14:58.999: Et1/1 (hw 8) SWvecLES <unknown> (0x01096A3C)
*Jul 22 20:14:58.999: Et1/2 (hw 9) SWvecLES <unknown> (0x01096A3C)
*Jul 22 20:14:58.999: Et1/3 (hw 10) SWvecLES <unknown> (0x01096A3C)
*Jul 22 20:14:58.999: Se2/0 (hw 11) SWvecLES <unknown> (0x01096A3C)
*Jul 22 20:14:58.999: Se2/1 (hw 12) SWvecLES <unknown> (0x01096A3C)
.
.
.

出力は表形式になり、最初のカラムにはタイムスタンプ、2番目のカラムにはイベントのタイプ、3番目
のカラムにはイベントの詳細が表示されます。

ステップ 5 showmonitorevent-traceceflatest
このコマンドを使用すると、最後に show monitor event-trace cefコマンドを実行した後に送信されたイベ
ントトレースメッセージだけが表示されます。次に例を示します。

例：

Router# show monitor event-trace cef latest
cef_events:
cef_interface:
*Jul 22 20:14:59.075: Se3/0 (sw 15) FlagCha 0x60C1 add puntLC
*Jul 22 20:14:59.075: <empty> (hw 16) State down -> up
*Jul 22 20:14:59.075: <empty> (hw 16) Create new
*Jul 22 20:14:59.075: Se3/1 (hw 16) NameSet
*Jul 22 20:14:59.075: Se3/1 (hw 16) HWIDBLnk Serial3/1(16)
*Jul 22 20:14:59.075: Se3/1 (hw 16) RCFlags None -> Fast
*Jul 22 20:14:59.075: <empty> (sw 16) VRFLink IPv4:id0 - success
*Jul 22 20:14:59.075: <empty> (sw 16) State deleted -> down
*Jul 22 20:14:59.075: <empty> (sw 16) Create new
*Jul 22 20:14:59.075: Se3/1 (sw 16) NameSet
*Jul 22 20:14:59.075: Se3/1 (sw 16) FIBHWLnk Serial3/1(16)
*Jul 22 20:14:59.075: Se3/1 (sw 16) SWIDBLnk Serial3/1(16)
*Jul 22 20:14:59.075: Se3/1 (sw 16) FlagCha 0x6001 add p2p|input|first
*Jul 22 20:14:59.075: Se3/1 (sw 16) FlagCha 0x6041 add auto_adj
*Jul 22 20:14:59.075: Se3/1 (sw 16) Impared lc rea Queueing configuration
*Jul 22 20:14:59.075: Se3/1 (sw 16) FlagCha 0x60C1 add puntLC
*Jul 22 20:14:59.075: <empty> (hw 17) State down -> up
*Jul 22 20:14:59.075: <empty> (hw 17) Create new
*Jul 22 20:14:59.075: Se3/2 (hw 17) NameSet

ステップ 6 showmonitorevent-tracecefeventsall
このコマンドを使用すると、シスコエクスプレスフォワーディングイベントに関する情報が表示されま

す。次に例を示します。

例：

Router# show monitor event-trace cef events all
*Jul 13 17:38:27.999: SubSys ipv4fib_ios_def_cap init
*Jul 13 17:38:27.999: SubSys ipv6fib_ios_def_cap init
*Jul 13 17:38:27.999: Inst unknown -> RP
*Jul 13 17:38:27.999: SubSys fib_ios_chain init
*Jul 13 17:38:28.199: SubSys fib init
*Jul 13 17:38:28.199: SubSys ipv4fib init
*Jul 13 17:38:28.199: SubSys fib_ios init
*Jul 13 17:38:28.199: SubSys fib_ios_if init
*Jul 13 17:38:28.199: SubSys ipv4fib_ios init
*Jul 13 17:38:28.199: Flag Common CEF enabled set to yes
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*Jul 13 17:38:28.199: Flag IPv4 CEF enabled set to yes
*Jul 13 17:38:28.199: Flag IPv4 CEF switching enabled set to yes
*Jul 13 17:38:28.199: GState CEF enabled
*Jul 13 17:38:28.199: SubSys ipv6fib_ios init
*Jul 13 17:38:28.199: SubSys ipv4fib_util init
*Jul 13 17:38:28.199: SubSys ipv4fib_les init
*Jul 13 17:38:34.059: Process Background created
*Jul 13 17:38:34.059: Flag IPv4 CEF running set to yes
*Jul 13 17:38:34.059: Process Background event loop enter
*Jul 13 17:38:34.079: Flag IPv4 CEF switching running set to yes

出力は表形式になり、最初のカラムにはタイムスタンプ、2番目のカラムにはイベントのタイプ、3番目
のカラムにはイベントの詳細が表示されます。

たとえば、Subsysイベントタイプは、シスコエクスプレスフォワーディング機能のサブセットの初期化
に関連しています。「ipv4fib_ios_def_cap init」エントリは、IPv4シスコエクスプレスフォワーディング
のデフォルト機能の初期化を示しています。

ステップ 7 showmonitorevent-tracecefinterfacelatest
このコマンドを使用すると、最後に show monitor event-trace cef interfaceコマンドを入力した後に生成さ
れたイベントトレースメッセージだけが表示されます。次に例を示します。

例：

Router# show monitor event-trace cef interface latest
*Jul 22 20:14:58.999: Et0/0 (hw 3) SWvecLES <unknown> (0x01096A3C)
*Jul 22 20:14:58.999: Et0/1 (hw 4) SWvecLES <unknown> (0x01096A3C)
*Jul 22 20:14:58.999: Et0/2 (hw 5) SWvecLES <unknown> (0x01096A3C)
*Jul 22 20:14:58.999: Et0/3 (hw 6) SWvecLES <unknown> (0x01096A3C)
.
.
.
*Jul 22 20:14:59.075: <empty> (hw 3) State down -> up
*Jul 22 20:14:59.075: <empty> (hw 3) Create new
*Jul 22 20:14:59.075: Et0/0 (hw 3) NameSet
*Jul 22 20:14:59.075: Et0/0 (hw 3) HWIDBLnk Ethernet0/0(3)
*Jul 22 20:14:59.075: Et0/0 (hw 3) RCFlags None -> Fast
*Jul 22 20:14:59.075: <empty> (sw 3) VRFLink IPv4:id0 - success
*Jul 22 20:14:59.075: <empty> (sw 3) State deleted -> down
*Jul 22 20:14:59.075: <empty> (sw 3) Create new
*Jul 22 20:14:59.075: Et0/0 (sw 3) NameSet
*Jul 22 20:14:59.075: Et0/0 (sw 3) FIBHWLnk Ethernet0/0(3)
*Jul 22 20:14:59.075: Et0/0 (sw 3) SWIDBLnk Ethernet0/0(3)
*Jul 22 20:14:59.075: Et0/0 (sw 3) FlagCha 0x6000 add input|first
*Jul 22 20:14:59.075: Et0/0 (sw 3) State down -> up
*Jul 22 20:14:59.075: <empty> (hw 4) State down -> up
*Jul 22 20:14:59.075: <empty> (hw 4) Create new
*Jul 22 20:14:59.075: Et0/1 (hw 4) NameSet
*Jul 22 20:14:59.075: Et0/1 (hw 4) HWIDBLnk Ethernet0/1(4)
*Jul 22 20:14:59.075: Et0/1 (hw 4) RCFlags None -> Fast
*Jul 22 20:14:59.075: <empty> (sw 4) VRFLink IPv4:id0 - success
*Jul 22 20:14:59.075: <empty> (sw 4) State deleted -> down
*Jul 22 20:14:59.075: <empty> (sw 4) Create new
*Jul 22 20:14:59.075: Et0/1 (sw 4) NameSet
*Jul 22 20:14:59.075: Et0/1 (sw 4) FIBHWLnk Ethernet0/1(4)
*Jul 22 20:14:59.075: Et0/1 (sw 4) SWIDBLnk Ethernet0/1(4)
*Jul 22 20:14:59.075: Et0/1 (sw 4) FlagCha 0x6000 add input|first
*Jul 22 20:14:59.075: Et0/1 (sw 4) State down -> up
.
.
.

ステップ 8 showmonitorevent-tracecefipv4all
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このコマンドを使用すると、シスコエクスプレスフォワーディング IPv4イベントに関する情報が表示さ
れます。次に例を示します。

例：

Router# show monitor event-trace cef ipv4 all
*Jul 22 20:14:59.075: [Default] *.*.*.*/* Allocated FIB table

[OK]
*Jul 22 20:14:59.075: [Default] *.*.*.*/*'00 Add source Default table

[OK]
*Jul 22 20:14:59.075: [Default] 0.0.0.0/0'00 FIB add src DRH (ins)

[OK]
*Jul 22 20:14:59.075: [Default] *.*.*.*/*'00 New FIB table

[OK]
*Jul 22 20:15:02.927: [Default] *.*.*.*/*'00 FIB refresh start

[OK]
.
.
.

ステップ 9 showmonitorevent-tracecefipv6parameters
このコマンドを使用すると、シスコエクスプレスフォワーディング IPv6イベント用に設定されたパラ
メータが表示されます。次に例を示します。

例：

Router# show monitor event-trace cef ipv6 parameters
Trace has 1000 entries
Stacktrace is disabled by default
Matching all events

ステップ 10 disable
このコマンドを使用して、ユーザ EXECモードに戻ります。次に例を示します。

例：

Router# disable
Router>

CEF イベントトレースメッセージを表示する設定例

CEF イベントトレースのカスタマイズ例
次の例は、シスコエクスプレスフォワーディングのイベントトレースをイネーブルにし、バッ

ファサイズを 2500メッセージに設定する方法を示しています。トレースメッセージファイル
は、slot0（フラッシュメモリ）の cef-dumpに設定されています。

configure terminal
!

   IP スイッチング Cisco Express Forwarding 設定ガイド
160

CEF イベントトレースメッセージの表示のカスタマイズ
CEF イベントトレースメッセージを表示する設定例



monitor event-trace cef events enable
monitor event-trace cef dump-file slot0:cef-dump
monitor event-trace cef events size 2500
exit
The following example shows what happens when you try to enable event tracing for Cisco
Express Forwarding events when it is already enabled:
configure terminal
!
monitor event-trace cef events enable
00:04:33: %EVENT_TRACE-6-ENABLE: Trace already enabled.

次の例は、イベントのトレースを停止し、現在のメモリの内容をクリアし、さらにシスコエクス

プレスフォワーディングイベントのトレース機能を再度イネーブルにする特権EXECコマンドを
示しています。この例は、ネットワーキングデバイス上でトレース機能が設定され、イネーブル

になっていることを前提としています。

enable
!
monitor event-trace cef events disable
monitor event-trace cef events clear
monitor event-trace cef events enable
disable

IPv4 イベントの CEF イベントトレースのカスタマイズ例
次の例は、シスコエクスプレスフォワーディング IPv4イベントのイベントトレースをイネーブ
ルにし、バッファサイズを 5000メッセージに設定する方法を示しています。

configure terminal
!
monitor event-trace cef ipv4 enable
monitor event-trace cef ipv4 size 5000
exit
The following example shows how to enable event tracing for events that match Cisco Express
Forwarding IPv4 VRF vpn1:
configure terminal
!
monitor event-trace cef ipv4 enable
monitor event-trace cef ipv4 vrf vpn1
exit

次の例は、IPv4イベントに関する最新のシスコエクスプレスフォワーディングイベントトレー
スエントリの連続表示を設定する特権 EXECコマンドを示しています。

enable
!
monitor event-trace cef ipv4 continuous
disable

次の例は、最新トレースエントリの連続表示を停止する方法を示しています。

enable
!
monitor event-trace cef ipv4 continuous cancel
disable
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IPv6 イベントの CEF イベントトレースのカスタマイズ例
次の例は、シスコエクスプレスフォワーディング IPv6イベントのイベントトレースをイネーブ
ルにし、バッファサイズを 10000に設定する方法を示しています。

configure terminal
!
monitor event-trace cef ipv6 enable
monitor event-trace cef ipv6 size 10000
exit

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOSMaster Commands List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Switching Command Reference』シスコエクスプレスフォワーディングの設定

および管理を行うコマンド

『Cisco Express Forwarding Overview』シスコエクスプレスフォワーディング機能の

概要

『Configuring Basic Cisco Express Forwarding for
Improved Performance, Scalability, and Resiliency
in Dynamic Networks』

シスコエクスプレスフォワーディングおよび

分散型シスコエクスプレスフォワーディング

の基本動作を確認するためのタスク

『Enabling or Disabling Cisco Express Forwarding
or Distributed Cisco Express Forwarding to
Customize Switching and Forwarding for Dynamic
Networks』

シスコエクスプレスフォワーディングまたは

分散型シスコエクスプレスフォワーディング

をイネーブルまたはディセーブルにするための

タスク

『Configuring a Load-Balancing Scheme for Cisco
Express Forwarding Traffic』

シスコエクスプレスフォワーディングのロー

ドバランシングスキームを設定するためのタ

スク

『ConfiguringCiscoExpress ForwardingConsistency
Checkers for Route Processors and Line Cards』

シスコエクスプレスフォワーディングの整合

性チェッカを設定するためのタスク

『Configuring Epochs to Clear and Rebuild Cisco
Express Forwarding and Adjacency Tables』

シスコエクスプレスフォワーディングテーブ

ルのエポックを設定するためのタスク
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マニュアルタイトル関連項目

『Configuring Cisco Express Forwarding Network
Accounting』

シスコエクスプレスフォワーディングのネッ

トワークアカウンティングを設定および確認す

るためのタスク

標準

タイトル規格

--この機能でサポートされる新規の標準または変

更された標準はありません。また、既存の標準

のサポートは変更されていません。

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOS XEソフ
トウェアリリース、およびフィーチャセット

のMIBの場所を検索しダウンロードするには、
次の URLにある Cisco MIB Locatorを使用しま
す。

http://www.cisco.com/go/mibs

この機能によってサポートされる新しいMIB
または変更されたMIBはありません。またこ
の機能による既存MIBのサポートに変更はあ
りません。

RFC

タイトルRFC

--この機能によりサポートされた新規 RFCまた
は改訂 RFCはありません。またこの機能によ
る既存 RFCのサポートに変更はありません。
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントのWeb
サイトではリソースをオンラインで提供してお

り、マニュアル、ソフトウェア、およびツール

をダウンロードできます。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。

CEF イベントトレースメッセージの表示に関する機能情
報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 17：シスコエクスプレスフォワーディングイベントトレースメッセージ表示の設定に関する機能情報

機能の設定情報リリース機能名

----Cisco IOS XEリリース 2.1以降
にこのモジュールで導入または

変更された機能はないため、こ

の表は空白になっています。こ

の表は、このモジュールに機能

情報が追加されると更新されま

す。
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用語集
隣接関係：ルーティング情報を交換するため、選択した隣接ルータとエンドノード間で形成され

た関係。隣接関係は、関連するルータとノードによる共通メディアセグメントの使用に基づいて

います。

CiscoExpressForwarding：レイヤ 3スイッチングテクノロジー。シスコエクスプレスフォワー
ディングは、シスコエクスプレスフォワーディング動作の 2つのモードの 1つである、集中型シ
スコエクスプレスフォワーディングモードを指す場合もあります。シスコエクスプレスフォ

ワーディングにより、ルートプロセッサがエクスプレスフォワーディングを行うことができま

す。分散型シスコエクスプレスフォワーディングは、シスコエクスプレスフォワーディングの

もう 1つの動作モードです。

分散型シスコエクスプレスフォワーディング：シスコエクスプレスフォワーディング動作のモー

ドの 1つであり、ラインカードに、転送情報ベース（FIB）および隣接関係テーブルの同一のコ
ピーが保持されます。ラインカードは、ポートアダプタ間でエクスプレスフォワーディングを実

行します。これにより、ルートプロセッサがスイッチング動作から解放されます。

FIB：転送情報ベース。概念上はルーティングテーブルや情報ベースに似た、シスコエクスプレ
スフォワーディングのコンポーネント。ルータはFIBルックアップテーブルを使用して、シスコ
エクスプレスフォワーディング動作中に送信先ベースのスイッチング判断を行います。ルータに

は、IPルーティングテーブル内の転送情報のミラーイメージが保持されます。

ラインカード：さまざまなシスコ製品で使用可能なインターフェイスプロセッサに対する一般的

用語。

プレフィックス：IPアドレスのネットワークアドレス部分。プレフィックスはネットワークおよ
びマスクによって指定され、一般的にネットワーク/マスクの形式で表されます。マスクは、どの
ビットがネットワークビットかを表しています。たとえば、1.0.0.0/16は、IPアドレスの最初の
16ビットがマスクされることを表し、これがネットワークビットであることを示しています。残
りのビットはホストビットです。この場合、ネットワーク番号は 10.0です。

VPN：Virtual Private Network（バーチャルプライベートネットワーク）。トンネリングを使用
し、公衆 TCP/IPネットワークを通じて IPトラフィックを安全に転送することを可能にするルー
タ構成。

VRF：バーチャルプライベートネットワーク（VPN）ルーティング/転送インスタンス。VRFは、
IPルーティングテーブル、取得されたルーティングテーブル、そのルーティングテーブルを使
用する一連のインターフェイス、ルーティングテーブルに登録されるものを決定する一連のルー

ルおよびルーティングプロトコルで構成されています。一般に、VRFには、PEルータに付加さ
れるカスタマー VPNサイトが定義されたルーティング情報が格納されています。
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第 11 章

SNMP CEF-MIB サポート

Cisco Express Forwarding--SNMPCEF-MIB機能によって、CISCO-CEF-MIBが導入されます。これ
により、管理アプリケーションは、簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）を使用して、シ
スコエクスプレスフォワーディング運用データの設定と監視を行うことができます。また、シ

スコエクスプレスフォワーディングによって特定の設定イベントが検出されたときに通知を行

うことができます。このモジュールでは、CISCO-CEF-MIBを使用して、シスコエクスプレス
フォワーディングの動作に関連するオブジェクトを管理および監視する方法を説明します。

シスコエクスプレスフォワーディングは、高度なレイヤ 3 IPスイッチングテクノロジーです。
これにより、すべての種類のネットワークに関して、ネットワークパフォーマンスとスケーラ

ビリティが最適化されます。こうしたネットワークの種類としては、インターネットや、負荷の

大きいWebベースアプリケーションや対話形式セッションを特長とするネットワークなど、少
量のトラフィックと大量のトラフィックを複雑なパターンで伝送するものがあります。

• 機能情報の確認, 167 ページ

• SNMP CEF-MIBサポートの前提条件, 168 ページ

• SNMP CEF-MIBサポートに関する情報, 168 ページ

• SNMP CEF-MIBサポートの設定方法, 185 ページ

• SNMP CEF-MIBサポートの設定例, 199 ページ

• その他の参考資料, 200 ページ

• SNMP CEF-MIBサポートの機能情報, 202 ページ

• 用語集, 203 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ
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ジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリスト

を確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

SNMP CEF-MIB サポートの前提条件
•システムで、シスコエクスプレスフォワーディングまたは分散型シスコエクスプレスフォ
ワーディングが設定されていること。

• Cisco IOSXEリリース 2.1で導入された拡張シスコエクスプレスフォワーディングインフラ
ストラクチャが、システムのイメージに含まれていること。

• Cisco Express Forwarding--SNMP CEF-MIBサポート機能を使用するルータが SNMPアクセス
用に設定されていること。詳細については、このドキュメントの SNMPを使用するための
ルータの設定, （185ページ）を参照してください。

SNMP CEF-MIB サポートに関する情報

CEF 機能の概要
シスコエクスプレスフォワーディングは、高度なレイヤ 3 IPスイッチングテクノロジーです。
シスコエクスプレスフォワーディングは、転送情報ベース（FIB）を使用してプレフィックスベー
スの IP宛先スイッチングの判定を行います。FIBは、概念的にはルーティングテーブルや情報
ベースに似ています。FIBは、IPルーティングテーブルに含まれる転送情報を維持します。ネッ
トワーク内でルーティングまたはトポロジが変更されると、IPルーティングテーブルがアップ
デートされ、これらの変更が FIBに反映されます。FIBには、IPルーティングテーブル内の情報
に基づいて、ネクストホップのアドレス情報が保持されます。Cisco Express Forwardingの動作に
関わる 2つの主要なコンポーネントが、FIBと隣接関係テーブルです。

Cisco Express Forwardingは、隣接関係テーブルを使用して、レイヤ 2アドレッシング情報をプリ
ペンドします。隣接関係テーブルには、すべての FIBエントリのレイヤ 2ネクストホップアドレ
スが維持されます。リンク層上でネットワーク内のノードが 1ホップで相互に到達可能な場合、
これらのノードは隣接関係にあると見なされます。Cisco Express Forwardingは、隣接関係を検出
および解決して、隣接関係テーブルに設定します。

CISCO-CEF-MIBプレフィックスデータベースと関連データベースは非常に大きくなる場合が
あります。そのため、プレフィックステーブルを表示するコマンドの実行には、長時間かか

ることがあります。

（注）

   IP スイッチング Cisco Express Forwarding 設定ガイド
168

SNMP CEF-MIB サポート
SNMP CEF-MIB サポートの前提条件

http://www.cisco.com/go/cfn


CISCO-CEF-MIB の利点
コマンドラインインターフェイス（CLI）の showコマンドは、Cisco Express Forwardingの動作情
報を取得するために使用できます。CLIを使用した Cisco Express Forwardingの管理は、タスクに
時間がかかることがあります。シスコルータの容量が増加すると、必要なCiscoExpressForwarding
動作パラメータを取得するための showコマンド出力の解析がますます困難になります。

CISCO-CEF-MIBを使用すると、SNMPを使用してCisco Express Forwarding動作を管理およびモニ
タできるようになります。また、Cisco Express Forwardingでエラーが発生したときに通知される
ように SNMPを設定できます。

Cisco Express Forwarding--SNMP CEF-MIBサポート機能とともに導入された CISCO-CEF-MIBに
よって、FIBおよび隣接関係テーブルに保存されている動作情報、スイッチング統計情報、およ
びリソース障害に関する情報にリアルタイムでアクセスできます。この機能では、SNMPに基づ
いたMIB実装を利用して、Cisco Express Forwarding機能に関連するパラメータを設定できます。
この情報には、SNMPが実装されているネットワーク管理システム（NMS）ワークステーション
またはホストシステムで入力する getコマンドおよび setコマンドを使用してアクセスします。
NMSワークステーションは、SNMPマネージャとも呼ばれます。

Cisco Express Forwardingは、すべてのシスコルータで使用できます。ただし、Cisco Express
Forwarding管理の CISCO-CEF-MIBサポートは、Cisco IOS XEリリース 2.1で導入されたインフラ
ストラクチャによって異なります。

Cisco IOS XEリリース 2.1で実装された CISCO-CEF-MIBは、ルートプロセッサ（RP）で動作し
ているCiscoExpressForwardingインスタンスを管理します。ラインカード上で実行しているCisco
Express Forwardingに関する情報は、Cisco Express Forwardingピアに関してのみ RPに利用できま
す。

CISCO-CEF-MIBは、IPバージョン 4（IPv4）と IPバージョン 6（IPv6）の両方の IPバージョン
の設定およびモニタリングをサポートします。

CISCO-CEF-MIB で管理される情報
これまで、ネットワーク情報の収集にはSNMPが使用されていました。SNMPは、ルータ、スイッ
チ、ワークステーションなどのネットワーク要素から、重要な情報を取得できます。

CISCO-CEF-MIBは、ネットワーク管理者が次の状態などをモニタするための管理対象オブジェク
トを提供します。

• show ip cef summaryコマンドの出力で表示されるような、Cisco Express Forwardingの管理お
よび運用の状態

• CiscoExpress Forwardingイベントの通知。CiscoExpress Forwardingの状態の変化、CiscoExpress
Forwardingの障害（定義済みの理由による）、およびルートプロセッサ（RP）とラインカー
ドの不整合

• showcef interfaceコマンドで表示されるような、関連付けられているインターフェイスのCisco
Express Forwardingに関連するパラメータ
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• show cef linecardコマンドで表示されるような、ラインカードテーブルのラインカード Cisco
Express Forwardingの状態およびラインカード Cisco Express Forwarding FIBの状態

• Cisco Express Forwardingの統計情報：show ip cef switching statsコマンドで表示されるような
スイッチング統計情報、パントカウンタおよびパントツーホストカウンタ、およびプレ

フィックスごとのカウンタと非再帰カウンタ

• Cisco Express Forwardingがディセーブルとイネーブルの間、シスコエクスプレスフォワー
ディングと分散型シスコエクスプレスフォワーディングの間で切り替わったときに発生す

る、IPv4および IPv6の通知

SNMPCISCO-CEF-MIBは、ネットワーク管理者が次のものを設定するための管理対象オブジェク
トを提供します。

•シスコエクスプレスフォワーディングおよび分散型シスコエクスプレスフォワーディング
の管理ステータス

• Cisco Express Forwardingのアカウンティング関連パラメータ

• Cisco Express Forwardingのロードシェアリング関連パラメータ

•トラフィック関連の設定パラメータ

CISCO-CEF-MIB オブジェクトグループ
SNMP CISCO-CEF-MIBを使用すると、Cisco Express Forwardingに関連するオブジェクトの設定と
管理が可能になります。MIBには、次のオブジェクトグループが含まれています。

• CEF FIBグループ

• CEF隣接関係グループ

• CEFフォワーディングエレメントグループ

• CEF設定グループ

• CEFインターフェイスグループ

• CEFピアグループ

• CEF整合性（CC）グループ

• CEF状態グループ

• CEF通知制御グループ

CISCO-CEF-MIBでは、設定オブジェクトは読み取り/書き込みとして定義され、他のオブジェク
トは読み取り専用として定義されます。

CISCO-CEF-MIBには、CiscoExpress Forwardingのオブジェクトグループに関連するテーブルが含
まれています。これらのテーブルには、プレフィックス、転送パス、隣接関係、出力チェーン要

素（OCE）、プレフィックスベースの統計情報に関する情報、Cisco Express Forwarding設定、整
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合性チェッカ、スイッチング統計情報、およびラインカードに固有の管理対象オブジェクトに関

する情報が示されます。

CISCO-CEF-MIBは、Cisco Express Forwardingの通知も定義します。この通知は、MIBまたは CLI
コマンドでイネーブルまたはディセーブルにできます。

CISCO-CEF-MIBのほとんどのテーブルのインデックスは、entPhysicalIndexです。

CISCO-CEF-MIB テーブル
• CEF FIB要約テーブル（cefFIBSummaryTable）には、IPv4と IPv6両方のプロトコル用の転送
プレフィックスの数が含まれます。これは、CEFフォワーディングテーブルの要約です。

• CEFフォワーディングテーブル（cefPrefixTable）は、すべてのプレフィックスおよび関連す
るカウンタをリストします。また、CEFフォワーディング要素選択テーブルへのポインタも
含まれています。

• CEF最長一致プレフィックステーブル（cefLMPrefixTable）は、特定の宛先アドレスに対す
る最長プレフィックス照合を返します。複数のアプリケーションがCEF最長一致プレフィッ
クステーブルで動作したときに、インスタンスの衝突を減らすために、オプションの

cefLMPrefixSpinLockオブジェクトが提供されます。

• CEFパステーブル（cefPathTable）には、すべての Cisco Express Forwardingパスがリストさ
れています。

• CEF隣接関係要約テーブル（cefAdJSummaryTable）には、すべてのリンクタイプについて、
完全な隣接関係、不完全な隣接関係、フィックスアップ隣接関係、およびリダイレクト隣接

関係の合計数が含まれます。

• CEF隣接関係テーブル（cefAdjTable）は、すべての隣接関係をリストします。隣接関係の
ソース、カプセル化ストリング、フィックスアップ、および隣接関係エントリに関連付けら

れているレイヤ3最大伝送単位（MTU）が含まれます。フォワーディング要素選択テーブル
へのポインタが含まれています（隣接関係がMIDチェーン隣接関係の場合）。

• CEFフォワーディング要素選択テーブル（cefFESelectionTable）は、平坦化された形式でOCE
チェーンを表します。このテーブルは、ラベル、テーブル ID、および OCEチェーンを通過
する隣接関係だけを示します。各 OCEチェーンに関連付けられている重みも含まれていま
す。

• CEF Cfgテーブル（cefCfgTable）には、Cisco Express Forwardingに関連するすべてのグロー
バル設定パラメータ（管理および動作のステータス、アカウンティング関連の設定パラメー

タ、ロードシェアリングアルゴリズムおよび ID、トラフィック統計情報パラメータ）が含
まれています。

• CEFリソーステーブル（cefResourceTable）には、シスコエクスプレスフォワーディングの
リソースに関する情報（プロセスメモリプールのメモリステータス、およびシスコエクス

プレスフォワーディングリソースの障害通知の理由）が含まれます。

• CEFインターフェイステーブル（cefIntTable）には、インターフェイス固有の Cisco Express
Forwardingパラメータ（インターフェイスのスイッチングの状態、インターフェイスのロー
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ドシェアリング（パケットごと、および送信先ごと）、およびインターフェイスの非再帰

ルーティング（内部および外部））が含まれます。

• CEFピアテーブルまたはラインカードテーブル（cefPeerTable）には、管理対象ラインカー
ドのピアに関連するシスコエクスプレスフォワーディングの情報（ラインカードの動作状

態、およびラインカードセッションがリセットされた回数）が含まれます。

• CEFピア FIBテーブル（cefPeerFIBTable）には、各ラインカードの転送情報ベース（FIB）
の動作状態に関する情報が含まれます。

• CEFプレフィックス長統計情報テーブル（cefStatsPrefixTable）では、プレフィックス長ベー
スの統計情報が維持されます。

• CEFスイッチング統計情報テーブル（cefSwitchingStatsTable）には、各スイッチングパスの
スイッチング統計情報（ドロップカウンタ、パントカウンタ、およびパントツーホストカ

ウンタ）が含まれています。

• CEF IPプレフィックス整合性チェッカグローバルグループ（cefCCGlobalTable）には、整合
性チェッカのすべてのグローバル設定パラメータ（自動修正、イネーブルかディセーブル

か、遅延、ホールドダウン、パッシブ整合性チェッカがイネーブルかディセーブルか、整合

性検出のエラーメッセージがイネーブルかディセーブルか、および完全スキャン整合性チェッ

カをアクティブ化するメカニズム）が含まれます。このテーブルには、完全スキャン整合性

チェッカの状態も表示されます。

• CEF整合性チェッカタイプテーブル（cefCCTypeTable）には、整合性チェッカタイプ固有
のパラメータ（パッシブスキャナーのスキャンの頻度およびカウント、および送信、無視、

チェック、および反復されたクエリー）が含まれます。

• CEF不整合性レコードテーブル（cefInconsistencyRecordTable）には、検出された不整合のレ
コード（プレフィックスのアドレスおよび長さ、テーブル ID、整合性チェッカタイプ、ス
ロット ID、および不整合の理由（不足またはチェックサムエラー））が含まれます。

CISCO-CEF-MIBテーブルを通じて使用できる特定のオブジェクトについては、CISCO-CEF-MIB
で使用可能な動作, （173ページ）を参照してください。
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次の図に、CISCO-CEF-MIBの主なテーブルの内容と、テーブル間の関係を示します。

図 11：CISCO-CEF-MIB の主なテーブル、テーブルの内容、および関係

CISCO-CEF-MIB で使用可能な動作
SNMP getandsetコマンドを使用して、CISCO-CEF-MIBテーブルで使用できるシスコエクスプレ
スフォワーディング動作を設定およびモニタできます。ここでは、テーブルごとに、設定動作と

モニタリング動作について説明します。

次の表に、CEF FIB要約テーブル（cefFIBSummaryTable）で提供されるシスコエクスプレスフォ
ワーディングのモニタリング動作と、それに関連するMIBオブジェクトのリストを示します。

表 18：CEF FIB 要約テーブル：シスコエクスプレスフォワーディングの動作と関連 MIB オブジェクト

説明シスコエクスプレスフォワーディングの動作

cefFIBSummaryFwdPrefixesIPv4および IPv6用の転送プレフィックス数を
取得する
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次の表に、CEFフォワーディングテーブル（cefPrefixTable）で提供されるシスコエクスプレス
フォワーディングのモニタリング動作と、それに関連するMIBオブジェクトのリストを示しま
す。

表 19：CEF フォワーディングテーブル：シスコエクスプレスフォワーディングの動作と関連 MIB オブジェ
クト

MIB オブジェクトシスコエクスプレスフォワーディングの動作

cefPrefixForwardingInfoエントリのフォワーディング情報を取得する

cefPrefixPktsプレフィックスによって転送されたパケット数

を取得する

cefPrefixHCPkts64ビット値のプレフィックスによって転送され
たパケット数を取得する

cefPrefixBytesプレフィックスによって転送されたバイト数を

取得する

cefPrefixHCBytes64ビット値のプレフィックスによって転送され
たバイト数を取得する

cefPrefixInternalNRPktsプレフィックスによって転送された内部非再帰

パケット数を取得する

cefPrefixInternalNRHCPkts64ビット値のプレフィックスによって転送され
た内部非再帰パケット数を取得する

cefPrefixInternalNRBytesプレフィックスによって転送された内部非再帰

バイト数を取得する

cefPrefixInternalNRHCBytes64ビット値のプレフィックスによって転送され
た内部非再帰バイト数を取得する

cefPrefixExternalNRPktsプレフィックスによって転送された外部非再帰

パケット数を取得する

cefPrefixExternalNRHCPkts64ビット値のプレフィックスによって転送され
た外部非再帰パケット数を取得する

cefPrefixExternalNRBytesプレフィックスによって転送された外部非再帰

バイト数を取得する

cefPrefixExternalNRHCBytes64ビット値のプレフィックスによって転送され
た外部非再帰バイト数を取得する
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次の表に、CEF最長一致プレフィックステーブル（cefLMPrefixTable）で提供されるシスコエク
スプレスフォワーディングのモニタリング動作と、それに関連するMIBオブジェクトのリストを
示します。

表 20：CEF 最長一致プレフィックステーブル：シスコエクスプレスフォワーディングの動作と関連 MIB オ
ブジェクト

MIB オブジェクトシスコエクスプレスフォワーディングの動作

cefLMPrefixSpinLock最長一致プレフィックスエントリの作成または

変更のためのロックを取得または設定する

cefLMPrefixState送信先プレフィックス要求の状態を取得する

cefLMPrefixAddr宛先プレフィックス要求のネットワークプレ

フィックスアドレスを取得する

cefLMPrefixLen宛先プリフィックス要求のネットワークプレ

フィックス長を取得する（showipcefexact-route
コマンドと同じ表示）

cefLMPrefixRowStatusテーブルエントリのステータスを取得する

次の表に、CEFパステーブル（cefPathTable）で提供されるシスコエクスプレスフォワーディン
グのモニタリング動作と、それに関連するMIBオブジェクトのリストを示します。

表 21：CEF パステーブル：シスコエクスプレスフォワーディングの動作と関連 MIB オブジェクト

MIB オブジェクトシスコエクスプレスフォワーディングの動作

cefPathTypeプレフィックスのシスコエクスプレスフォワー

ディングパスのタイプを取得する

cefPathInterfaceこのシスコエクスプレスフォワーディングパ

スに関連付けられているインターフェイスを取

得する

cefPathNextHopAddrシスコエクスプレスフォワーディングパスの

ネクストホップアドレスを取得する

cefPathRecurseVrfNameこのパスに関連付けられている再帰バーチャル

プライベートネットワーク（VPN）ルーティン
グ/フォワーディング（VRF）インスタンス名を
取得する
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次の表に、CEF隣接関係要約テーブル（cefAdjSummaryTable）で提供されるシスコエクスプレス
フォワーディングのモニタリング動作と、それに関連するMIBオブジェクトのリストを示しま
す。

表 22：CEF 隣接関係要約テーブル：シスコエクスプレスフォワーディングの動作と関連 MIB オブジェクト

MIB オブジェクトシスコエクスプレスフォワーディングの動作

cefAdjSummaryComplete完全な隣接関係の数を取得する

cefAdjSummaryInComplete不完全な隣接関係の数を取得する

cefAdjSummaryFixupレイヤ 2カプセル化の隣接関係の数を取得する

cefAdjSummaryRedirectIPリダイレクトの隣接関係の数を取得する

次の表に、CEF隣接関係テーブル（cefAdjTable）で提供されるシスコエクスプレスフォワーディ
ングのモニタリング動作と、それに関連するMIBオブジェクトのリストを示します。

表 23：CEF 隣接関係テーブル：シスコエクスプレスフォワーディングの動作と関連 MIB オブジェクト

MIB オブジェクトシスコエクスプレスフォワーディングの動作

cefAdjSource隣接関係のソースを取得する

cefAdjEncap隣接関係のレイヤ 2カプセル化を取得する

cefAdjFixup隣接関係のフィックスアップを取得する

cefAdjMTU隣接関係のレイヤ3最大伝送単位（MTU）を取
得する

cefAdjForwardingInfocefFESelectionTableのフォワーディング情報を
取得する

cefAdjPkts転送されたパケット数を取得する

cefAdjHCPkts64ビットバージョンで送信されるパケット数
を取得する

cefAdjBytes転送されたバイト数を取得する

cefAdjHCBytes64ビットバージョンで送信されるバイト数を
取得する
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次の表に、CEFフォワーディング要素選択テーブル（cefFESelectionTable）で提供されるシスコ
エクスプレスフォワーディングのモニタリング動作と、それに関連するMIBオブジェクトのリス
トを示します。

表 24：CEF フォワーディング要素選択テーブル：シスコエクスプレスフォワーディングの動作と関連 MIB オ
ブジェクト

MIB オブジェクトシスコエクスプレスフォワーディングの動作

cefFESelectionSpecialフォワーディング要素の特別な処理を取得する

cefFESelectionLabelsフォワーディング要素のマルチプロトコルラベ

ルスイッチング（MPLS）ラベルを取得する

cefFESelectionAdjLinkTypeフォワーディング要素の隣接関係のタイプを取

得する

cefFESelectionAdjInterfaceフォワーディング要素の隣接関係のインター

フェイスを取得する

cefFESelectionAdjNextHopAddrTypeフォワーディング要素の隣接関係のネクスト

ホップアドレスタイプを取得する

cefFESelectionAdjNextHopAddrフォワーディング要素の隣接関係のネクスト

ホップアドレスを取得する

cefFESelectionAdjConnIdフォワーディング要素の隣接関係の接続 IDを
取得する

cefFESelectionVrfNameフォワーディング要素のルックアップ用のVRF
名を取得する

cefFESelectionWeightフォワーディング要素のロードバランシング用

の重みを取得する

次の表に、CEF Cfgテーブル（cefCfgTable）で提供されるシスコエクスプレスフォワーディング
の設定およびモニタリング動作と、それに関連するMIBオブジェクトのリストを示します。

表 25：CEF Cfg テーブル：シスコエクスプレスフォワーディングの動作と関連 MIB オブジェクト

MIB オブジェクトシスコエクスプレスフォワーディングの動作

cefCfgAdminStateシスコエクスプレスフォワーディングのイン

スタンスをイネーブルまたはディセーブルにす

る
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MIB オブジェクトシスコエクスプレスフォワーディングの動作

cefCfgOperStateシスコエクスプレスフォワーディングの動作

インスタンスを照会する

cefCfgDistributionAdminState分散型シスコエクスプレスフォワーディング

のインスタンスをイネーブルまたはディセーブ

ルにする

cefCfgDistributionOperState分散型シスコエクスプレスフォワーディング

の動作インスタンスを照会する

cefCfgAccountingMap

• nonRecursive (0)

• perPrefix (1)

• prefixLength (2)

シスコエクスプレスフォワーディングのネッ

トワークアカウンティングオプションを取得

または設定する

cefCfgLoadSharingAlgorithm

• none (1)：ロードシェアリングはディセー
ブル

• original (2)

• tunnel (3)

• universal (4)

シスコエクスプレスフォワーディングのロー

ドシェアリングアルゴリズムオプションを取

得または設定する

cefCfgLoadSharingIDロードシェアリング IDを取得または設定する

cefCfgTrafficStatsLoadIntervalシスコエクスプレスフォワーディングのトラ

フィック統計情報用のトラフィック間隔タイ

マーを取得または設定する

cefCfgTrafficStatsUpdateRateラインカードが RPにトラフィック統計情報を
送信する頻度タイマーを取得または設定する

次の表に、CEFリソーステーブル（cefResourceTable）で提供されるシスコエクスプレスフォワー
ディングのモニタリング動作と、それに関連するMIBオブジェクトのリストを示します。
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表 26：CEF リソーステーブル：シスコエクスプレスフォワーディングの動作と関連 MIB オブジェクト

MIB オブジェクトシスコエクスプレスフォワーディングの動作

cefResourceMemoryUsedシスコエクスプレスフォワーディングのプロ

セスメモリプールのメモリステータスを取得

する

cefResourceFailureReasonシスコエクスプレスフォワーディングのリソー

ス障害通知の理由を取得する

次の表に、CEFインターフェイステーブル（cefIntTable）で提供されるシスコエクスプレスフォ
ワーディングの設定およびモニタリング動作と、それに関連するMIBオブジェクトのリストを示
します。

表 27：CEF インターフェイステーブル：シスコエクスプレスフォワーディングの動作と関連 MIB オブジェ
クト

MIB オブジェクトシスコエクスプレスフォワーディングの動作

cefIntSwitchingState

• cefEnabled (1)

• distCefEnabled (2)

• cefDisabled (3)

インターフェイスのシスコエクスプレスフォ

ワーディングスイッチング状態を取得または設

定する

cefIntLoadSharing

• perPacket (1)

• perDestination (2)

インターフェイスのシスコエクスプレスフォ

ワーディングロードシェアリングのタイプを

取得または設定する

cefIntNonrecursiveAccouting

• internal (1)

• external (2)

インターフェイスのシスコエクスプレスフォ

ワーディング非再帰アカウンティングを取得ま

たは設定する

次の表に、CEFピアテーブル（またはラインカードテーブル）（cefPeerTable）で提供されるシ
スコエクスプレスフォワーディングのモニタリング動作と、それに関連するMIBオブジェクト
のリストを示します。
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表 28：CEF ピアテーブル：シスコエクスプレスフォワーディングの動作と関連 MIB オブジェクト

MIB オブジェクトシスコエクスプレスフォワーディングの動作

cefPeerOperStateピアエンティティのシスコエクスプレスフォ

ワーディングの動作インスタンスを取得する

cefPeerNumberOfResetsピアとのセッションがリセットされた回数を取

得する

次の表に、CEFピア FIBテーブル（cefPeerFIBTable）で提供されるシスコエクスプレスフォワー
ディングのモニタリング動作と、それに関連するMIBオブジェクトのリストを示します。

表 29：CEF ピア FIB テーブル：シスコエクスプレスフォワーディングの動作と関連 MIB オブジェクト

MIB オブジェクトシスコエクスプレスフォワーディングの動作

cefPeerFIBOperStateピアエンティティの現在のシスコエクスプレ

スフォワーディングFIBの動作状態を取得する

次の表に、CEFプレフィックス長統計情報テーブル（cefStatsPrefixTable）で提供されるシスコエ
クスプレスフォワーディングのモニタリング動作と、それに関連するMIBオブジェクトのリスト
を示します。

表 30：CEF プレフィックス長統計情報テーブル：シスコエクスプレスフォワーディングの動作と関連 MIB オ
ブジェクト

MIB オブジェクトシスコエクスプレスフォワーディングの動作

cefStatsPrefixQueriesプレフィックス長に関するFIBデータベースの
クエリー（ルックアップ）数を取得する

cefStatsPrefixHCQueries64ビット値のプレフィックス長に関する FIB
データベースのクエリー（ルックアップ）数を

取得する

cefStatsPrefixInsertsプレフィックス長に関するFIBデータベースの
挿入数を取得する

cefStatsPrefixHCInsert64ビット値のプレフィックス長に関する FIB
データベースの挿入数を取得する

cefStatsPrefixDeletesプレフィックス長に関するFIBデータベースの
削除数を取得する
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MIB オブジェクトシスコエクスプレスフォワーディングの動作

cefStatsPrefixHCDeletes64ビットバージョンのプレフィックス長に関
する FIBデータベースの削除数を取得する

cefStatsPrefixElementsプレフィックス長に関するFIBデータベースの
要素数を取得する

cefStatsPrefixHCElements64ビット値のプレフィックス長に関する FIB
データベースの要素数を取得する

次の表に、CEFスイッチング統計情報テーブル（cefSwitchingStatsTable）で提供されるシスコエ
クスプレスフォワーディングのモニタリング動作と、それに関連するMIBオブジェクトのリスト
を示します。

表 31：CEF スイッチング統計情報テーブル：シスコエクスプレスフォワーディングの動作と関連 MIB オブ
ジェクト

MIB オブジェクトシスコエクスプレスフォワーディングの動作

cefSwitchingPathシスコエクスプレスフォワーディングインス

タンスのスイッチングパスを取得する

cefSwitchingDropシスコエクスプレスフォワーディングインス

タンスがドロップしたパケット数を取得する

cefSwitchingHCDrop64ビット値のシスコエクスプレスフォワーディ
ングインスタンスがドロップしたパケット数を

取得する

cefSwitchingPuntパントできたパケット数を取得する

cefSwitchingHCPunt64ビット値でパントできたパケット数を取得す
る

cefSwitchingPunt2Hostホストにパントされたパケット数を取得する

cefSwitchingHCPunt2Host64ビット値でホストにパントされたパケット数
を取得する

次の表に、CEF IPプレフィックス整合性グローバルチェッカグループ（cefCCGlobalTable）で提
供されるシスコエクスプレスフォワーディングの設定およびモニタリング動作と、それに関連す

るMIBオブジェクトのリストを示します。
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表 32：CEF IP プレフィックス整合性グローバルチェッカグループ：シスコエクスプレスフォワーディング
の動作と関連 MIB オブジェクト

MIB オブジェクトシスコエクスプレスフォワーディングの動作

cefCCGlobalAutoRepairEnabled整合性チェッカの自動修復をイネーブルまたは

ディセーブルにする

cefCCGlobalAutoRepairDelay整合性チェッカが不整合を修正するまでの待機

時間を取得または設定する

cefCCGlobalAutoRepairHoldDown整合性チェッカが自動修復を実行した後、自動

修復を再イネーブル化するまでの待機時間を取

得または設定する

cefCCGlobalErrorMsgEnabled不整合のエラーメッセージ生成をイネーブルま

たはディセーブルにする

次の表に、CEF整合性チェッカタイプテーブル（cefCCTypeTable）で提供されるシスコエクス
プレスフォワーディングの設定およびモニタリング動作と、それに関連するMIBオブジェクトの
リストを示します。

表 33：CEF 整合性チェッカタイプテーブル：シスコエクスプレスフォワーディングの動作と関連 MIB オブ
ジェクト

MIB オブジェクトシスコエクスプレスフォワーディングの動作

cefCCEnabledパッシブ整合性チェッカをイネーブルまたは

ディセーブルにする

cefCCCountスキャンごとのプレフィクスの最大数を取得ま

たは設定する

cefCCPeriod整合性チェッカのスキャンの間隔を取得または

設定する

cefCCQueriesSentシスコエクスプレスフォワーディング FIBに
送信するプレフィックス整合性クエリーの数を

取得する

cefCCQueriesIgnored整合性チェッカで無視されたプレフィックス整

合性クエリーの数を取得する

cefCCQueriesIteratedデータベースに反復されるプレフィックス整合

性クエリーの数を取得する
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MIB オブジェクトシスコエクスプレスフォワーディングの動作

cefCCQueriesChecked処理されたプレフィックス整合性クエリーの数

を取得する

次の表に、CEF不整合性レコードテーブル（cefInconsistencyRecordTable）で提供されるシスコエ
クスプレスフォワーディングの設定およびモニタリング動作と、それに関連するMIBオブジェク
トのリストを示します。

表 34：CEF 不整合性レコードテーブル：シスコエクスプレスフォワーディングの動作と関連 MIB オブジェ
クト

MIB オブジェクトシスコエクスプレスフォワーディングの動作

cefInconsistencyPrefixType不整合のネットワークプレフィックスタイプ

を取得する

cefInconsistencyPrefixAddr不整合のネットワークプレフィックスアドレ

スを取得する

cefInconsistencyPrefixLen不整合のネットワークプレフィックス長を取得

する

cefInconsistencyVrfName不整合の VRF名を取得する

cefInconsistencyCCType不整合を検出した整合性チェッカタイプを取得

する

cefInconsistencyEntityこの不整合が発生したエンティティを取得する

cefInconsistencyReason

• missing (1)

• checksumErr (2)

• unknown (3)

不整合が生成された理由を取得する

シスコエクスプレスフォワーディングの不整

合のグローバルオブジェクト

entLastInconsistencyDetectTime不整合が検出された時点でのシステム動作時間

の値を取得する

cefInconsistencyResetすべてのアクティブな整合性チェッカを再起動

するようにオブジェクトを設定する
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MIB オブジェクトシスコエクスプレスフォワーディングの動作

cefInconsistencyResetStatus不整合リセット要求のステータスを取得する

CISCO-CEF-MIB 通知
次の表に、シスコエクスプレスフォワーディングの通知の送信をイネーブルにするCISCO-CEF-MIB
オブジェクトに関連付けられているシスコエクスプレスフォワーディングの動作のリストを示し

ます。

表 35：シスコエクスプレスフォワーディングの通知：シスコエクスプレスフォワーディングの動作と、そ
れをイネーブルにする CISCO-CEF-MIB オブジェクト

MIB オブジェクトシスコエクスプレスフォワーディングの動作

cefResourceFailureNotifEnableシスコエクスプレスフォワーディングのリソー

スの障害を検出したときの通知の送信をイネー

ブルにする

cefPeerStateChangeNotifEnableシスコエクスプレスフォワーディングピアの

状態の変更を検出したときの通知の送信をイ

ネーブルにする

cefPeerFIBStateChangeNotifEnableシスコエクスプレスフォワーディング FIBピ
アの状態の変更を検出したときの通知の送信を

イネーブルにする

cefNotifThrottlingInterval各通知イベントの送信後の時間を設定する

cefInconcsistencyNotifEnable不整合を検出したときの通知の送信をイネーブ

ルにする

これらの通知は、MIBを通じて、または CLIコマンドを入力して、イネーブルまたはディセーブ
ルにできます。次の表に、通知の説明と、その通知をイネーブルにするコマンドを示します。

CISCO-CEF-MIB通知をイネーブルまたはディセーブルにするコマンドを入力する前に、
snmp-server hostコマンドを入力する必要があります。

（注）
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表 36：通知の説明および CEF-PROVISION-MIB 通知をイネーブルにするコマンド

コマンド生成される原因通知

CLI：
snmp-serverenabletrapscefresource-failure

MIB：
setanyversionip-addresscommunity-stringcefResourceFailureNotifEnable.0-i1

mallocの失敗、プロセス間通信（IPC）
の失敗、および外部データ表現

（XDR）メッセージに関するその他の
タイプの失敗

シスコエクスプレスフォワーディン

グのリソースの障害通知

CLI：
snmp-serverenabletrapscefpeer-state-change

MIB：
setanyversionip-addresscommunity-stringcefPeerStateChangeNotifEnable.0-i1

ラインカードのピアの動作状態の変更シスコエクスプレスフォワーディン

グピアの状態の変更通知

CLI：
snmp-serverenabletrapscefpeer-fib-state-change

MIB：
setanyversionip-addresscommunity-stringcefPeerFIBStateChangeNotifEnable.0-i1

ピア FIBの動作状態の変更シスコエクスプレスフォワーディン

グピア FIBの状態の変更通知

CLI：
snmp-serverenabletrapscefinconsistency

MIB：
setanyversionip-addresscommunity-stringcefInconsistencyNotifEnable.0-i1

整合性チェッカによる不整合の検出シスコエクスプレスフォワーディン

グの不整合検出通知

SNMP CEF-MIB サポートの設定方法

SNMP を使用するためのルータの設定
SNMPを使用するようにルータを設定するには、次のタスクを実行します。

Cisco Express Forwarding--SNMP CEF-MIBサポート機能を使用する前に、ルータの SNMPサーバ
を設定する必要があります。

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. snmp-servercommunitystring [view view-name] [ro | rw] [ipv6 nacl] [access-list-number]
4. snmp-servercommunitystring2rw
5. end
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステッ

プ 1   •パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステッ

プ 2   

SNMPへのアクセスを許可するコミュニティアクセスストリングを設定し
ます。

snmp-servercommunitystring
[view view-name] [ro | rw] [ipv6
nacl] [access-list-number]

ステッ

プ 3   

• string引数は、1～ 32文字の英数字で、パスワードのように機能して
SNMPプロトコルへのアクセスを許可します。コミュニティストリン
グに空白は使用できません。

例：

Router(config)# snmp-server
community public ro •キーワードと引数のペアである view view-nameは、定義済みのビュー

の名前です。ビューは、SNMPコミュニティで使用できるオブジェク
トを定義します。

• roキーワードは、読み取り専用アクセスを指定します。許可された管
理ステーションは、MIBオブジェクトの取得だけができます。

• rwキーワードは、読み取りと書き込みアクセスを指定します。許可
された管理ステーションは、MIBオブジェクトの取得と修正ができま
す。

• ipv6naclキーワードは、IPv6ネームドアクセスリストを指定します。

• access-list-number引数は、1～ 99の整数です。IPアドレスまたはスト
リング（64文字まで）の標準アクセスリストを指定します。これは、
SNMPエージェントへのアクセスが許可される IPアドレスの標準ア
クセスリストの名前です。

または、1300～ 1999の整数を指定して、標準アクセスリスト番号の範囲
にある IPアドレスのリストを指定します。これらのアドレスのデバイス
は、コミュニティストリングを使用して、SNMPエージェントにアクセス
できます。
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目的コマンドまたはアクション

string引数（ステップ3）と string2引数（ステップ4）によって、
最小レベルのセキュリティが提供されます。MIBオブジェクト
の表示だけが必要で、修正の必要がないユーザには、読み取り専

用アクセスのストリングを提供し、読み取りと書き込み用のアク

セスストリングは管理者専用にすることをお勧めします。string2
引数（ステップ4）は、この手順で指定した読み取り専用のstring
引数とは異なるものにしてください。

（注）

SNMPへのアクセスを許可するコミュニティアクセスストリングを設定し
ます。

snmp-servercommunitystring2rw

例：

Router(config)# snmp-server
community private rw

ステッ

プ 4   

• string2引数は、1～ 32文字の英数字で、パスワードのように機能し
て SNMPプロトコルへのアクセスを許可します。コミュニティスト
リングに空白は使用できません。

• rwキーワードは、読み取りと書き込みアクセスを指定します。許可
された管理ステーションは、MIBオブジェクトの取得と修正ができま
す。

この例では、ストリングが読み取りと書き込みアクセスで指定されている

ので、MIBオブジェクトの取得と設定が許可されます。

string引数（ステップ3）と string2引数（ステップ4）によって、
最小レベルのセキュリティが提供されます。MIBオブジェクト
の表示だけが必要で、修正の必要がないユーザには、読み取り専

用アクセスのストリングを提供し、読み取りと書き込み用のアク

セスストリングは管理者専用にすることをお勧めします。string2
引数（ステップ 4）は、前の手順（ステップ 3）で指定した読み
取り専用の string引数とは異なるものにしてください。

（注）

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Router(config)# end

ステッ

プ 5   

通知を受信するためのホストの設定

CISCO-CEF-MIB通知を受信するようにSNMPホストを設定するには、次のタスクを実行します。
通知は、Cisco Express Forwardingの動作のモニタリングおよび管理に役立つ情報を提供します。
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手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. snmp-servercommunitystring [ro | rw]
4. snmp-servercommunitystring2rw
5. snmp-serverhostip-address [vrf vrf-name] [traps | informs] [version {1| 2c | 3 [auth | noauth | priv]}]

community-string [udp-port port] cef
6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステッ

プ 1   •パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステッ

プ 2   

SNMPへのアクセスを許可するコミュニティアクセスストリングを設定し
ます。

snmp-servercommunitystring [ro
| rw]

例：

Router(config)# snmp-server
community public ro

ステッ

プ 3   

• string引数は、1～ 32文字の英数字で、パスワードのように機能して
SNMPプロトコルへのアクセスを許可します。コミュニティストリン
グに空白は使用できません。

• roキーワードは、読み取り専用アクセスを指定します。許可された管
理ステーションは、MIBオブジェクトの取得だけができます。

• rwキーワードは、読み取りと書き込みアクセスを指定します。許可さ
れた管理ステーションは、MIBオブジェクトの取得と修正ができま
す。

SNMPへのアクセスを許可するコミュニティアクセスストリングを設定し
ます。

snmp-servercommunitystring2rw

例：

Router(config)# snmp-server
community private rw

ステッ

プ 4   

• string2引数は、1～ 32文字の英数字で、パスワードのように機能して
SNMPプロトコルへのアクセスを許可します。コミュニティストリン
グに空白は使用できません。
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目的コマンドまたはアクション

• rwキーワードは、読み取りと書き込みアクセスを指定します。許可さ
れた管理ステーションは、MIBオブジェクトの取得と修正ができま
す。

この例では、ストリングが読み取りと書き込みアクセスで指定されている

ので、MIBオブジェクトの取得と設定が許可されます。

string引数（ステップ 3）と string2引数（ステップ 4）によって、
最小レベルのセキュリティが提供されます。MIBオブジェクトの
表示だけが必要で、修正の必要がないユーザには、読み取り専用

アクセスのストリングを提供し、読み取りと書き込み用のアクセ

スストリングは管理者専用にすることをお勧めします。string2
引数（ステップ 4）は、前の手順（ステップ 3）で指定した読み
取り専用の string引数とは異なるものにしてください。

（注）

SNMP通知動作の指定snmp-serverhostip-address [vrf
vrf-name] [traps | informs]

ステッ

プ 5   • ip-address引数は、SNMP通知ホストの IPアドレスまたは IPv6アドレ
スです。

[version {1| 2c | 3 [auth | noauth
| priv]}] community-string
[udp-port port] cef

SNMP通知ホストは、通常、ネットワーク管理ステーション（NMSまたは
SNMPマネージャ）です。このホストが、SNMPトラップまたは応答要求
の受信者です。

例：

Router(config)# snmp-server
host 10.56.125.47 informs
version 2c public cef • vrf vrf-nameキーワードと引数は、指定された VRFを使用して SNMP

通知を送信することを指定します。

• trapsキーワードは、通知をトラップとして送信することを指定しま
す。これはデフォルトです。

• informsキーワードは、通知を応答要求として送信することを指定し
ます。

• versionキーワードは、トラップの送信に使用するSNMPのバージョン
を指定します。デフォルトは 1です。

versionキーワードを使用する場合は、次のキーワードのいずれかを指定す
る必要があります。

• 1：SNMPv1。情報の場合は、このオプションを使用できません。•

• 2c：SNMPv2c。

• 3：SNMPv3。privキーワードによるパケット暗号化が許可され
るため、最も安全なモデルです。デフォルトは noauthです。

• version 3キーワードの後で、次の 3つのオプションのセキュリティレ
ベルキーワードのいずれかを使用できます。
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目的コマンドまたはアクション

auth：Message Digest 5（MD5）および Secure Hash Algorithm
（SHA）パケット認証をイネーブルにします。

•

• noauth：このホストに noAuthNoPrivセキュリティレベルを適用
することを指定します。これが、SNMPv3のデフォルトセキュリ
ティレベルです。

• priv：データ暗号規格（DES）によるパケット暗号化をイネーブ
ルにします（privacyとも呼ばれます）。

• community-string引数は、通知動作で送信される、パスワードに似たコ
ミュニティストリングを指定します。

• udp-port portキーワードおよび引数は、SNMP通知または応答要求
が、NMSホストのこのユーザデータグラムプロトコル（UDP）ポー
ト番号に送信されることを指定します。デフォルトは 162です。

• cefキーワードは、シスコエクスプレスフォワーディング通知タイプ
がホストに送信されることを指定します。タイプが指定されない場

合、すべての使用可能な通知が送信されます。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Router(config)# end

ステッ

プ 6   

CLI による SNMP 通知の設定
Cisco Express Forwardingイベントの SNMP通知を設定するには、次のタスクを実行します。CLI
の代わりに SNMPコマンドを使用してこの機能を設定するには、SNMPコマンドによる SNMP通
知の設定, （193ページ）を参照してください。

はじめる前に

SNMPCISCO-CEF-MIB通知を受信するように、NMSまたは SNMPエージェントを設定しておく
必要があります。通知を受信するためのホストの設定, （187ページ）を参照してください。
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手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. snmp-serverenabletrapscef[peer-state-change] [resource-failure] [inconsistency]

[peer-fib-state-change]
4. snmp-serverhostip-address [traps | informs] [version {1| 2c | 3 [auth | noauth | priv]}] community-string

cef
5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステッ

プ 1   •パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステッ

プ 2   

NMSで SNMP通知のシスコエクスプレスフォワーディングサ
ポートをイネーブルにします。

snmp-serverenabletrapscef[peer-state-change]
[resource-failure] [inconsistency]
[peer-fib-state-change]

ステッ

プ 3   

• peer-state changeキーワードは、Cisco Express Forwarding
ピアの動作状態が変更されたときのCISCO-CEF-MIBSNMP
通知の送信をイネーブルにします。

例：

Router(config)# snmp-server enable traps
cef resource-failure • resource-failureキーワードは、Cisco Express Forwardingの

動作に影響を与えるリソース障害での CISCO-CEF-MIB
SNMP通知の送信をイネーブルにします。

• inconsistencyキーワードは、ルーティング情報がルーティ
ング情報ベース（RIB）から RPの CISCO-CEF-MIB、およ
びラインカードの CISCO-CEF-MIBに更新されるときに発
生する不整合での CISCO-CEF-MIB SNMP通知の送信をイ
ネーブルにします。

不整合通知を送信するスロットリング間隔を設定できます。CLI
によるスロットリング間隔の設定,（196ページ）を参照してく
ださい。
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目的コマンドまたはアクション

• peer-fib-state-changeキーワードは、CiscoExpress Forwarding
ピア FIBの動作状態が変更されたときの CISCO-CEF-MIB
SNMP通知の送信をイネーブルにします。

SNMP通知動作の指定snmp-serverhostip-address [traps | informs]
[version {1| 2c | 3 [auth | noauth | priv]}]
community-string cef

ステッ

プ 4   • ip-address引数は、SNMP通知ホストの IPアドレスまたは
IPv6アドレスです。

例：

Router(config)# snmp-server host
SNMP通知ホストは、通常、ネットワーク管理ステーション
（NMSまたはSNMPマネージャ）です。このホストが、SNMP
トラップまたは応答要求の受信者です。

10.56.125.47 informs version 2c public
cef

• trapsキーワードは、通知をトラップとして送信すること
を指定します。これはデフォルトです。

• informsキーワードは、通知を応答要求として送信するこ
とを指定します。

• versionキーワードは、トラップまたは応答要求の送信に使
用する SNMPのバージョンを指定します。デフォルトは 1
です。

versionキーワードを使用する場合は、次のキーワードのいずれ
かを指定する必要があります。

• 1：SNMPv1。情報の場合は、このオプションを使用
できません。

•

• 2c：SNMPv2C。

• 3：SNMPv3。privキーワードによるパケット暗号化
が許可されるため、最も安全なモデルです。デフォル

トは noauthです。

• version 3キーワードの後で、次の 3つのオプションのセ
キュリティレベルキーワードのいずれかを使用できます。

• auth：Message Digest 5（MD5）および Secure Hash
Algorithm（SHA）パケット認証をイネーブルにしま
す。

• noauth：このホストに noAuthNoPrivセキュリティレ
ベルを適用することを指定します。これが、SNMPv3
のデフォルトセキュリティレベルです。
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目的コマンドまたはアクション

• priv：データ暗号規格（DES）によるパケット暗号化
をイネーブルにします（privacyとも呼ばれます）。

• community-string引数は、通知動作で送信される、パスワー
ドに似たコミュニティストリングを指定します。

• cefキーワードは、シスコエクスプレスフォワーディング
通知タイプがホストに送信されることを指定します。タイ

プが指定されない場合、すべての使用可能な通知が送信さ

れます。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Router(config)# end

ステッ

プ 5   

SNMP コマンドによる SNMP 通知の設定
CiscoExpress ForwardingイベントのSNMP通知を設定するには、次のタスクを実行します。SNMP
コマンドの代わりに CLIを使用してこの機能を設定するには、CLIによる SNMP通知の設定, （
190ページ）を参照してください。

はじめる前に

SNMPCISCO-CEF-MIB通知を受信するように、NMSまたは SNMPエージェントを設定しておく
必要があります。通知を受信するためのホストの設定, （187ページ）を参照してください。

手順の概要

1. setanyversionip-addresscommunity-stringcefPeerStateChangeNotifEnable.0-iTruthValue
2. setanyversionip-addresscommunity-stringcefPeerFIBStateChangeNotifEnable.0 -i TruthValue
3. setanyversionip-address community-stringcefResourceFailureNotifEnable.0 -i TruthValue
4. setanyversionip-addresscommunity-stringcefInconsistencyNotifEnable.0 -i TruthValue
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

シスコエクスプレスフォワー

ディングピアの動作状態が変

setanyversionip-addresscommunity-stringcefPeerStateChangeNotifEnable.0-iTruthValue

例：

workstation% setany -v2c 10.56.125.47 public
cefPeeStateStateChangeNotifEnable.0 -1 1

ス

テッ

プ 1   更されたときの

CISCO-CEF-MIB SNMP通知
の送信をイネーブルにしま

す。

• version引数は、使用する
SNMPのバージョンを指
定します。オプション

は、次のとおりです。

• -v1：SNMPv1

• -v2c：SNMPv2C

• -v3：SNMPv3

• ip-address引数は、SNMP
通知ホストの IPアドレ
スまたは IPv6アドレス
です。

SNMP通知ホストは、通常、
ネットワーク管理ステーショ

ン（NMSまたはSNMPマネー
ジャ）です。このホストが、

SNMPトラップまたは応答要
求の受信者です。

• community-string引数は、
通知動作で送信される、

パスワードに似たコミュ

ニティストリングを指定

します。

• -iキーワードは、後に続
く変数が整数であること

を示します。

• TruthValue引数の値は、
次のとおりです。

• 1：通知の送信をイ
ネーブルにする
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目的コマンドまたはアクション

• 2：通知の送信を
ディセーブルにする

これらの引数およびキーワー

ドは、ステップ2、3、および
4の Cisco-CEF-MIB通知に適
用されます。

シスコエクスプレスフォワー

ディングピアFIBの動作状態
setanyversionip-addresscommunity-stringcefPeerFIBStateChangeNotifEnable.0 -i
TruthValue

例：

workstation% setany -v2c 10.56.125.47 public cefPeerFIBStateChangeNotifEnable.0
-1 1

ス

テッ

プ 2   が変更されたときの

CISCO-CEF-MIB SNMP通知
の送信をイネーブルにしま

す。

•コマンド引数およびキー
ワードの説明について

は、ステップ 1を参照し
てください。

シスコエクスプレスフォワー

ディングの動作に影響を与え

setanyversionip-address community-stringcefResourceFailureNotifEnable.0 -i TruthValue

例：

workstation% setany -v2c 10.56.125.47 public cefResourceFailureNotifEnable.0
-i 1

ス

テッ

プ 3   るリソース障害での

CISCO-CEF-MIB SNMP通知
の送信をイネーブルにしま

す。

•コマンド引数およびキー
ワードの説明について

は、ステップ 1を参照し
てください。

ルーティング情報がRIBから
RPのシスコエクスプレス

setanyversionip-addresscommunity-stringcefInconsistencyNotifEnable.0 -i TruthValue

例：

workstation% setany -v2c 10.56.125.47 public cefInconsistencyNotifEnable.0
-i 1

ス

テッ

プ 4   フォワーディング FIB、およ
びラインカードのシスコエク

スプレスフォワーディング

FIBに更新されるときに発生
する不整合での

CISCO-CEF-MIB SNMP通知
の送信をイネーブルにしま

す。
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目的コマンドまたはアクション

•コマンド引数およびキー
ワードの説明について

は、ステップ 1を参照し
てください。

CLI によるスロットリング間隔の設定
CISCO-CEF-MIB不整合通知のスロットリング間隔を設定するには、次のタスクを実行します。
CLIの代わりに SNMPコマンドを使用してこの機能を設定するには、「SNMPコマンドによるス
ロットリング間隔の設定」の項を参照してください。

スロットリング間隔を設定すると、ルーティング情報ベース（RIB）からRPおよびラインカード
のデータベースにフォワーディング情報を更新する処理中に、不整合通知が送信されるまで時間

をおくことができます。これらのデータベースの分散メカニズムには非同期の性質があるため、

その結果として、更新中に不整合が発生することがあります。スロットリング間隔によって、不

整合通知が送信される前に、一時的な不整合を解決できます。

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. snmp-serverenabletrapscefinconsistency
4. snmpmibcefthrottling-intervalseconds
5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

シスコエクスプレスフォワーディングの不整合での

CISCO-CEF-MIBSNMP通知の送信をイネーブルにします。
snmp-serverenabletrapscefinconsistency

例：

Router(config)# snmp-server enable
traps cef inconsistency

ステップ 3   

CISCO-CEF-MIB不整合通知のスロットリング間隔を設定し
ます。

snmpmibcefthrottling-intervalseconds

例：

Router(config)# snmp mib cef
throttling-interval 2500

ステップ 4   

• seconds引数は、フォワーディング情報を RIBから RP
およびラインカードのデータベースに更新する処理中

に、不整合通知が送信されるまでの時間です。有効な

値は、0～ 3600秒です。値 0は、スロットリング制御
をディセーブルにします。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Router(config)# end

ステップ 5   

SNMP コマンドによるスロットリング間隔の設定
CISCO-CEF-MIB不整合通知のスロットリング間隔を設定するには、次のタスクを実行します。
SNMPコマンドの代わりに CLIを使用してこの機能を設定するには、CLIによるスロットリング
間隔の設定, （196ページ）を参照してください。

スロットリング間隔を設定すると、ルーティング情報ベース（RIB）からRPおよびラインカード
のデータベースにフォワーディング情報を更新する処理中に、不整合通知が送信されるまで時間

をおくことができます。これらのデータベースの分散メカニズムには非同期の性質があるため、

その結果として、更新中に不整合が発生することがあります。スロットリング間隔によって、不

整合通知が送信される前に、一時的な不整合を解決できます。

手順の概要

1. setanyversionip-addresscommunity-stringcefNotifThrottlingInterval.0-iseconds
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

CISCO-CEF-MIB不整合通知のスロッ
トリング間隔を設定します。

setanyversionip-addresscommunity-stringcefNotifThrottlingInterval.0-iseconds

例：

workstation% setany -v2c 10.56.125.47 public
cefNotifThrottlingInterval.0 -1 3600

ス

テッ

プ 1   • version引数は、使用する SNMP
のバージョンを指定します。オプ

ションは、次のとおりです。

• -v1：SNMPv1

• -v2c：SNMPv2C

• -v3：SNMPv3

• ip-address引数は、SNMP通知ホ
ストの IPアドレスまたは IPv6ア
ドレスです。

SNMP通知ホストは、通常、ネット
ワーク管理ステーション（NMSまたは
SNMPマネージャ）です。このホスト
が、SNMPトラップまたは応答要求の
受信者です。

• community-string引数は、通知動
作で送信される、パスワードに似

たコミュニティストリングを指

定します。

• -iキーワードは、後に続く変数が
整数であることを示します。

• seconds引数は、フォワーディン
グ情報を RIBから RPおよびライ
ンカードのデータベースに更新す

る処理中に、不整合通知が送信さ

れるまでの時間です。有効な値

は、0～ 3600秒です。値 0は、
スロットリング制御をディセーブ

ルにします。
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SNMP CEF-MIB サポートの設定例

通知を受信するためのホストの設定例

次の例は、CISCO-CEF-MIB通知を受信するようにSNMPホストを設定する方法を示しています。

configure terminal
!

snmp-server community public ro

snmp-server community private rw

snmp-server host 10.56.125.47 informs version 2vc public cef

end

この例では、SNMPホスト 10.56.125.47がCISCO-CEF-MIB通知を応答要求として受信するように
設定されます。

SNMP 通知の設定例
ここでは、CLIおよび SNMPコマンドを使用したシスコエクスプレスフォワーディングイベン
トの SNMP通知の設定例を示します。

CLI を使用したシスコエクスプレスフォワーディングイベントの SNMP 通知の設定

この例は、CLIを使用して、Cisco Express Forwardingイベントで Cisco Express Forwardingピア状
態およびピア FIB状態の変更、Cisco Express Forwardingリソース障害、および不整合が発生した
ときにホスト 10.56.125.47に応答要求として送信されるCISCO-CEF-MIB SNMP通知を設定する方
法を示しています。

configure terminal
!

snmp-server community public ro

snmp-server host 10.56.125.47 informs version 2c public cef

!
snmp-server enable traps cef peer-state-change
snmp-server enable traps cef peer-fib-state-change
snmp-server enable traps cef inconsistency
snmp-server enable traps cef resource-failure
end

SNMP コマンドを使用したシスコエクスプレスフォワーディングイベントの SNMP 通知の設定

この例は、SNMPコマンドを使用して、CiscoExpress ForwardingイベントでCiscoExpress Forwarding
ピア状態およびピア FIB状態の変更、Cisco Express Forwardingリソース障害、および不整合が発
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生したときにホスト 10.56.125.47に送信されるCISCO-CEF-MIB SNMP通知を設定する方法を示し
ています。

setany -v2c 10.56.125.47 public cefPeerStateChangeNotifEnable.0 -i 1

setany -v2c 10.56.125.47 public cefPeerFIBStateChangeNotifEnable.0 -i 1

setany -v2c 10.56.125.47 public cefResourceFailureNotifEnable.0 -i 1
setany -v2c 10.56.125.47 public cefInconsistencyNotifEnabled.0 -i 1

スロットリング間隔の設定例

この例は、CLIコマンドおよび SNMPコマンドを使用して、Cisco Express Forwarding不整合通知
を SNMPホストに送信するスロットリング間隔を設定する方法を示しています。スロットリング
間隔は、不整合が発生してから通知が SNMPホストに送信されるまでに経過する時間です。

CLI コマンドを使用した CISCO-CEF-MIB 不整合通知のスロットリング間隔の設定

この例では、CLIコマンドを使用して、SNMPホストへの Cisco Express Forwarding不整合通知の
送信用に 1000秒のスロットリング間隔を追加します。

configure terminal
!

snmp-server community public ro

snmp-server host 10.56.125.47 informs version 2c public cef

!
snmp-server enable traps cef peer-state-change
snmp-server enable traps cef peer-fib-state-change
snmp-server enable traps cef inconsistency
snmp-server enable traps cef resource-failure
!
snmp mib cef throttling-interval 1000
end

SNMP コマンドを使用した CISCO-CEF-MIB 不整合通知のスロットリング間隔の設定

この例では、SNMPコマンドを使用して、SNMPホストへの Cisco Express Forwarding不整合通知
の送信用に 1000秒のスロットリング間隔を追加します。

setany -v2c 10.56.125.47 public cefNotifThrottlingInterval.0 -1 1000

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOSMaster Commands List, All Releases』Cisco IOSコマンド
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マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS IP Switching Command Reference』シスコエクスプレスフォワーディングの設定

および管理を行うコマンド

『Configuring Basic Cisco Express Forwarding for
Improved Performance, Scalability, and Resiliency
in Dynamic Networks』

シスコエクスプレスフォワーディングおよび

分散型シスコエクスプレスフォワーディング

の基本動作を確認するためのタスク

『Enabling or Disabling Cisco Express Forwarding
or Distributed Cisco Express Forwarding to
Customize Switching and Forwarding for Dynamic
Network』

シスコエクスプレスフォワーディングまたは

分散型シスコエクスプレスフォワーディング

をイネーブルまたはディセーブルにするための

タスク

『Configuring a Load-Balancing Scheme for Cisco
Express Forwarding Traffic』

シスコエクスプレスフォワーディングのロー

ドバランシングスキームを設定するためのタ

スク

『ConfiguringCiscoExpress ForwardingConsistency
Checkers for Route Processors and Line Cards』

シスコエクスプレスフォワーディングの整合

性チェッカを設定するためのタスク

『Configuring Epochs to Clear and Rebuild Cisco
Express Forwarding and Adjacency Tables』

シスコエクスプレスフォワーディングテーブ

ルのエポックを設定するためのタスク

『Configuring Cisco Express Forwarding Network
Accounting』

シスコエクスプレスフォワーディングのネッ

トワークアカウンティングを設定および確認す

るためのタスク

標準

タイトル規格

--この機能でサポートされる新規の標準または変

更された標準はありません。また、既存の標準

のサポートは変更されていません。
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MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOS XEソフ
トウェアリリース、およびフィーチャセット

のMIBの場所を検索しダウンロードするには、
次の URLにある Cisco MIB Locatorを使用しま
す。

http://www.cisco.com/go/mibs

この機能によってサポートされる新しいMIB
または変更されたMIBはありません。またこ
の機能による既存MIBのサポートに変更はあ
りません。

RFC

タイトルRFC

『TextualConventionsforInternetNetworkAddresses』RFC 3291

『SimpleNetworkManagementProtocol(SNMP)Applications』RFC 3413

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントのWeb
サイトではリソースをオンラインで提供してお

り、マニュアル、ソフトウェア、およびツール

をダウンロードできます。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。

SNMP CEF-MIB サポートの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

   IP スイッチング Cisco Express Forwarding 設定ガイド
202

SNMP CEF-MIB サポート
SNMP CEF-MIB サポートの機能情報

http://www.cisco.com/go/mibs
http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html


プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 37：Cisco Express Forwarding--SNMP CEF-MIB サポートの機能情報

機能情報リリース機能名

Cisco Express Forwarding--SNMP
CEF-MIB機能によって、
CISCO-CEF-MIBが導入されま
す。これにより、管理アプリ

ケーションは、簡易ネットワー

ク管理プロトコル（SNMP）を
使用して、シスコエクスプレ

スフォワーディング運用デー

タの設定と監視を行うことがで

きます。また、シスコエクス

プレスフォワーディングによっ

て特定の設定イベントが検出さ

れたときに通知を行うことがで

きます。このモジュールでは、

CISCO-CEF-MIBを使用して、
シスコエクスプレスフォワー

ディングの動作に関連するオブ

ジェクトを管理および監視する

方法を説明します。

この機能は、Cisco IOS XEリ
リース 2.1で Cisco ASR 1000シ
リーズアグリゲーションサー

ビスルータに導入されました。

次のコマンドが導入または変更

されました。

snmpmibcefthrottling-interval、
snmp-serverenabletrapscef、
snmp-serverhost

Cisco IOS XEリリース 2.1Cisco Express Forwarding--SNMP
CEF-MIBサポート

用語集
応答要求：従来のトラップ通知メッセージよりも信頼性が高い通知メッセージのタイプ。応答要

求メッセージ通知は確認応答を要求しますが、トラップ通知は要求しません。
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IPC：プロセス間通信。ルータが使用するプロトコルで、分散パケットフォワーディングをサポー
トします。Cisco IOS XEバージョンの IPCは、基になるプラットフォームドライバ転送または
ユーザデータプロトコル（UDP）転送プロトコルを使用して、順序付けられた信頼性の高いメッ
セージ配送を提供します。Cisco IOS XEソフトウェア IPCサービスでは、分散システムのライン
カード（LC）と中央ルートプロセッサ（RP）が、RPからLCにメッセージを交換することによっ
て、相互に通信できます。アクティブRPとスタンバイRPの間でも通信メッセージが交換されま
す。IPCメッセージには、コンフィギュレーションコマンド、コンフィギュレーションコマンド
への応答、および LCから RPにレポートされるその他のイベントが含まれます。

MIB：管理情報ベース。簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）などの、ネットワーク管理
プロトコルが使用および維持するネットワーク管理情報のデータベース。MIBオブジェクトは、
SNMPコマンドを使用して、通常はネットワーク管理システムを通じて変更または取得できます。
MIBオブジェクトはツリー構造であり、ツリーにはパブリック（標準）ブランチとプライベート
（独自）ブランチを含みます。

NMS：ネットワーク管理ステーション。ネットワーク管理者がネットワーク上の他のデバイスと
通信するために使用する、高性能なコンピュータ（通常は、エンジニアリングワークステーショ

ン）。NMSは、通常、ネットワークリソースの管理、統計情報の収集、およびさまざまなネット
ワーク管理および設定タスクの実行に使用されます。SNMPのコンテキストでは、NMSは、情報
を取得または修正するために管理対象デバイスの SNMPエージェントに対する SNMPクエリーを
実行するデバイスです。

通知：簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）エージェントがネットワーク管理ステーショ
ン、コンソール、または端末に送信する、重要なネットワークイベントが発生したことを示す

メッセージ。

SNMP：Simple Network Management Protocol（簡易ネットワーク管理プロトコル）。TCP/IPネッ
トワークで、ほとんど排他的に使用されているネットワーク管理プロトコル。SNMPを使用して、
ユーザは、ネットワークデバイスの監視と制御、設定の管理、統計情報の収集、パフォーマンス

の監視、およびネットワークセキュリティの確認ができます。

SNMPコミュニティ：インテリジェントネットワークデバイスが SNMP要求を確認できる認証
スキーム。

SNMPv2c：簡易ネットワーク管理プロトコルのバージョン 2c。SNMPv2cは、集中型と分散型の
両方のネットワーク管理戦略をサポートし、Structure of Management Information（SMI）、プロト
コル操作、管理アーキテクチャ、およびセキュリティが改善されています。

SNMPv3：簡易ネットワーク管理プロトコルのバージョン3。相互運用可能な標準ベースのネット
ワーク管理プロトコルです。SNMPv3は、ネットワーク経由のパケットの認証と暗号化を組み合
わせることによって、デバイスへのセキュアアクセスを実現します。

トラップ：SNMPエージェントがネットワーク管理ステーション、コンソール、または端末に送
信する、重要なネットワークイベントが発生したことを示すメッセージ。トラップは、応答要求

よりも信頼性が低くなります。トラップの受信者は受信の確認応答を送信しません。さらに、ト

ラップの送信者はトラップが受信されたかどうかを判別できません。
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第 12 章

IPv6 CEF スイッチドトンネル

Cisco Express Forwardingスイッチングは IPv6の手動で設定されたトンネルに使用できます。

• 機能情報の確認, 205 ページ

• IPv6 CEFスイッチドトンネルに関する情報, 205 ページ

• その他の参考資料, 206 ページ

• IPv6 CEFスイッチドトンネルの機能情報, 207 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリスト

を確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

IPv6 CEF スイッチドトンネルに関する情報

IPv6 の手動で設定されたトンネル
手動で設定されたトンネルは、IPv4バックボーンを介した 2つの IPv6ドメイン間の固定リンクに
相当します。主に、2つのエッジデバイス間またはエンドシステムとエッジデバイス間に定期的
でセキュアな通信を必要とする安定した接続のために、またはリモート IPv6ネットワークへの接
続のために使用されます。
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IPv6アドレスは、トンネルインターフェイス上で手動で設定され、手動で設定された IPv4アド
レスは、トンネル送信元およびトンネル宛先に割り当てられます。設定されたトンネルの両端に

あるホストまたはデバイスは、IPv4プロトコルスタックと IPv6プロトコルスタックの両方をサ
ポートしている必要があります。手動で設定されたトンネルは、境界デバイス間または境界デバ

イスとホスト間で設定できます。シスコエクスプレスフォワーディングスイッチングは、手動

で設定された IPv6トンネルに使用できます。または、シスコエクスプレスフォワーディングス
イッチングは、プロセススイッチングが必要な場合はディセーブルにできます。

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『IPv6 Configuration Guide』IPv6アドレッシングと接続

『Interface and Hardware
Component ConfigurationGuide』

トンネル

『Cisco IOS Master Commands
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IPv6 Command
Reference』

IPv6コマンド

『Cisco IOS IPv6 Feature
Mapping』

Cisco IOS IPv6機能

標準および RFC

タイトル標準/RFC

IPv6の RFCIPv6に関する RFC
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MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリー
ス、およびフィーチャセットに関するMIBを
探してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントのWeb
サイトではリソースをオンラインで提供してお

り、マニュアル、ソフトウェア、およびツール

をダウンロードできます。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。

IPv6 CEF スイッチドトンネルの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 38：IPv6 CEF スイッチドトンネルの機能情報

機能情報リリース機能名

Cisco Express Forwardingスイッ
チングは IPv6の手動で設定さ
れたトンネルに使用できます。

12.2(28)SB

12.2(25)SG

12.2(33)SRA

12.2(18)SXE

12.2(12)T

12.4

15.0(1)S

Cisco IOS XE 3.9(S)

6to4トンネルの CEFv6スイッ
チング

IPv6は、この機能をサポートし
ます。

12.2(2)T

12.2(52)SG

12.2(33)SRA

12.2(17a)SX1

Cisco IOS XE 3.9(S)

IPv6スイッチング：CEFv6ス
イッチド自動 IPv4互換トンネ
ル

IPv6は、この機能をサポートし
ます。

12.2(13)T

12.2(52)SG

12.2(33)SRA

12.2(17a)SX1

Cisco IOS XE 3.9(S)

IPv6スイッチング：設定済みの
CEFv6スイッチド IPv6 over
IPv4トンネル

IPv6は、この機能をサポートし
ます。

12.2(15)T

12.2(25)SG

3.2.0SG

15.0(2)SG

12.2(33)SRA

12.2(17a)SX1

Cisco IOS XE 3.9(S)

IPv6スイッチング：CEFv6ス
イッチド ISATAPトンネル
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